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〈現場の声〉から学ぶ観光の本質 

―巻頭言に代えて 
 

山村 高淑 
北海道大学観光学高等研究センター センター長／教授 

 
 
 本書は、北海道大学観光学高等研究センターが 2020 年 12 月から 2021 年 1月にかけて
オンラインで開催した、全 5回の公開講座『観光現場の挑戦』の講義録です。まずはご登壇
頂きましたゲスト講師の皆様に、主催者を代表いたしまして厚く御礼申し上げます。 
 
 さて、2019 年に始まる新型コロナウイルス感染症の世界的流行（パンデミック）は、世
界中の観光現場に未曽有の打撃を与えました。それまでの、入込客数を増やすことで地域に
落ちる経済的利益を最大化していこうという観光開発戦略が、大きな見直しを迫られるこ
とになったのです。経済的利益を達成するために敢えて見て見ぬふりをしてきた、いわゆる
オーバーツーリズム（地域の環境的・社会的許容度を越えた観光活動）による弊害が、新型
コロナウイルスの流行によって、命にかかわる問題として目の前に突き付けられたと言っ
ても過言ではありません。さらに言えば、観光分野にとどまらず、人の移動や人口密度など、
日々の生活のあり方そのものの再考も迫られています。観光を含めた〈持続可能な人間生活
のあり方〉が根本的に問われているわけです。 
 誤解を恐れずに言えば、こうした状況の中、私たちが考えなければならない本質的論点は、
おそらく、〈有限な地球環境の中で人類が安全且つ持続的に暮らしていくための適正規模〉
とはどのあたりにあるのだろうか、という命題に集約されます。言い方を変えれば、居住・
労働・移動等といった生活様式の適正規模はどのあたりにあり、産業の適正規模はどのあた
りにあるのか？ そして、どのようにそうした適正規模へ向けた変革を実行し、持続可能な
人類の暮らしを担保できるのか？……こうした命題です。そしてこうした命題に取り組む
うえでは、私たちは、私たちが今生きている、〈暮らしの場〉としての〈地域〉を核として
捉え直したうえで、〈生活者〉としての私たち自身の手で、持続可能なシステムを構築して
いくことが必須となります。 
 これを観光現場に当てはめて具体的に考えれば、それは、例えば次のような課題として挙
げられるでしょう。すなわち、観光スポットやアトラクションの多様化・分散化、環境や社
会へのインパクトの少ない小規模・高収益で且つ持続可能な産業構造への転換、特定の国や
地域といったマーケットへの過剰な依存からリスクの分散へ、最重要市場としての地元・近
隣地域の再評価、単なる商取引としての観光交流から信頼構築の仕組みとしての観光交流
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へのシフト、等といった課題です。 
2006 年の設立以来、私ども北海道大学観光学高等研究センターは、コミュニティ・ベー

スド・ツーリズムに関する研究と実践を、地域の観光現場の皆様との共同研究の形で継続し
て参りました。具体的には、北海道を中心に日本各地の観光現場の最前線で先駆的取組みを
なさっている実務家の皆様と一緒に、21 世紀の地域社会が抱える様々な課題の解決に、観
光という仕組みがどのように貢献できるのか、理論的・実践的な研究・教育に取り組んで参
りました。こうした実務家の皆様は、私どもセンターのスタッフにとって、実践的研究のパ
ートナーであると同時に、様々な現場の知識をご教授下さる先生でもあります。 
今回の公開講座は、上述したような命題・課題が社会的にも大きく注目されるコロナ禍の

今だからこそ、こうした観光現場の第一人者である皆様をゲスト講師としてお招きし、あら
ためて現場でのご経験、ご苦悩、未来への思いに真摯に耳を傾け、〈現場の声〉を通して観
光の本質・課題・可能性についてじっくりと考えてみたい、という趣旨で企画されたもので
す。 
本書は、そうした〈現場の声〉を講義録として残し、広く一般に公開することで、読者諸

賢が今後の観光のあり方を考えるうえでの一助となれば、という思いで編集を行いました。
お手に取って、あるいはオンラインにて、ご高覧賜りましたら幸いです。 
 
 なお、今回の公開講座はオンライン（ウェビナー）形式で開催致しました。弊センターと
致しましては、これが初の、オンラインでの公開講座開催の試みでありました。様々な試行
錯誤がございましたが、日本全国のみならず海外からもご聴講頂くことができたのは、スタ
ッフにとって大きな喜びでありました。ご聴講を頂いた皆様、本当に有難うございました。 
オンライン開催は、弊センターのように規模の小さな組織でもできることがあること、地

域の皆さんと大学との協働のあり方の幅を広げることができること、を私たちに教えてく
れたように思います。今後もこうした取り組みを継続して参りたいと思います。引き続きの
ご支援を何卒宜しくお願い申し上げます。 
 

2021 年 3月 1日 
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『環境と観光』 
CATS 叢書第 14 号，北海道大学観光学高等研究センター（2021） 

第 1 回 環境と観光 

―市民活動としての環境保全とフットパス 

小川 巌 
エコ・ネットワーク 代表 

 
下休場 千秋 

北海道大学観光学高等研究センター 特任教授 

１．はじめに 
 
（下休場千秋） 皆様、観光現場の挑戦をテーマとする 2020年度の公開講座にご参加いた
だきありがとうございます。これから第 1回公開講座を開始いたします。本日のゲスト講
師の小川巌様をご紹介したいと思います。
小川様は札幌を拠点に 30年近く活動されてきたエコ・ネットワークという市民環境団体
の代表をされています。これから約 1時間、「環境と観光、市民活動としての環境保全とフ
ットパス」というテーマでお話をしていただき、後半約 20分対談形式でさらに深く掘り下
げたお話をお伺いいたします。
遅れましたが、私は本日の担当教員、観光学高等研究センターの下休場と申します。よ
ろしくお願いいたします。それでは、小川様、よろしくお願いいたします。

２．環境と観光―市民活動としての環境保全とフットパス 

２－１．エコ・ネットワークの活動紹介
（小川巌） ただ今ご紹介いただきましたエコ・ネットワーク、小川巌です。今回、「環境
と観光」という非常に大きなテーマをいただいて、ちょっと戸惑ったんですけど、主催者
である北海道大学観光学高等研究センターの下休場先生から、エコ・ネットワーク設立の
経緯とか、活動内容、そういったことについてもぜひ話してほしいということでしたので、
私らがこれまでやってきたことを振り返るいい機会になると考え、その内容を今日は整理
してお話ししたいと思います。
 前半は、文字がずらずら出てきますけど、後半で関係する映像はたくさん出てきます。
本題に入る前に、私自身とエコ・ネットワークの簡単な履歴についてお話をします。
 私は 1945年、北海道松前町で生まれています。ここに書いた通りで、正真正銘の道産子
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なんですよ。育ったのが神奈川県横須賀市ですから、気持ちとしては何かまだ北海道人に
なり切ってないような、そういうところもありますけど、すでに札幌に来てから 50年たち
ました。今年の 8月、いよいよ後期高齢者にめでたく入ることができました（図 1）。
 これからもまた、あと何年やれるか分かりませんけど、この活動を続けていくつもりで
います。これをざっと見ていただくとお分かりの通り、西暦の 2000年を越すあたりからフ
ットパスという言葉が目立つようになってきますね。取りあえず 10年ごとに区切って、そ
の間に我々がどういう活動をしたのかということをかいつまんでお話ししたいと思います。

２－２．エコ・ネットワークの立ち上げ（図 2）
 1992 年にエコ・ネットワークを立ち上げました。実はその前に、1984 年に設立した野
生生物情報センターを 8年やりまして、そこを 1992 年に解散して、私はエコ・ネットワー
クを設立しました。 
 エコ・ネットワークを立ち上げた当初、そんなことで飯を食っていけるのかとか、いろ
いろ心配する向きがありまして、友達の何人かは、さて何カ月持つかという賭けをしたそ
うです。その賭けは当たらず今日まで 30年近くやってこられた。それは、私たちにそうい
う何か力量があったというよりは、ここに大きく書いている通り、ちょうどそのころがバ
ブル景気の前後だったんですね。 
 景気もずっと上向いていまして、そういう中で、例えば資金的な面でも助かったのは確
かです。それと野生生物とか自然への関心が高まってきた、そういう時期だったと思いま
す。 
 それともう 1つ忘れられないのが、アウトドアブームですね。そういう動きがこのあた
りから始まったんじゃないかと。こういった要因に助けられて私たちは何とか今日までや
ってこられたというふうに、今にして思えば感じているわけです。 
 それで、一番下に書いてある通り、大きな流れとしては、野生生物情報センターはその
名前の通り野生生物、それと自然、そういったものをテーマにしていました。それがエコ・
ネットワークを立ち上げた時点で、環境分野にも足を踏み入れて、そちらにも活動の幅を
広げたいという気持ちがあったわけですね。 
 そして、2000 年を越して何年かたったあたりから、フットパスというものが私らの活動
の主要テーマとして浮上してきたというか、そんな感じがいたします。ではこの後は 10年
刻みで我々がやってきた主な活動を見ていきたいと思います。 

２－３．1980 年代：野生生物情報センターの時代（図 3）
 ここにあります 1980 年代、これは野生生物情報センターの時代です。それで、私らは自
分たちの組織をつくった際に、一種の中間組織のような形態を取っていまして、ここに「受
託組織」と書いてある通り、日本野鳥の会の札幌支部、さっぽろ野の花の会、それから野
生動物写真研究会とかね、こういった会を引き受けてその運営のお手伝いをするのも業務
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でした。 
 そして、テーマで見ていただければお分かりの通り、やはり野生生物とか植物とかそう
いったものが活動の主体であり、かつ主なテーマということが言えるんじゃないかと思い
ます。一番最後にその活動を要約すると、野生生物の観察や調査とか、自然に関連したさ
まざまな行事。例えば、写真展とか映画会とか、そういったものを手掛けたり、いろいろ
なところに行って講師を務めた。そして実際に野外活動を行ってきた等、これがだいたい
1980 年代の我々の活動ということが言えるかと思います。 

２－４．1990 年代：エコ・ネットワークの立ち上げ（図 4） 
 次が、エコ・ネットワークが立ち上がった 1990 年代ということになります。受託組織と
しては、ヒグマの会、これも今も続いて、確か去年設立 40年を迎えました。それから野生
動物救護研究会、こういう組織の事務局を私らがお手伝いしておりました。 
 テーマを見ていただくと、野生生物情報センター自体のテーマをいくつか引き継いだ形
のものも当然あります。それと、少し状況が変わってきたのは、赤で示した、例えば「ワ
ンデイウォーク」、それから「ナショナルトラスト&ピーターラビットツアー」という、こ
れはイギリスの湖水地方へ行くツアーなんですね。 
 このときに、向こうのフットパスに出合ったというかな。実際にそこを歩いて、ああ、
これはやはり北海道でもやれないもんだろうかというようなことを考えた、そういうきっ
かけになったわけですね。 
 それから、「かんじきウォーク」というのは、これからの時期雪が降りますと、外を歩く
というのはちょっと難しくなるので、それだったらかんじきを履いて歩く活動。黒松内に
住んでおられた渋谷吉尾さんという名物おじさんがかんじきを何千足も作った方です。そ
の方から少しずつかんじきを分けていただいて、冬を楽しむということをやった。これは
今も人気の行事として定着しております。 
 それから「エコ・ウォーキング」というのは、北海道新聞の子会社である道新文化セン
ターが歩く野外講座をやりたいという話を持ってこられた時に、じゃあ、エコ・ウォーキ
ングという名前でやりましょうということで。春と秋にやるわけですが、各 5 回です。春
なら春で 5回。火曜日なら火曜日に 5回やりました。 
 それからその次にだんだん参加者が増えてきましたので、では週に 2回、火曜日と金曜
日にもやろうと。それから今度は、土曜日もやろうということで、週 3回、5回ずつ。です
から春と秋に各 15 回、多いときには 1回 50 人ぐらい来ましたから、相当な数になるわけ
ですね。 
 これは現在も続いております。人気講座として定着しておりまして、これが後になって
フットパスと呼ぶようになったんですが、そういう行事をやる際の人的資源になったんじ
ゃないかなというふうに思っています。 
 このあたり、新しい組織をつくったわけですから、自然体験から少し幅を広げて環境体
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験という方向にいくようになりました。それと今度は、自然とか環境系の団体と連携して
行うということですね。つまり、自分たちだけで完結するんじゃなくて、その周辺にいる
人たちや団体と手を組んでやると、そういう方向にかじを切っていったわけです。 
 
２－５．2000 年代：フットパス・ウォーキングの時代（図 5） 
 そしてさまざまなプログラムをこちらで考えて、それを実践するというようなことをや
ってきたわけです。今度は 2000 年代です。この辺になると本当にフットパス系の行事が軒
並み出てきます。札幌市内でフットパスウォーク、これはもうおそらく何十回、1年間にや
ってたと思います。それ以外にも国内で 3日ないし 4日のツアーとして 10回や 15 回ぐら
いやっているんじゃないですか。そんな感じです。 
 それとは別に今度は海外にもということで、特にイギリスはフットパスの本場、発祥地
ですから、そこを中心にフランスとかスペインとか、そういうところにも足を伸ばしてお
ります。それと同時に今度はフォーラムを仕掛けるようになりました。 
 そして今度は、フットパスをやっている各団体に呼び掛けて、全道フットパス・ネット
ワーク準備会を立ち上げました。最初から正式な組織がなかなかできないだろうというこ
とで、取りあえず準備会として発足しました。合わせて、持ち回りで道内各地、全道フッ
トパスの集いというのを行ってきまして、もう 30回近くなっているんじゃないですか。年
2回のペースでやっております。 
 それとまた、「エコ・ウォーキング」ですね。先ほどもお話ししました、それは現在も、
この 2000 年代になっても続けております。そして、テーマを要約してみますと、海外に行
く、これはフットパスだけじゃなくて、環境研修というような形で、デンマーク、イギリ
ス、そのあたりに足を伸ばしたんですね。5～6回は行っているはずです。 
 
２－６．2010 年代：フットパス・ツアーの海外展開と長距離化（図 6） 
 フットパスは、今度は、ワンパターンではなくていろいろなタイプのフットパスを進め
るというようなことをやってきました。2010 年代になると、さらにそれが膨らんできたと
いいますか、その中で最初に挙げた「済州島オルレ」。オルレというのは、済州島の方言で
細い道、裏道というような感じかな、そういう意味ですけど、この島には 1 周する 450 キ
ロぐらいのオルレができていまして、それを 10年かけて全部歩きました。 
 なかなか魅力的なところですし、それからこれを本当に数年の間に作ってしまったとい
うパワフルなおばさま（ヨ・ミュンスクさん）がいまして、最近その方の評伝のようなも
のを読んだんですけど、すごいパワーだと思います。そういうことで、島を 1周するオル
レというフットパスですね。それができて、これはコロナ騒ぎがなければ今年も行きたい
ところなんですけど、収まったらまたぜひ再開したいと思っています。 
 それ以外にも台湾とかヨーロッパにも行っています。そして下から 3行目にあります「株
式会社ジオ」を立ち上げまして、これは旅行会社です。私の息子が立ち上げた会社で、我々
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がフットパスを、あるいは環境体験ツアーを私達が人集めをしたのをツアーの形にしても
らうわけですね。そういう関係でやっております。 
 「さっぽろラウンドウォーク」のラウンドウォークというのはフットパスの長い、ロン
グパスとでも言ったらいいでしょうか。そういった研究会を北大が中心になって立ち上げ
て、私達も加わっています。札幌市とか観光協会とかそういうところが一緒になって作っ
たものです。これについては「フットパスの長距離化と周回化」と共に後でお話しします。
そしてフォーラムを「札幌にもフットパスを！」という名称でやっております。この後に
なるとフットパスが本格展開する形になりましたし、それと平行して環境ボランティア等、
いろいろなのを手掛けてきました。それと同時に今度は我々が海外へ行くだけじゃなくて、
環境の専門家、そういった方を海外からお呼びするというようなことも何回かやってきま
した。 
 
２－７．2020 年代：フットパスの新しい展開（図 7） 
 それで今度は 2020 年代というのは、この 2～3年のことだと思って下さい。それからこ
れから先のことになりますが、2 行目に「避災フットパス」、それから「廃線フットパス」
と出てきます。これについても後ほど少しまとめてお話ししたいなと。 
 ということで、フットパスを長距離化、周回化するということと同時に、私自身の中で
二本柱にしている環境ボランティア、これをもっと多様な形で展開していきたいと。テー
マだけじゃなくて、人々とのつながりも含めて、あるいは行政とのかかわりも含めて、多
様化していきたいと思っています。 
 
２－８．エコ・ネットワークのポリシー（図 8） 
 10 年刻みでざっと流れを見てきまして、私らのポリシーと言ったらちょっと大げさです
けど、エコ・ネットワークというのは、極めてユニークと自分で言うのも変ですけど、言
ってみればいい加減な組織なんじゃないかなと思っています。 
 まず、会員制は採っておりません。これは野生生物情報センターの時代からそういう方
針で来ています。会員制を取りますと、会員同士の結束が非常に強まる、そういうよさは
あるんですけど、会員でない方がなかなか近づけない、入ってこられないというような状
況がどうしても生まれてしまう。それをなくすために会員制にはしてないということを貫
いています。市民が道民がすべて会員だと思えばいいのですから。 
 今エコ・ネットワークには、エコ友クラブというグループを立ち上げていますけど、こ
れは歩く人のための組織であって、エコ・ネットワークの会員ではないですね。よく間違
えられますけど。それと、よくＮＰＯじゃないのかとか、ＮＰＯを取得しないのか、など
と聞かれますけど、私は非ＮＰＯと言っております。 
 一時は海外のこともやっていますからＮＧＯなんて偉そうに言っていましたけど、今は
もう自信を持って非ＮＰＯと言っています。なぜかというと、ＮＰＯにいくつか関わって
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いるのがあるんですが、そういうのを見ていますと、やはりかなり金銭的な面だけじゃな
くて運営する意味でも、事業計画を立てて予算を立てなきゃいけないなど形式を整えるの
に大変手間がかかるということがあるんですね。 
 ですから、例えば年度計画を立てちゃうと、来年に向けてはいいでしょうけどね、今日
飛び込んできてテーマに対応できるのかというようなことがどうしても出てきます。そう
いう面倒くささを一切なくして、即応性を第一に考えてのことで。 
 それが、例えば極端なことを言えば、突然とんでもない問題が起きたといったときに、
それにいち早くうちがコミットするということができるよさがあるわけですね。何のこと
はない、私らはそういう年度計画というのは作っていませんから、出てきたテーマ、我々
ができるものであればすぐにそれに飛び付くということですね。 
 ですから計画だとか予算には縛られない。こんな組織はたぶんないと思うんですよね。
それは私のいい加減な性格が反映していると思うんですけどね。それで今日まで何とかな
っているからちょっと不思議と言えば不思議だとよく言われるんですけど。その代わり、
ほかの団体との連携、場合によっては後押しをする、そういうものに徹するということを
我々の方針としてやってきています。 
 あとは行政に頼らない。というか頼りたくない。というのは、我々の動きと行政とはど
うもやっぱりかみ合わない。私は行政に 6年弱ですけどいた経験から、それを今は肌身で
感じているわけですね。これについては、今から 8年前に亡くなられた植物学者の辻井達
一先生、この方が、私らが 1992 年にエコ・ネットワークを立ち上げるということを報告に
行きましたら「そうだね、巌（ガン）さんたちがやっているのは奇兵隊だもんね、だから
せいぜいゲリラ的にやってそれに徹したらいいよ」というようなことを言われまして。こ
れは本当に僕は褒め言葉だと今でも思っています。 
 ミッションなんて言っていますけど、今までここで言ってきたようなことを文章にする
とこんなことになるんじゃないかということですね。そのためにこんなことをやりますよ
というわけですが、だからといって、何かを実施するのに来年はこれをやる、再来年は、
そういったような縛りはほとんどありません。ただ、そうは言っても、こういうことを今
年早急にやろうとか、それは来年も続けてやりましょうとか、そういうことは当然決めて
いくわけですね（図 9）。 
一番最後に書籍の展示販売、それだけじゃなくて出版も結構やっております。ここでお

見せできないんですが。書籍をなぜ扱うようになったのかというと、やっぱり日銭を稼ぐ
必要があるということで、本を売ればなにがしかのお金が入るわけですから、そういうこ
とで始めたわけですね。今ブックショップという形でエコ・ネットワークの中にあるわけ
ですけど、野生生物とか自然系に絞った書籍をそろえているというのでは、全道どころか
全国でも珍しいんじゃないかなと思っています（図 10）。 
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２－９．フットパスの対象と分野（図 11） 
 じゃあ、いよいよここで、私らの中心テーマ、重要テーマの 1つであるフットパスの対
象と分野を見てみますと、例えば対象でいえば歴史、文化、自然、それから農。「農」とい
うのは「農業」の「農」ということになりますけれども。それから食ですね。食べ物。食
べること。そういったことが対象になるわけです。 
 そして、分野としてここに挙げた 7K。アルファベットのKとフットパスが非常に相性が
いいんだというのに気付いて、ここに羅列してみました。環境の K がありますし、次が健
康、それから観光が出ていますね。交流、経済、景観、活性化と。こじつけではなく、こ
ういったものとフットパスが密接につながっている。 
 ある 1つのコースを考えたときに、7K全部というんじゃなくて、あるコースについては
環境かもしれない、別のコースについては観光面で意味がある、そういうコースかもしれ
ない、というように、あるいは複数にまたがる。3つになるかもしれない。そういうような
つながりが出てくる。これがフットパスの優れた点でしょうし、ハイキングコースとはそ
こが違うのです。 
 
２－１０．フットパスと地域活性化（図 12） 
 フットパスというのは、歩くわけですから、もちろんスローです。それからシンプルで
す。時間が当然かかるわけですから、滞在時間の大幅な延長ができる。よく観光の世界で
長期滞在なんていう言い方をよくしますけど、フットパスこそそういう長期滞在、長期と
いうよりは中期滞在でもいいんですけど、そういう可能性があるんだなというふうに思う
わけです。 
 地域の食、食産物というのかな、食と生産物との出会い。長くその土地に滞在するわけ
ですから、あるいは地元の人たちとの交流が促進されたり生まれるということがあると思
うんです。 
 観光の世界では入り込み数、札幌の雪まつりには 200 万人来たとか、我が町の観光地に
は 1 日当たり何百人来たとか、温泉には 1 日当たり何人来たとか、そういう評価の仕方を
すると思うんです。それに対してフットパスは、「人・時間」で評価すると。これがふさわ
しいんじゃないかなと思うわけです。 
 つまり、その点では観光目的のフットパスであっても、フットパスの評価というのは何
人・時間というもので評価するようにした方がいいんじゃないかなと。その方が価値が明
瞭になってくると思います。 
 例えば、ある観光地に 1日当たり 1,000 人訪れたとします。そこに 1時間いれば 1,000×1
ですから 1,000 人・時間という、そういう数字が得られます。その点フットパスですと、
50 人。フットパスで 50 人といえばそんな無理な数字ではないと思うんですね。それで歩
いて 5時間。50×5＝250 で、250 人・時間という数字が得られます。 
 次に 20 時間とすると、1泊なので寝ている時間もありますから、それは取りあえず置い
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ておいて、そうするともう 50 人が 1,000 人・時間。この数字は 1,000 人が 1 時間観光地
を訪れる数字と同じになってしまう。これは魔法でも何でもないですね。 
 私がこういう人・時間というのを考えたのは 30年ぐらい前だったと思うんですよ。それ
で多少悦に入りまして、自分が考えたこういう単位になったということでね。ところが前
間孝則という、僕が好きな作家が書いた文庫本（ジェットエンジンに憑りつかれた男）の
中にこの人・時間が出てくるんですね。 
 それはどういうのかというと、戦時中にやたらめったら学徒動員とか学校の生徒を集め
て飛行機工場で働かすわけです。ところが当時、今でいう工程管理という発想などない時
代で、じゃあ、何人、何時間で 1 機のゼロ戦ができるのかということを考えた技術者の方
がおりまして、そしたら 1万 5,000 人・時間だとそこで出てきたんですよ。 
 僕のオリジナルだと思っていたんだけど、もうすでに今から 75年以上前にそういうこと
を考えた人がいたんだなと。でもやっぱりそういうふうに使われるわけですから、非常に
意味のある単位だなと思っております。 
 
２－１１．フットパスのこれから（図 13） 
 フットパスのこれからを考えると、1つの市町村の中に 1本または数本のフットパスを作
ってきたわけですけど、そこだけだったらハイキングコースと変わらないと最近よく思う
んですよね。だから、そこからもっと突き出ないといけないと思うんです。それはいろい
ろな展開が可能なはずです。 
 1 つは、周回ですね。サーキュラーフットパス。これは先ほどもちょっと出てきましたけ
ど、さっぽろラウンドウォーク、これは開設が間近ということで、来年か再来年か分かり
ませんが打ち上げるはずです。札幌の周辺をぐるっと回る周回でフットパスをつくります
と、120 キロから 150 キロぐらいになる。 
 コースの取り方によって距離は変わるわけです。そういうものができたら、どうでしょ
うか、地元の人だけでなく、観光に訪れた人、あるいはそういうフットパス歩きを楽しむ
人が、1 回じゃ歩ききれないですよね。20 キロ歩いたとしても 1 週間ぐらいということに
なりますよ。 
 そうするとさっきの人・時間でいったらすごい数字になってくるわけです。そういう期
待ができるわけです。実際、もうすでに京都では京都一周トレイルというのができている
んです。東山から北山の方。それから嵐山のある西山の方ですね。そこを馬蹄型のように
ぐるっと囲む、130 キロぐらいのコースがあるんです。 
 実は僕らは京都一周トレイルに行く予定になっていたんです。ですけれども、札幌発の
ツアーも控えろということになって取りやめになっていますけど、僕らは去年もう行って
いまして、なかなかいいです。 
 お寺とか神社の周辺は、人だかりがすごい状態ですけど、その一周トレイルの方に行く
と非常に静かで、それなりに人も歩いていまして、海外の人が目立ちました。それから広
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島も、広島市を中心にぐるっと取り囲む、どちらかというと山をつなげたようなコースで、
これも 300 キロ近いコースです。 
 宮島、厳島神社のあたりもコースに入っています。ですからもう国内でも周回パスがで
きていまして、それに続く形で札幌もそういうものを作る段階に来ています。道内の他の
地域でも、こういう考え方でいけばどこでもできると思うんです。 
 そうすれば、観光地を巡ってどこかに行ってしまう人たちが、じゃあ、そこを 1 つか 2
つコースを歩いてみようと。人間というのは面白いもので、僕らがまさに済州島でそうだ
ったように、何コースか歩いちゃうと、では全部歩いてやろうなんていう気持ちになって
くるんですね。 
 だから、そういう呼び込み方もできるわけですから、道内ほかの地域でも周回パスをこ
れからどんどん進めていきたいと思っています。それともう 1 つはロングパス。これは、
隣の町とまずつなぐのが始まりになるわけです。 
 今まで道内に 40ぐらいの地域でフットパスをやっている地域があるわけですけど、なか
なか隣の町につながらない現実があります。これは考えてみたらすぐ分けることで、自分
の町がいくら盛り上がっていても隣の町に行くとまったくそうでない、全然フットパスに
関心のないというようなケースがよくあるんです。 
 だから、それをいかに突破するか。つまり隣町の人をその気にさせるかというところか
ら始めなくてはなりません。僕らは町から町へはもちろんなんですけど、前々から考えて
いたのは、稚内からサハリンに行ったらどうか。すでにサハリンで下見を済ましてきまし
て、これは十分フットパスと言えるだけのコースがあるということを見てきました。 
 それから函館から青森の方に行ってもいいわけですし、ボーダーツーリズムという言葉
も最近あるようですけど、そういうスケールでロングパスがつながっていけばいいかなと
思っています。 
 それから札幌から各方面、例えば小樽やニセコ、新千歳空港、それから石狩、石狩のず
っと奥の浜益の方まで歩くロングパスウォークは何年も前から実施しています。 
 
２－１２．新たなフットパスの創出
 あと、一番最後の「新たなフットパスの創出」。これは先ほど 2020 年のところでちょっ
と話しましたが、フットパスをこれからどう展開するかといったときに、こんな形のフッ
トパスもやれるんじゃないかということで挙げました。ひとつは「避災フットパス」です。
「防災フットパス」と言ってもいいかもしれない。 
 2 年前でしたかな、宮城県石巻市の大川小学校がありますね。84 人の子供たちと先生が
津波で亡くなった。あそこを実際に見てきたんですよ。ぜひ向こうを歩きに行ったときに
足を伸ばそうと思い行ってきました。 
 そうしましたら、学校のすぐ 50メートルぐらい先に山が迫っていて、山腹には子供たち
がそこで何か作物を作る農園みたいのがあるんですね。にもかかわらずそちらに逃げない
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で、わざわざ河口に近い方に行ってああいう悲劇を生んでしまったわけです。 
 ですから地元の人もそうですし、学校の先生、子供たちも含めて日ごろから歩ける、そ
ういった道があって、これを避災フットパスというふうに呼んだらどうかなと思うんです。
そういうものがあれば気楽に逃げ込めたんじゃないかと。長い距離である必要はない。そ
れはゆくゆく考えていけばいいですから。 
 北海道でいえば例えば日高地方は津波の時にかなり被害が想定されるエリアですね。海
岸にかなり丘陵が迫っている地域にこういうフットパスを作っていくこともこれから視野
に入れていきたいなと思います。 
 それから「廃線フットパス」。これは今北海道でもあちこちでＪＲが廃線になっているだ
けでなく、すでに廃線になったところがいくつもあります。そのほとんどそのまま放置さ
れて、荒れ放題になっているわけです。でもそういうところをフットパスとして活用した
ら、個性的なフットパスができるはずです。 
 初めからフットパスとしての再生が無理ならば、当面はサイクリングロードでもいいん
じゃないかなと思うんです。サイクリングロードであれば、そこを人が歩いてもいいわけ
ですからね。そういう意味でサイクリングとフットパスとの共生とでもいいますか、そう
いったことが図れたらいいなと。 
 最後に書いた｢お散歩フットパス｣。お散歩フットパスとは言ってないけど、それらしい
ものは各地にあると思います。町中に、あるいは町の外れを問わず、散歩に行きやすいと
ころに、1キロ、2キロ程度の近くて短いフットパスを設けて、そこを歩く。フットパスと
名付けることで、フットパスの知名度を上げるということも目的の 1つになります。 
 散歩やウォーキングしている人はたくさんいますので、そういう人たちをいかにフット
パスに引き入れるかということも考えていったらいいんじゃないかなと。我々はどうして
も、観光もそうですけど、よそから来た人をいかに楽しませるかということを考えがちで
すけど、お散歩フットパスであれば地元の人が中心になるわけで、地元の人と外から来た
人たちが一緒に歩けるようになればもっといいわけです。そんなようなこともこれから考
えていけたらいいなと、そんなふうに思います。 
 
２－１３．環境ボランティアとフットパスの多様な活動事例
 この辺から話だけじゃあれなので、我々がやってきた二本柱の 1つ、環境ボランティア
についての話題に移ります。フットパスになります。えりも町でシカの角拾いのボランテ
ィア活動を10年ぐらいやりました。どういうことかというと、えりも町の町営牧野は1,000
ヘクタールほどある非常に広い牧野ですが、牛の放牧はやっていません。 
 そこにいまやシカが 100 頭、200 頭って入り込んで、言ってみれば養鹿場のような状態
になってしまっている。そうすると、これは雄のシカですけど、だいたい 4月の初めあた
りから、角を落とすんです。毎年角は再生するんですね。 
 ところが放牧はやめたんですけど、牧草が育ってますからそこをトラクターを入れて草
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刈りを入れるわけです。そうすると、この角がトラクターのタイヤに刺さってバーストし
てしまう例が年に何件か起きてしまいます。 
 山の中で、トラックがバーストしてしまったらさあどうなるか。それを引っ張り出すの
も一苦労ですし、修理にも時間がかかる。その間に刈った草が雨に当たったりすると台な
しになってしまう。そういうことを地元の酪農家の人たちから聞いたもんですから、そこ
でひらめて、じゃあ、それを環境ボランティアとしてやらせてくれないかということで 10
年程前から始めたんですね。 
 だいたい多い年には 100 人ぐらい申し込みがあるわけです。面白いことに、本州、東京
あたりからも申し込みが、どこで聞いたのか知りませんが、来るんですね。だけど広い牧
場の中にみんなばらばらになって歩いて迷子にでもなったら大変ですから、目の行き届か
ないところまで行っては困るので、だいたい 25人、最大でも 30人が限度なんですね。 
 そうやって集めた角を地面に並べて皆さんでお披露目をします。100 本以上になります
ね。不思議なことに、こういう作業をやると子供が拾うんですね。多いと 10本ぐらい拾う
子がいる反面、目を皿のようにして探す大人で 1 本も見つからないという人がいたり、大
変面白いです（写真 1）。 
 でも事前に酪農家の人が拾って取っておいてくれますので、皆さんにはお土産として持
ち帰ってもらうことができるわけです。1 泊 2 日でやるイベントで 2 日目には拾った角を
使って角細工をやっています（写真 2）。 
 だからこれは環境ボランティアと言っていいのか観光と言っていいのか、そのちょうど
境界領域のような、それを私は「環境体験」と言っていますけどね、そんな感じになって
おります。ところが、最近襟裳岬のその牧野にどうも風力発電用の風車が建つということ
で、土地を貸したのか、買収されたのかということで、去年、今年とできませんでした。
また何とか再開したいな思っています（写真 3）。 
 次は同じ日高管内の平取町に広がる 15ヘクタールのスズランの群生地では昔、馬を飼っ
ていた町営牧場だったんですね。今は飼っていません。なぜかというとここでよくクマが
出て馬が被害に遭うもんですから止めてしまったのです。6月上旬にはそこにスズランがも
う一面咲き誇り見事なもんです（写真 4）。 
 夏には 1 メートルを超す侵入雑草に被われてしまいます。今まではその時期に草刈りを
していたのですが、色々試したところ開花前に侵入雑草を抜き取るのが一番効果的だと分
かりました。ですのでその時期に環境ボランティアとして作業をしています。最近では地
元の方も積極的に参加してくれるようになりました（写真 5・6）。 
 これは札幌市内の盤渓に 6 ヘクタールほどの土地がありまして、これは社会福祉法人が
所有している森林なんです。そこを法人の子供たちが野外作業する場として運営されてい
るんですが、その周りが森林になっていますから、森林の中にそういう子供たちでも歩け
る道を造ってくれということで、その作業を続けています。ササ刈りだけでなく、ちょっ
とした土木工事並みの作業になります。障害者も歩けるフットパスということで多分、来
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年完成すると思います。2キロくらいのコースです（写真 7・8）。 
 これも札幌市内です。南区によくクマが出るというので、一去年の 8 月大騒ぎになりま
した。サクランボを目当てに実のなる7月の初めあたりにクマがこの木に付くわけですね。
1カ所に 5～6頭ぐらい来てサクランボを夢中になって食べていく。こういうほったらかし
にされた果樹園の木を切ろうというプロジェクトが今年から始まっています。サクランボ
はチェーンソーで伐ります。何かちょっともったいない気もするんですけど（写真 9・10）。 
次にフットパスになります。黒松内町の例でお話しします。フットパスを歩いてトワ・

ヴェールという、ここでソーセージとかハムなどを作るところなんですが、レストランも
併設されています。ここではまさに地元の産物で作ったものを食べることにしています。
つまり歩いて汗を流して終わりじゃなくて、地元で作られたランチなりを食べると、ある
いはお土産に持ってかえるというようなことを我々は努めてやるようにしております（写
真 11・12・13・14・15・16）。 
 これは白老町のウポポイのある白老駅からもう1つ先の萩野という小さな駅があります。
その近く流れるウヨロ川は川岸を歩くだけで、そのすぐ下にサケがパチャパチャするのを
見ることができます。このコースも私らが 10年ぐらいの間にできたコースで地元の人たち
と一緒に開発したことになります（写真 17）。 
 そうしましたら数年後、今度は大型バスが 2 台も 3 台も乗り付けるようになって、一時
ここがすごいスポットになったんです。ところが大雨が降るたびに川の状態が変わってし
まって、サケが集まる場所も変わってしまうんです。この間久しぶりに行ってきましたら、
それでも結構見ることができて大変喜ばれました。 
 小樽というとやっぱり運河とか、ごく限られた地域に人が集まって、端から見ると小樽
は運河しかないみたいに見えちゃうんですが、そうではなくて、小樽はちょっと山が迫っ
ているだけあっていい歩くコースがたくさんあります。そのうちのひとつが水族館のある
赤岩の方からオタモイに至る 7～8キロは本当にいいコースです（写真 18・19）。 
 海側は断崖になっています。赤岩山から奥にうっすら積丹半島が見えます。こういう海
岸線がなかなか見事で、結構霧が出てきたりして幻想的な景色も見ることができるかも知
れません（写真 20）。 
 次は上富良野です。あそこはコースが 10 本か 11 本あって田園地帯を歩くというので、
十勝岳が前面にぱっと広がっているという、そういう景観のところを歩くわけです（写真
21）。 
 十勝の新得町の例に移ります。狩勝峠に向かうかつてここに国鉄の線路がありまして、
通称狩勝線と言っていました。その廃線になった後を今フットパスとして使っているわけ
です。これを始めたのが、新得町に住んで、もう亡くなりましたけど、竹田英一さんとい
う方が狩勝線の跡地をフットパスにしました。これは北海道どころか全国的にもトップラ
ンナーだと思います。1990年にフットパスを考えて実践している人がいたんです（写真22）。 
 ここは同じ新得町で共働学舎という施設があります。宮嶋学さんという方がオーナーで
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す。知恵遅れの人たちを使ってチーズを作っているところです。せっかくそこへ行くんだ
から宮嶋さんのところへ寄ったことがあります。彼はまじめですから初めは「アルコール
はだめよ」なんて言っていたんですけど、ビールとグラスを用意してくださいまして、非
常においしいチーズで盛り上がったことがあります（写真 23）。 
 これはニセコの神仙沼の方だと思います。ニセコ町も今フットパスに相当力を入れてや
りまして。これは高原フットパスと名付けて、下の田園地帯を歩くだけじゃなくて高原の
方も歩けるようにするなど、山の方も含めたフットパスにしたらもっとバラエティーがあ
って面白いんじゃないかと、そんなふうにけしかけたりしています（写真 24・25）。 
 イギリスの例です。フットパスの標識が至る所にあります。コーンウォール半島はブリ
テン島南西部に伸びる細長い半島です。英国で一番長いフットパスで 1000 キロぐらいのサ
ウスウエストコースタルパスがあります。こういう採草地とか牧場の中を歩くのが多いん
です。ほとんど私有地です（写真 26・27・28）。 
 済州島のオルレについても海岸線をずっと巡り、ひと区間 20コース以上から成っていま
す。だいたい 15 キロから 20 キロになっています。コースサインは完璧で迷う心配はまず
ありません（写真 29・30・31・32・33）。 
 最後に今、周回のさっぽろラウンドウォークというような周回パスを進めているところ
ですが、かつて 40年ぐらい前に、札幌周辺自然歩道というのを札幌市が作った時期があり
まして、ラウンドコースの一部になっています（写真 34・35・36）。 
 今まで私の言葉の中であんまり観光という言葉が出てこなかったんじゃないかと思いま
す。当初、私達の活動は観光という意識はまったくなかったんです。ですけどフットパス
を始めてから、やはり観光との接点がはっきりしてきました。その辺りについては後程詳
しくお話しするつもりです。 
 
２－１４．まとめ―私にとっての観光とは（図 14） 
 環境体験の中で代表的な活動のひとつがフットパスで、もうひとつが環境ボランティア
だとは改めて説明するまでもないでしょう。このふたつ観光と結び付けることも可能では
ないかと思うようになりました。 
 つまり、先ほどお話しました襟裳岬のシカ角拾いのボランティアの場合は、まさに自発
的に来てもらっています。今、実際に津波があったとか、それから洪水があったといえば、
全国からボランティアがたくさん集まります。それは皆さん各自の意思で行っているんで
しょうけど、そういうことがもう今日では当たり前に行われているわけですからね、フッ
トパスにしても環境ボランティアにしても、何か観光的なアプローチでもって進めていく
ことができるんじゃないか。そういうことで僕らがやってきたことが新しい展開につなが
っていくんじゃないかなと、そんなふうに思っています。悪い声で聞きづらかったかもし
れませんが、私のお話は以上です。 
（下休場千秋） 小川様、大変、興味深いお話をありがとうございました。 
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３．補足説明

 
（下休場千秋） このお話をお聴きしまして、エコ・ネットワークという非常にユニーク
な環境保全活動をされていて、フットパスという観光との接点の活動もされている、取り
組んでおられるということで、あらためて北海道の魅力とか写真を見ると、皆さん方も北
海道を歩いてみたいと思われる方がたくさんおられるんじゃないかと思います。 
 ここで対談に入りたいんですが、その前に私と小川様との出会いを少しお話ししたいと
思います。私は、2016 年、5 年前に大阪から札幌へ引っ越してきまして、北大の正門近く
にエコ・ネットワークの事務所がありまして、そこにお伺いしました。 
 フットパスをやっておられるということで、エコ・ネットワークのエコ友クラブの会員
にもならせていただきまして、道内各地であるとか、済州島オルレ等を会員の皆様と一緒
に歩かせていただきました。それがきっかけとして現在に至っております。 
 
３－１．環境体験と観光
 その後 2017 年から、観光学高等研究センターの研究会を始めたんですが、そこにも小川
様とかご子息の皆様にも参加していただいて、これまで研究会を開催してきました。その
あたりを 5～6枚のスライドを使って少し補足の説明をさせていただきたいと思います。 
 それで、今スライドに出したんですが、先ほどの小川様の最後のスライドのところに環
境体験という言葉が出てきました。非常に多様な環境体験というものをこれまで 30年以上
にわたってされてきているんですが、それを観光とどういうふうに結び付けたらいいのか
ということを考えたいなと思います（図 15）。 
 観光のことを考える場合に、ホスト、ゲストという関係が必ず出てくるんですが、ホス
トというのは地域住民であり、生活をされている方々です。ホストの立場の方が環境体験
をすることによって、1つはふるさと意識とかふるさとへの愛着心が醸成されるんじゃない
かと思います。要するに、地域を愛する心が環境体験をすることによって生まれるという
ことが言えるんじゃないかと思います。 
ゲスト、要するに観光客であるとか消費者としてその地域を訪れる方もいます。先ほど
の小川様の話でありましたようなさまざまな環境体験をすることによって、ただ単に土産
物を買ったり、ショッピングをしたりという、モノを消費するという観光から、コトを消
費する、体験そのものを楽しむという観光というものに今大きくシフトしているわけです
けれども、環境体験という、先ほどのお話にありましたように、さまざまな素材がありま
すので、それをいかにゲストの方々に提供できるのかということが、これからの観光を考
える上で非常に重要ではないかなと思います。 
 そうしますと、ホストとゲスト、お互いに環境体験することが重要であるということな
んですが、何がそうしたらホストとゲストの環境体験に結び付けるかというと、私はここ



-15-

小川・下休場 ｜ 環境と観光 ｜ 

で「道草をしたくなるような歩く道づくり」という言葉を使いたいと思います。 
 道草というのは、目的地に急いで行くのではなくて、たまたま歩いている横に何か珍し
いものがあるとか、おいしいものを売っている店があるとか、その地域の方に出会うとか、
そういう急いで移動するのではなくて、移動そのものを楽しむ。さまざまな移動する中で
そういう素材を体験するという、そういう道草をしたくなるような歩く道をつくっていけ
ば、ホストとゲストが交流できるような、いわゆる歩く滞在交流型観光がこれから実現し
ていくんではないかなと考えています。 
 なぜそういうふうに考えたかといいますと、北海道大学では 2018 年から観光創造研究会
で、歩く滞在交流型観光の新展開という研究会を開きまして、オルレであるとか、フット
パスであるとか、ロングトレイルであるとか、聖地巡礼であるとか、そういう歩く観光の
可能性を民産官学の専門家が集まって、もちろん小川様にもメンバーに入っていただいて
これまで研究会を開いてきました（図 16）。 
 その結果は、歩く滞在交流型観光の新展開（ＣＡＴＳ叢書第 12号）にまとまっておりま
すけれども、そこではロングトレイル、信越トレイル、みちのく潮風トレイル、これは次
回、来週のテーマになると思いますけれども、フットパスであるとかオルレであるとか、
聖地巡礼、まち歩きなどさまざまな全国、海外の事例の研究発表をしていただきまして、
これまで歩く観光の可能性を探ってきました（図 17）。 
 
３－２．歩く滞在交流型観光の実装化に関する研究会
 その延長線で、2019 年から札幌市における産官学連携による歩く滞在交流型観光の実装
化に関する研究会を、木村先生をはじめ仲間たちと立ち上げまして、これは市民の健康志
向の高まりとか自然趣向とか旅行形態の多様化を背景に、歩くことをテーマとして札幌の
観光まちづくりの実現を目指して、先ほどのお話にありましたように、札幌市街地を一周
する周遊歩道の設置を実現するための調査研究を目的としておりました（図 18）。 
 その結果、小川様の話でありましたように、この左側の地図の、要するに札幌の、札幌
駅、大通り公園を中心とした周囲、この緑の線で示していますけれども、約 150 キロのさ
っぽろラウンドウォーク構想ということで、このルートを、小川様もいろいろなアドバイ
スとか、もう実際にエコ・ネットワークでは昔から歩かれていますので非常に参考にさせ
ていただいて、ご一緒にこういうコースを今構想を立てています（図 19）。 
 札幌というのは、もう 30年以上前から、右側の地図にありますけれども、みどりの基本
計画の中で環状グリーンベルト構想という構想に基づいて、200 万市民が住む市街地の周
囲の里山であるとか、自然歩道、石狩川の河川敷であるとか、公園緑地のネットワークを
非常に充実して整備されていっていまして、このさっぽろラウンドウォークもすべて公有
地を歩くことによって一周できるという、札幌は素晴らしいそういう緑豊かなまちである
ということがあらためてこの研究会の中で分かりまして、今、この研究会の有志によって
ウォークラボ札幌というＮＰＯを設立しようということで、予定通りいけば今月設立認可
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になる予定なんですが、歩くことによってその地域の魅力を再発見して、自然環境の保全
であるとか地域の活性化とか観光振興であるとか、郷土学習、健康づくりに寄与できると
いうことで、このさっぽろラウンドウォークを設定、普及、発展させるためのＮＰＯ法人
を今設立したいということで、小川様たちと協力して行政の方、民間の方もこれから巻き
込んで実現化していきたいと考えております。 
 
３－３．ＮＰＯ法人「ウォークラボ札幌」の設立（図 20） 
 最後になりましたけれども、実は今この遠隔をしている会場は大学の中ではなくて、テ
ントテン・サッポロ・ステーション(Tentoten Sapporo Station)というゲストハウスを利用
させていただいております。左側の写真に写っているところが今私たちがいるところで、
今お顔が映っていると思うんですけれども、このテントテンの責任者の長谷川さんです。
長谷川さんにお世話になってここをお借りして今、公開講座をしているわけですけれども、
これは札幌駅から本当に歩いて 5分の非常に便利なところにある施設で、歩く滞在交流型
観光の 1つの拠点としてふさわしいところというふうに考えております。 
 もう 1 つは、先ほど述べましたＮＰＯ法人のウォークラボ札幌の所在地として、ここの
住所を利用させていただくということになっておりまして、具体的に歩く観光を札幌で実
現する 1 つの拠点としてこういうゲストハウスをこれから大いに活用することによって、
要するに長期滞在につながる、ゆっくり滞在交流型の観光をしていただくというそういう
動きを札幌でこれから強めていければと考えております（図 21）。 
 先ほどのスライドと同じものですけれども、今日の話の環境と観光のかかわりをどう考
えるかということで、小川様の最後の環境体験というキーワードは非常に重要なものでは
ないかと。観光と環境を結び付けるもので、ホストにとってもゲストにとっても環境体験
することが非常に意味のあることであろうと考えております。 
 

４．質疑応答

（下休場千秋） 環境保全活動とフットパスの活動を長年にわたりされてきた小川様は、
このコロナ禍の今後といいますか、アフターコロナの時期にどういう観光がこれから重要
になるというふうに考えられますか。

（小川巌） 一番時宜を得たご質問だと思うんですけど、一番答えるのが難しい質問じゃ
ないですか。僕は野外に出てコロナに果たして感染するもんなのかどうか、そういうこと
はほとんどないんじゃないかと思っているんです。それがもし起きたらそれは空気感染で、
今の飛沫感染といわれているよりもっと危険な状態のはずです。
 毎日都道府県の感染者数が出ていますね。京都が意外に少ないんですね。テレビで見る
と、つい何日か前でも嵐山あたりごっそり観光客がいたけど、じゃあ、あれがクラスター



-17-

小川・下休場 ｜ 環境と観光 ｜ 

になるかというと、野外ではそんなに心配しなくてもいいのでは、と思っています。僕は
公衆衛生学者でも何でもないので、言い切ることできませんけど、北海道はその点寒くな
れば家の中に閉じこもって密な状態になりがちなので、そういった違いがあるのかなと。
 ですから野外を歩いている限りそういう心配は僕はしないのですが、さすが海外、道外
はほとんど行きません。去年は 2回道外へ行ったきりです。でも札幌市内とか道内は何十
回も歩いていますよ。移動手段を地下鉄だ、汽車だ、電車だ、その中でリスクがあるかも
しれませんけど、外へ出てしまえば何でもないと私は思って動いていますけど。

（下休場千秋） アウトドアとか歩く環境というのは、非常に今の時期でも楽しめるとい
うことですか。

（小川巌） そうです。

（下休場千秋） 視聴者の方からいくつか質問をいただいているんですが、歩く滞在交流
型観光を促進、発展する際には、コース設定もさることながら交流を生み出す仕組みづく
りが欠かせないと思いますが、現時点で何か方策はあるのでしょうかという。この辺はど
うでしょうか。交流を生み出す仕組みづくり。

（小川巌） それはコース次第ですね。例えば札幌市内でも、僕らは歩いて、特に秋にな
りますと北区の方はまだ農家が結構あります。そういうところの農作物の直販所などに立
ち寄って、近所の人たちと販売している農作物を通じて、これはどうやって食べるのとか、
どこへ行ったら売っているのとか、そういうささやかな交流みたいなことは札幌市内にい
てもできると思うんです。
 これがもう少し遠出することになると、その土地でどういうものを作っているかとか、
いつ採れるのかなど地元の人たちとその辺を事前にコンタクトを取って、さり気ない形で
やるように心掛けてはいます。

（下休場千秋） まだ質問がありまして、テントテンはツアー参加者の方のみ利用できる
んでしょうかという質問ですけれども、ここはゲストハウスとレストランがございますの
で、どなたでも参加していただくようになっていると思います。

（小川巌） 直接どうですか。

（長谷川英幸） どなたでもご利用ください。

（下休場千秋） ということで、ツアー客には限りませんので。
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（視聴者） ここはどういう場所なんですか。

（長谷川英幸） ここは多目的ホールで、今回のようにセミナーでご利用いただいたりと
か、飲食を伴う少人数での会食パーティー、立食パーティーなんかも受け付けていますし、
飲食の機能を持っているゲストハウスですので、お料理の準備とかお飲み物、酒の準備も
こちらでさせていただいて、手ぶらで手軽に使っていただけるような多目的スペースにな
っています。
 上は宿泊スペースなんですよ。上は宿泊スペースになっていますので、ぜひ宿泊をして
もらって、皆さんで談話とか懇親していただく場所として使っていただければと思います。
すみません、こんな時間をいただきまして。

（小川巌） いえいえ。

（長谷川英幸） ありがとうございます。

（小川巌） 今、質問された方は昔のうちのスタッフだった人です。今は東京ではたらい
ていますけど。

（下休場千秋） 次の質問なんですが、新しいフットパス、道を開くことに一生懸命であ
っても、その後の維持管理が中核人材の高齢化や費用などで課題になっています。道内の
フットパスでの対応事例をご教授いただきたくお願いしますということですけれども。

（小川巌） これはどこでも付いてまわる話だと思うんですが。僕らはもう一部始めてい
ます。先ほどのサクランボの木を伐採する時もやっぱり呼び掛けに応じて参加してくれる
人たちと一緒になってやることにしています。フットパスについても実際に歩いた経験の
ある人だったらあそこはよかったから、じゃあ、自分たちで草を刈ろうとかササを刈ろう
とかいう動きは出てきます。
 私らもそういう形で少しずつ今始めています。始め方は、歩かしてもらっていつもいい
思いをさせてもらっているので、剪定ばさみをみんなに持ってもらって道に飛び出た草と
かササとか枝を切っていくというようなことをやり始めていますので、いろいろ知恵を絞
ってやれるんじゃないかな。
 地元の人たちだけでやろうということじゃなくて、よそからも呼び込める、誘い込める
と思うんですね。それにはやっぱり、あそこのフットパスを歩いてみたいというようにな
ればいい訳です

（下休場千秋） ありがとうございました。まだいくつか質問があるんですが、時間があ
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んまりなくなってきましたので、全部にお答えしてもらうのはそろそろなんですが、廃線
などを利用する際の整地はどの程度までしていらっしゃるのでしょうか。完璧なほどにし
てしまうと環境体験効果が薄れそうですし、かといって標識を立てるだけでは事故等が起
きそうなので、中間地点の定義が難しいと思いますというご質問ですが。

（小川巌） フットパスだけで考えれば、土を入れるだけで十分なところが多いんじゃな
いですか。ほかのところでも見ていますとね。サイクリングロードにするとみんなアスフ
ァルトにしちゃいますけど、歩くだけであれば、砂利はそのまま残る場合が多いので、そ
こに土をかぶせる。
 もっといいのは、森林ボランティアをやって間伐をした時など、それでチップを作りま
す。そのチップを敷くのが一番効果的だとは思っています。だから、環境ボランティアと
フットパスとそこでうまいことドッキングするような、そういう持っていき方もできるん
じゃないかなと思います。

（下休場千秋） ありがとうございます。まだまだ質問があるんですが、時間がもう押し
ていますので、新たに私の方から 1つだけ質問をさせていただきたいんですが、次世代の
若い人たちに何か伝えたいことがあればぜひお願いします。

（小川巌） 若い人に言うのであれば、実際にフットパスを歩きましょうということと、
そういうボランティアを一緒にやりましょうということだと思います。一緒にやることで
結構いろいろなものが見えてくるようなんですね。以前、本州の大学生 20人ぐらい呼んで
作業をやってもらいました。
 私らはこういう方針でやるんだと言って作業をやってもらいましたけど、彼らは彼らな
りのやり方もあるんですね。作業をやることでそういうことに気付くわけで、私らはそう
いうきっかけをつくるのが役目ですから、いろいろ経験をしてもらうことで次につなげる
ことができると思うんですね。
 だからひと口に環境体験って僕は言っちゃいますけど、そういうものに一歩でも二歩で
もかかわってもらえればいいなと。その次が見えてくるんじゃないかなと思いますけど。

（下休場千秋） ありがとうございます。そうしましたら時間になりましたので、これか
らも小川様にいろいろご指導いただくと思いますけれども、残念ですけれどもこれで小川
様のご講演を終わりたいと思います。本日は誠に興味深い話をありがとうございました。
また、ご参加いただきました視聴者の皆様方にもお礼を申し上げます。これで公開講座、「観
光現場の挑戦」の第 1回目を終了させていただきます。ありがとうございました。

（小川巌） どうもありがとうございました。
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図1　経歴

| |
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図2　エコ・ネットワークの履歴

図3　1980年代
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図4　1990年代

図５　2000年代
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図6　2010年代

図7　2020年代
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図8　エコ・ネットワークのポリシー

図9　エコ・ネットワークのミッション
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図10　エコ・ネットワークの事業

図11　フットパスの対象と分野
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図12　フットパスと地域活性化

図13　フットパスのこれから
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写真1　エゾシカの角拾いボランティア（えりも町）

写真2　牧場に落ちたエゾシカの角（えりも町）
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写真3　えりも・エゾシカ角拾いボランティア募集チラシ

写真4　すずらん群生地（平取町）
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写真6　スズラン群生地の環境ボランティア活動募集チラシ

写真5　スズラン群生地の環境ボランティア活動（平取町）
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写真8　盤渓癒しの里山プロジェクト、山道作り（札幌市）

写真7　盤渓癒しの里山プロジェクト、植樹（札幌市）
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写真9　ヒグマ出没対策の環境ボランティア活動（札幌市）

写真10　ヒグマ対策ボランティア、サクランボの伐採（札幌市）
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写真11　フットパスコースから市街地を望む（黒松内町）

写真12　フットパスとコースサイン（黒松内町）
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写真14　ススキとササを刈り取ったフットパス（黒松内町）

写真13　歌才ブナ林に至るフットパス（黒松内町）
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写真15　「黒松内町特産物手づくり加工センター（トワ・ヴェール）」での昼食

写真16　地元産品を食材としたランチ
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写真17　サケが遡上するウヨロ川フットパスのコース（白老町）

写真18　小樽海岸自然探勝路（小樽市）
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写真19　赤岩オタモイ線歩道（小樽市）

写真20　赤岩山から積丹半島を望む（小樽市）

| |

小川　｜　講演用スライド　｜



-38-

写真21　田園地帯のフットパスを歩く（上富良野町）

写真22　旧狩勝線を利用した廃線フットパス（新得町）
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写真23　共働学舎におけるフットパスでの地域交流（新得町）

写真24　心地よい木道のフットパス（共和町）
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写真25　神仙沼のフットパスコース（共和町）

写真26　フットパスの標識（イギリス）
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写真27　コーンウォール半島のフットパス（イギリス）

写真28　放牧地のフットパス（ヘブデンブリッジ）
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写真29　済州オルレ（韓国）

写真30　済州オルレ（韓国）
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写真31　オルレコース途中に設けられた記念スタンプ台

写真32　済州オルレのシンボル「カンセ（原生馬）」の道標
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写真34　札幌周辺自然歩道（札幌市）

写真33　済州島を一周する延長425kmの済州オルレ
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写真35　藻岩山スキー場を下る（札幌市）

写真36　札幌周辺自然歩道のコースサイン（札幌市）
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図14　まとめ　私にとっての観光とは

図15　環境体験と観光
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図16　CATS観光創造研究会「歩く滞在交流型観光の新展開」

図17　歩く滞在交流型観光の事例研究
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0札幌市 みどりの基本計画

図18　札幌市におけ産官学連携による歩く滞在交流型観光の実装化に関する研究会

図19　「さっぽろラウンドウォーク構想」と「札幌市環状グリーンベルト構想」
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図20　特定非営利活動法人「ウォークラボ札幌」設立趣旨

図21　NPO所在地、民泊レストラン「テントテン札幌ステーション」

| |
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『町をつなぎ人をつなぐ、1,025kmのみちづくりへの挑戦』 
CATS 叢書第 14 号，北海道大学観光学高等研究センター（2021） 

 

第 2 回 町をつなぎ人をつなぐ、1,025km のみちづくりへの挑戦 

 
桜庭 佑輔 

環境省東北地方環境事務所十和田八幡平国立公園管理事務所 みちのく潮風トレイル担当 
 

相澤 久美 
ＮＰＯ法人みちのくトレイルクラブ 常務理事兼事務局長 

木村 宏 
北海道大学観光学高等研究センター 教授 

 
 

１．問題提起 

 
（木村宏） 今回 5 回に分けて実施される公開講座のテーマとして「観光の現場の挑戦」
というタイトルが決まりました際に、真っ先に浮かびましたのが、昨年全線開通をむかえ
たこの『みちのく潮風トレイル』の取り組みです。今日は 1,025 キロの歩く道をつくると
いう偉業を成し遂げられたその立役者のお 2 人にお越しいただいていますが、東北から、
そして東京から、このコロナ禍ではありますが駆けつけていただき有難うございます。ラ
イブ感を存分に味わっていただきながらお話を伺いたいと思いますので、どうぞよろしく
お願いいたします。 
 今回、第 2回目のテーマにしたいのが、「町をつなぎ人をつなぐ、1,025kmの道づくりへ
の挑戦」ということです。4県 28市町村でしたね、市町を貫く道を作ることで、いろいろ
なことがつながることの意味を、観光という視点から考えてみたいと思います。 
 ご登壇いただくのは、環境省東北環境事務所十和田八幡平国立公園事務所でみちのく潮
風トレイル担当をされる桜庭さんと、このみちのくの長い道を維持、管理し、利活用につ
いて取り組んでおられる、ＮＰＯ法人みちのくトレイルクラブの相澤さんです。どうぞよ
ろしくお願いします。まず私から 3点問題提起をさせていただきます。1つは「広域連携に
よる観光推進の意義」。2つ目が「新たな挑戦で何が見えたのか」。そして 3つ目が「歩く文
化の醸成について」です。全体の構成としは、それぞれの取り組みを 15分ずつお話しいた
だいたあとに、この 3つの問題提起にそって議論をしていきたいと思います。 
 それでは、まずは桜庭さんからお話を伺います。よろしくお願いいたします。 
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２．みちのく潮風トレイルの誕生とその思い 

 
（桜庭佑輔） 環境省の桜庭といいます。今日は秋田県と青森県の県境にある十和田湖か
ら参りました。 
 普段は国立公園内の自然の保護と活用ということをベースに、国立公園内の風景の管理、
施設の整備、観光客の受け入れの環境整備といったことをやっております。本日は、私が
十和田湖に赴任する前に担当していた三陸地域でのロングトレイル、みちのく潮風トレイ
ルの設定について話題提供します。 
この取組は、東日本大震災後の復興事業の中で被災地沿岸を貫くロングトレイルを作って
はどうかというところから始まります。最初は直線距離で 350 キロ程度の構想であったの
ですが、地域と道をつくり込む中で 1,000 キロ超えのロングトレイルとなりました。 
 みちのく潮風トレイルは青森県、岩手県、宮城県、福島県にかかる道です。画像にある
のは（スライド 1）、岩手県の宮古市のあたりの海岸線を歩く場面です。海際、かなり海に
近いところを歩いていく、そういう道の設定をしながら、震災復興、交流人口の拡大に取
り組んでいこうという事業です。 
 トレイルとはそもそも何ぞやということですが、ロングトレイルというのは、アメリカ、
オーストラリア、ニュージーランドだとか、ヨーロッパにもあります。 
 おおむね欧米の方が多く歩いています。住んでいる人がかかわり、地域が道を支えてい
く、ロングトレイルの存在が地域に文化として定着していくと、そういった道もあります。 
 代表的な例は、アメリカの東海岸にある 3,500kmのアパラチアントレイルです。世界で
も最も格式の高いロングトレイルと言われます。このロングトレイルは、アメリカ合衆国
が認定するナショナルトレイルの第 1号として認定を受けています。 
 歴史もある。そして地域の人たちもこのロングトレイルのことを認知している。アパラ
チアントレイルというのはどういうところかといいますと、あまり標高の高いところをで
はなく、やや日本の湿潤な環境にも近い森の中や街を貫いたトレイルです。全線歩くのに
だいたい半年ぐらいかかるというトレイルです。 
 3,500 キロを歩いていると、ハイカー同士がすれ違ったり、抜きつ抜かれつし、何回も行
き会うものですから、ハイカー同士の顔見知りが増えていく。ハイカー同士の心の交流が
生まれていく。それがトレイルの体験で、非常に重要な部分になっています。 
 また、ハイカーを無償でもてなす、支えると言っていいと思うのですが、ルート沿線の
住民の方がいらっしゃる。写真（スライド 3）のようにハイカーを招いて食事の提供をした
り、宿泊を提供したり、そして 3,500 キロもあるトレイルですから、たまに道路、車道の
横断場所や峠に、クーラーボックスを置いて飲み物なんかを自由に取っていってください
というような形で、地域住民が歩くハイカーをリスペクトして支えてという、そういうト
レイルを支える文化が出来上がっているというのが第 1 号のロングトレイルであるアパラ
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チアントレイルには見られるということで、アパラチアントレイルは東部アメリカの文化
として根付いているということが言えると思います。 
 なぜアパラチアントレイルを紹介したかといいますと、みちのく潮風トレイルは、アパ
ラチアントレイルのように地域に文化として根ざすようなトレイルを目指そうということ
で始まりました。 
 先ほど震災復興のために始まった事業ですと言いましたが、環境省としますと、10 年、
20 年ではなく、100 年以上続くロングトレイルとしてつくり上げたいという思いがあって、
震災復興、その先ということを見据えて事業を始めました。 
 この写真（スライド 4）ですが、写真の中心にいらっしゃる方、つえを突いているちょっ
と白髪交じりの方が、環境省に対して三陸にロングトレイルをつくったらいいのではない
かと提案した、加藤則芳さんです。 
 日本ではロングトレイルの国内第一人者といわれている方です。2013 年に亡くなってい
るのですが、このときはすでにＡＬＳという筋肉が萎縮していく難病になられておりまし
た。 
 つえを突きながら環境省に来られました。これは震災から 2 週間後ぐらいの写真です。
そのときに、加藤則芳さんが、三陸でロングトレイルをつくったらどうだという提案をさ
れました。 
 加藤さんがおっしゃるには、山を行くロングトレイルは海外にもあるのですが、海岸の
ロングトレイルというのは世界でも珍しい、海岸のロングトレイル、まさに環境省が所管
する三陸の国立公園を縦断するようなトレイルをつくったらどうだということです。 
 加藤さんがおっしゃったのは、三陸の厳しい海岸線を上り下りしたり、海沿いの岩場を
歩くといった結構、体力的にハードなロングトレイルを設定できるよと。あと、満潮にな
ると行けないようなアドベンチャー要素があるようなロングトレイルをつくれたら、非常
に珍しく魅力的なトレイルができるのではないかということでした。 
 また、アパラチアントレイルのように地域がかかわり、地域から声がわき上がってくる
ようなトレイルづくりをしようということを提言されています。そして、環境省の取り組
みが始まりました。 
 環境省は、震災復興でグリーン復興ビジョンというのをつくって、7つのプロジェクトを
立ち上げました。そのうちの 1 つが、南北につなぎ交流を深める道、みちのく潮風トレイ
ルということで、青森県蕪島から福島県松川浦まで歩く道を通すという事業になっており
ます。 
 そして、加藤さんは、いいロングトレイルをつくるためには、まず環境省の職員自らが
歩く必要があるということでした。そこで私に与えられた最初の仕事が、リュックを背負
って現地を歩くことでした。 
写真（スライド 6）はスタートのときのＪＲ八戸線の鮫駅。そして右の写真が、ルートの
中でそれなりの距離を占める、昔の交易路の名残である三陸浜街道を調査している様子で
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す。そして左下がゴールである汽水湖の松川浦です。当時私は東京勤めだったのですが、
東京から出張で通って現地調査に 47日、他の業務もしながらの調査でしたので、期間とす
ると 1年 4カ月かけて現地調査を行いました。 
 そして東京勤務の後、岩手県の現地の事務所に赴任しました。みちのく潮風トレイルの
作り方の特徴なのですが、地域の方々の参画によりロングトレイルをつくっていきたいと
いうことで、地域の住民の方々と座談会をたくさん行いました。 
座談会の写真（スライド 7）に写っているのは、ネイチャーガイドの方々とか、関係の役

場の方々だとか、右の方は普段から国立公園で活動されているパークボランティアの方々
が参画して、ルート案を作っている様子です。 
 ルート案をつくり、土地を持っている方々とか、その他関係者に同意を取ってルート設
定していきます。左下の写真は、地域の住民の方々と一緒に、道が消えかけているような
ところを整備して道にするという作業をしているところです。 
 草が生えてきているところを、地域住民の方々と一緒に草刈りをする作業を、環境省の
現地の事務所が音頭を取りながらやって、一緒に道をつくっていったというところが、み
ちのく潮風トレイルの非常に大きな特徴になっています。 
 地域住民と行政が、ワークショップを行い、地域資源の再発見、昔あった道を掘り出し
て、そこにまつわる歴史を掘り出す。そしてその再発見をもって新たに活用していく方法
を一緒に考えていく。それがみちのく潮風トレイルのつくり方です。 
 みちのく潮風トレイルは、企画から 8年強で、1,025 キロが全線開通しました。2019 年
6月 9日に全線開通のセレモニーを宮城県の名取市で行いました。ワークショップをやって
いたプロセスの中で 1,000 キロ超えという状況になりまして、この 1,000 キロ超えの道を
どう管理していくかというところが今後の大きな課題です。このみちのく潮風トレイルが
通過する 4県 28 市町村の首長様に集まっていただいて、みんなで結束してやっていこうと
いうことで号令を掛けたのがこの全線開通のセレモニーでもあります（スライド 8）。 
 地域の方々と一緒に道をつくって今ルートが存在しているというところで、また、後ほ
ど相澤理事からもお話があるかと思いますが、こういった方々と運営側は密に連携して、
コミュニケーションを取ってやっていくという努力をしていることが、みちのく潮風トレ
イルの特徴です。 
 「ささえる人がいて道がなりたつ」。ロングトレイルは非常に長く、環境省、県、市町村
の行政体だけでは成り立たないというのが実際です。システムをどう効率的につくったと
しても、そこには住民セクターのかかわりがないと道は維持できませんし、また、道の価
値も発揮できないと考えています。 
 ですので、まさに地域の人たちとともにつくり、歩いていく。それがみちのく潮風トレ
イルの命題になっているということです。これを4県28市町村やっていこうということで、
今回議題になっている広域連携というところにつながっていくのかなと思っております。 
 最後のスライド（10）はタレントのなすびさんが地域住民と交流しながら歩く様子です。
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なすびさんは、全線開通の少し前にボランティアで全線を歩いて、それで「Facebook」な
どで話題提供をしていただきました。 
 なすびさんは、今もみちのく潮風トレイルのメンバーとして大変活躍いただいていると
ころです。私からの情報提供は以上でございます。 
 
（木村宏） ありがとうございました。震災は 2011 年ですから、2019 年までの 8年の歳
月をかけてこのみちのく潮風トレイルが整備された。桜庭さんがおっしゃる通り、仕組み
ができていてもやはり住民セクターが関わっていかないと継続した道の活用、維持管理が
できない、という話だったと思いますが、できた道の管理をどのようなシステムとして残
していくのか、住民セクターをはじめとした多くの人たちをどうやって巻き込んで維持、
管理していくのか、この点ついてＮＰＯ法人みちのくトレイルクラブの常務理事であり、
また事務局長の相澤さんからお話をいただきたいと思います。 
 

３．みちのく潮風トレイルを支える仕組みづくり 

 
（相澤久美） 初めまして。ＮＰＯ法人みちのくトレイルクラブの事務局長、常務理事も
しております相澤久美と申します。私からは、「みちのく潮風トレイル」管理・運営の仕組
みの構築ということでお話をさせていただきたいと思います。今、桜庭さんからお話がご
ざいました通り、みちのく潮風トレイルは太平洋沿岸を南北につなぐ 1,000 キロを超える
ロングトレイルです。震災後につくられた三陸復興国立公園の中を一部通ります。これは
環境省の長距離自然歩道という施策の 1つで、全国には 10本、2万 7,000 キロの長距離自
然歩道があります。 
 みちのく潮風トレイルは、その中でも一番新しく、1,000 キロを超える長い道のりですが、
実は 10本の中で一番短い長距離自然歩道で、東北太平洋沿岸自然歩道という正式名称が付
いています。通称としてみちのく潮風トレイルと呼ばれています。 
 青森県八戸市から、4県 28 市町村と先ほどから紹介されておりますが、地図上で示して
おりますのでご覧ください。青森県に 2 市町、そして岩手県に 12 市町村、宮城県にも 12
市町村、そして福島県に今は 2市町、これで合計 4県 28 市町村の広域連携事業となってい
ます。 
 また、桜庭さんもおっしゃっていましたが、地域の人たちと一緒につくる、官民連携の
枠組みになっており、全線 1,000 キロの中でルート上に、6 つのサテライト施設と呼ばれ
るインフォメーションセンター、それからビジターセンターが存在します。環境省や県が
設置した施設で、これらを運営している民間団体の皆さんとも連携をさせていただいてお
ります。 
 スライドに黄色く主要な 6 つの施設を示しましたが（スライド 6）、そのうちのみちのく
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潮風トレイル名取トレイルセンターに私はおります。ＮＰＯ法人みちのくトレイルクラブ
のスタッフはここを拠点とし、全線を統括する本部としてルートの管理を行っております。 
 ほかに、最近、紫色でマークした唐桑半島ビジターセンターや、新しくできた鮎川浜の
ビジターセンターの方たちとも連携をさせていただきながら、ルートの管理をしています。 
 先ほど開通までのプロセスについては桜庭さんがお話しされた通りです。ご本人はおっ
しゃいませんでしたけれども、最初に全線を歩いて調査された桜庭さんが示されたルート
をもとにワークショップを実施し、現地調査などを地域の方々と協働し、部分開通を繰り
返していかれました。その後にさらにイベントやワークショップを重ね、詳細な現地調査
を繰り返し、完成をめざしてこられました。当時はいろいろな課題もあったと聞いていま
す。 
 一番の課題は、このトレイルを誰がどのように維持、管理していくのかという点だった
と聞いております。最優先事項はいったい何なのかと。トレイルを何のために設置してい
るのかを明確にすること、また地域の合意と、地域を挙げた機運の醸成が必要であろうと
いうことが課題としてあげられました。桜庭さんがおっしゃっていたことですね。 
 1,000 キロの道を一定の品質で管理すること、それからルートの管理者が 4県 28 市町村
に及ぶことを考えると、管理運営体制の構築をしっかりしていくべきであろうと議論され
たということで、環境省と民間による管理運営体制の構築を検討していく事業が開始され
ました。 
 これは 2015 年から 2017 年まで、3年間にわたって実施されたのですが、この時点から
私も事業に参加しています。官民連携で取り組むために、2015 年から宮城県の民間団体と
して参加しています。それまでは各地のコンサルティング会社の方、ロングトレイルの専
門家の方などに、遠方からお越しいただいて多くのお力添えをいただいていたと聞いてい
ます。 
 地域の人達が地域の貴重な資源を守りつつ運営していくためには、地域住民やの民間団
体の参画が必要です。多くのステークスホルダーがかかわっていくため、まず共有できる
理念をつくらなければならない。これは木村先生にアドバイスをいただいたと記憶してい
ますが、みちのく潮風トレイル憲章を作成しました。 
 また、やはり大事だったのは地元の関係者の皆さんへのヒアリング、それから関係者の
皆さんにも参加していただいての全線の現地調査ですね。コースの状態を 4 県 28 市町村、
同じ規格で皆がしっかり把握できるような調査。これは、我々調査をする側、環境省や、
地域の方々と試行錯誤を重ねました。そして管理台帳の作成です。これは全ルート、1,025
キロを台帳に落とし込んで、地図上で管理するものと、「Excel」の表にして管理するもの
を作成しました。 
 同時に、啓蒙活動として、ミニフォーラムですとかワークショップを開催して、地域の
方にロングトレイルとはいったいどういうものなのか、そしてどのように未来につないで
いくのがよいなどお話しして、3年間繰り返しました。あわせて運営計画の策定をしてまい
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りました。 
 策定された運営計画の、最初のページにある、みちのく潮風トレイル憲章をご紹介しま
す。前文と憲章からなっており、必ずセットで皆さんにはお伝えし、見ていただいていま
す。なぜ、何のためにこのトレイルができて、誰がどのようにかかわってくれて、どのよ
うに未来につなげるのか、ということが前文に書かれています。次に、みちのく潮風トレ
イル憲章の 6 つの条文があり、これを今も毎年地域の自治体の皆さんや関係者の方と会議
をするときに、必ず冒頭に見ていただき、共有するようにしています。読んでいただくの
は大変なので、動画にまとめています。自治体、環境省の職員、協働している民間団体、
地域住民の方にも見ていただいて、私たちが発行するハイキングマップブックの中でも冒
頭に掲載し、歩く方にも共有していただけるようにしています。 
 その憲章をつくりながら、ワークショップをしたり、フォーラムをしたりということを
して、運営体制を検討していきました。ちょっと表が小さくて申し訳ないのですが(管理・
運営体制図)、緑色の統括本部が、みちのく潮風トレイル名取トレイルセンターに置かれて
います。私どものみちのくトレイルクラブが運営をさせていただいています。そして図の
左の方から、種差海岸インフォメーションセンター、北山崎ビジターセンターというふう
に、サテライトと呼ばれる民間が運営しているサテライト施設が記載されており、サテラ
イト連絡会と呼ばれる会議が組織されています。また、環境省の保護官事務所があり、種
差海岸インフォメーションセンターであれば八戸市、階上町、洋野町という 3 つの市町が
名前を連ねていますが、色分けした縦の列ごとに地域連絡会を組織しそれぞれの立場で横
断的な話し合いができる場を設けています。 
 名取トレイルセンターを含めて 6つのサテライトとサテライト連絡会、サテライトごと
の 6つの地域連絡会で情報共有しながら、全線のトレイルの管理をするために、2017 年か
ら管理運営体制の試行を始め、運営計画を徐々にバージョンアップしていきました。 
現在、年 2回、6つのサテライトが集まり、サテライト連絡会で情報共有をし、これからの
事業展開を協議する場として開催されています。 
 地域連絡会は、年 2回、6カ所で開催されているので、合計 12回で、統括本部はすべて
の会議に参加しますが、そこで自治体の皆さんに困り事がないか、路体の状態はどうか、
どのように利用促進をすべきかというような情報共有をする場になっています。 
 こういった情報共有の場を持ちながら、全体の管理と利用促進に関して協働して広域に
連携して進めています。名取トレイルセンターができるまでは、管理運営体制の試行をし
ながら、トレイルセンターの事業計画を検討したり、新しく作るホームページの企画検討
をしたり、トレイル沿線の利便施設すなわち、宿泊施設やトイレ、お風呂、コインランド
リー、スーパーマーケットなど、歩く人にとって必要な利便施設の情報を集約してききま
した。さらに、トレイルのＰＲの動画を作成なども、自治体の皆さん、それからサテライ
トの皆さんに協力いただきながら進めていったのが 2017 年から 2018 年でした。 
 2019 年 5月、全線開通の一月前に東北太平洋岸自然歩道、通称みちのく潮風トレイルの
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運営計画が確定しました。この道をどのように管理していくのか、またどのように利用促
進をしていくのか、運営計画の構成員は誰なのか、そしてその構成員の役割は何なのかと
いうことを示したものを策定し、環境省と 4県 28 市町村、6つのサテライトで合意しまし
た。そして、この計画にのっとりみちのく潮風トレイルの運営を実施しています。 
 その拠点施設である名取トレイルセンターが、運営計画の確定に先立つ 2019 年 4月にオ
ープンしました。こちらでは現在、窓口やインターネットを通じハイカーの皆さんに情報
提供しています。全線を大きな地図で俯瞰して見ていただけるようになっていて、館内案
内カウンターやオープンスペースで情報提供したり、ハイカー同士、また地域の方とハイ
カーが交流できるような談話室も提供しています。 
 2021 年の 5～6 月には、キャンプ場もオープンする予定になっています。このスライド
はトレイルセンターの中です。よろしかったらぜひ遊びにいらしてください。 
 そして、みちのく潮風トレイルは運営計画にもとづいて、市町村の皆さんからサテライ
トに、サテライトから統括本部にさまざまな情報が集約されるようになっているのですが、
それらの情報は名取トレイルセンターのＷＥＢサイトで公開されています。 
 環境省もみちのく潮風トレイルのホームページを開設していますが、より幅広い情報を
お伝えできるように、みちのくトレイルクラブで独自にホームページを作成し、トレイル
の歩き方や最新情報、注意情報をお伝えするようにしています。 
 ルート情報については、トレイルクラブが作成したハイキングマップブックや「Google
マップ」の地図上でもコースを見られるようになっています。歩くために必要な情報を得
られるデータブックも作成しており、販売などもトレイルクラブが主体的に行っています。 
2019 年 6月 9日にみちのく潮風トレイルが全線開通して、先ほど桜庭さんの写真にもあり
ましたが、首長さん、4県 28 市町村の担当者の皆さんが一堂に会してくださいました。担
当の皆さんは総勢 80名ぐらいいらっしゃいました。感無量の思いでした。 
 またみちのく潮風トレイルの応援団も増えています。道づくりをこれまで支えてきてく
ださった方、町の住民、事業者さん、地域で歩くのが好きな方もたくさんいらっしゃいま
す。また、子供たちもみちのく潮風トレイルの応援をしてくれています。 
 そして国内外からハイカーが来てくださって、皆さんが歩いてくださることで、地域住
民も少しずつ、みちのく潮風トレイルを認識してくれるようになってきているなと思いま
す。 
 管理と利用促進というのは表裏一体で、管理台帳を作り、情報収集をして管理はしてい
るのですけれども、利用をどうするか悩みは尽きません。広域連携する中での役割分担し
てそれぞれの構成員が利用促進活動、広報活動をしていくための役割分担を図にしてあり
ます。 
 一番下、統括本部は、主に通して歩く皆さんを対象に、みちのく潮風トレイルというロ
ングトレイル、1,000 キロ超える歩く旅の魅力をしっかりブランディングして、国内外に発
信する。 
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 そして1,000キロをしっかり歩けるようにした上で、その上のセクションをどうするか。
セクションハイカーというのは部分的に歩かれる方ですけれども、サテライトは担当して
いるエリアをハイカーがしっかり安心して歩けるように管理及び利用促進をする。市町村
をまたいだイベントの企画などもあり、そういった情報発信もしてもらっています。 
 一番上の市町村はデイハイカーがターゲットです。おそらく、ここの利用が人数として
一番多いのですが、近隣地域の方が歩いてくださるのをサポートする。それぞれの市町村
の担当区間でイベントを実施したりして、利用を促進してもらっています。 
 最近はみちのく潮風トレイルの全体のルートマップとは別に、市町村ごとに自分たちの
エリアのトレイルルートと、寄り道ルートや、観光施設、景観のよいところなどを載せた
マップを個別に作り始めてくださっているところもあって、こういったことが進んでいく
ことでみちのく潮風トレイルの利用を促進できるのではないと考えています。統括本部が
依頼したことではないのですが、具体的にこのような動きが市町村から生まれてきている
というのが非常にありがたく、うれしいことだと思っています。 
 運営計画に構成員の役割分担はあるのですが、それ以上に積極的に取り組んでくださっ
ている状況かと思います。地域の住民の方々は、積極的に整備に協力してくれるようにな
りつつあり、また、歩いてきたハイカーに親切にしてくださるなど、それぞれに取り組ん
でくださっています。 
憲章の最後、6 段目にあった、「歩くことを愛するすべての人々を歓迎し、皆で育てる道

とします」の中にある「みんなで育てる」というのがロングトレイルの事業にとって、本
当に大事だと思っています。 
 みちのく潮風トレイルの場合は、環境省が東北の私たちの住んでいるところに「ロング
トレイル」という 1つの舞台を用意してくれたのだと思っています。今後、わたしたち事
業者や地域住民がこのトレイルをどのように生かしていくのか、それぞれがどう演じてい
くのか、ということが問われていくのだと思います。 
 この舞台の上では、ハイカーの存在が重要だと思います。地域の方々は特別なことをし
なくても、歩いてきたハイカーに声を掛けてくれるだけでもいいということをお願いして
います。 
 誰でも参加できるのがロングトレイルという事業だと考えており、地域計画の一環で、
持続可能な地域づくりにつながると思います。ロングトレイルを歩いていく中では、地域
とそこで暮らす人そのものが光で、ハイカーはそれを全身で体験しながら歩きます。実際
に触れて、いろいろなことを学んでいく。「光」を「観る」ということが、観光であると言
われますが、ロングトレイルにとっては、地域で暮らす人とその生業、歴史、文化、目に
入る全てが光ではないかと思います。 
 まだまだこれから取り組まなければならないことがあります。たとえばトレイルエンジ
ェルとしてハイカーをサポートする人や、トレッキングガイドを増やす必要もあります。
ハイカーである証を持つと、それでサービスを受けられるというような仕組みも作ろうと
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しています。ハイキングマップブックをハイカー証の代わりに持っているハイカーはある
市町村ではキャンプ場に無料で宿泊していただくことができるような制度です。 
 また、全線踏破した人の登録の実施や、スタンプラリーの検討もしています。整備ボラ
ンティアの登録受付もしておりまして、今現在 100 名ほどハイカーや地域の方が、トレイ
ルの整備活動に協力してくださっています。 
 本当に歩きに来ていただけたらうれしいです。ただ歩くこと、が東北の復興につながっ
ていくということを信じて、運営計画を作りました。今後、少しずつ成長していて、いず
れ統括本部中心の取組がなくても、地域全体が勇気的、自立的に動いていくようになった
ら、初めて本当の意味で運営体制が整うことになるのではかと思っています。10 年かかる
のか 20年かかるのか分かりませんけれども、引き続き地域の皆さんと、すでに連携してく
れている仲間たちと、取り組んでいければうれしいなと思っております。 
  
（木村宏） 相澤さん、ありがとうございました。 
お 2 人にはみちのく潮風トレイルができた経緯と、それからその持続可能な、最近よく

この言葉が使われますが、長くみんなに愛されるようにしていくにはどうしたらいいのか
という話をしていただきました。 
 

４．道がつなぐ「広域連携による観光の意義」 

 
（木村宏） 早速議論をしていきましょう。それでは先ず、広域連携による観光推進の意
義についてお話します。広域連携について皆さんどういうふうにお考えになっておられま
すか。図（スライド 2）に示しました通り、行政レベルでいうと、魅力的なまちづくりを実
現するために財政力を上げていくとか、高度な住民サービスを実現していこうとか、それ
から住民の生活圏の拡大に伴う行政サービスの適正化の類を挙げてみましたが、自治体が
連携することによって、業務の効率を上げ合理的に自治運営がなされるところを目指すの
でしょうが、観光については、誘客市場が拡大していく、ブランドの形成が可能になるな
っていく、多彩な地域の資源の活用・発掘が可能であるなどのスケールメリットが出てく
ることや、それによって地域でのサービスレベルが上がっていくなどと、連携することに
より誘客効果が増していくなどのプラスの面が考えられます。 
 また、国の観光政策としても、誘客効果を見込んでの広域連携とか、周遊して回る仕組
みづくりは、半世紀も前から推奨しているわけですね。しかし課題も見えてきています。
地域内の合意形成が取りづらいとか、それから協働に対する価値観の違い。仕組みをつく
っても動かない、動かせない。また、それから既得権や、地域の習慣の違いなどが広域の
連携を邪魔をするとか、前からある縄張り意識みたいなものですね、そして無関心層の存
在。たぶんこういう課題にはお二方とも直面してきたのではないかと思います。 
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 一方で、みちのく潮風トレイル、いわゆるロングトレイルと呼ばれるものの広域連携を
考えてみると、連携軸がはっきりしていますね。連携の根幹たる道があって、それを利用
して支える、次の世につなげていくという。誰もが共通概念として「道があること」を認
識している。 
 それから、ブランドのイメージもつくりやすいですね。さらに、利用者に対してどうい
うサービスをすべきかが明確になっています。また、利用者の声が聞きやすい。特にみち
のく潮風トレイルのようにシステマチックに運用がされているところでは、ビジターセン
ターでハイカーの声が拾えるとか、主な情報源としてのＷＥＢサイトやＳＮＳ上での書き
込み等、利用者の声がおのずと集まる。また、それから新たな交流が生まれる、利用者の
声に沿ったプログラムへの展開も可能です。こういったいろいろな分かりやすい効果が出
てきていて、きちんとハンドリングをしていくことによって広域の連携が強固なものにな
っていきます。連携軸がはっきりしていることで、広域連携する意味や、成果が見やすい
のではないかと考えますが、このあたりを踏まえてお2人に少しコメントをいただきます。
広域連携はうまくいかないなというのもまた定説ではありますが、みちのく潮風トレイル
の道づくりを通して広域連携に対して感じたことや実際に、直面した事例などお話しくだ
さい。 
 桜庭さん、まずは、行政側と立場としてはいかがでしょうか。 
 
（桜庭佑輔） 行政サイドからは、まずこの事業は国でやりましょうということでやり始
めましたが、地方公共団体にアプローチしていき、理解と協力を得ながら、地域住民のセ
クターと道づくりをやったというのが私の先程の説明でした。一方で今木村教授からお話
があった、民間事業者同士の連携、お互いに関係のない業種の協働はなかなか発想が追い
付かないのですけれど、そこはまだみちのく潮風トレイルが十分できておらず、これから
取り組んでいくべきところでしょう。 
 まず最初にアプローチした地方公共団体さんには、先ほどの観点の通り、我々は何をや
りたいのかといったときに、歩く道をつくりたい、そしてそこを人が歩いて、人が歩くと
いう観光というか旅なんですけれども、それを定着させていきたいという話をしました。 
ＤＭＯでも広域連携で苦労している中で、やりたいことがかなりはっきりしていたことが、
まず取り組みの取っ掛かりの部分としてはよかったところと思っています。 
 あとは、地方公共団体に説明したときに、地方公共団体は観光なり交流人口を拡大した
いという共通の課題があるのですが、よくよく見てみると市町村さんごとにそれに対する
アプローチの仕方が違ったり、あとは、端的に言えばやりたいと思っている計画が、各市
町村それぞれちょっと違ったりしました。最初はぴんと来ない市町村もありました。しか
し、ある町が、ある村が少しずつ道づくりに理解を示し、すごく盛り上がり始めていって
いる町なんかが出てくると、ああ、うちも通るからやらなきゃいけないのかなという気に
なってくるというのがありました。ちょっと離れたところが盛り上がり誘客をすすめ、そ
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こからハイカーが歩いてくれば、ああ、どおりでリュックを背負った人が来るようになっ
ているのか、関係者が何かそういうことを言っていたなと思いだしたときに、ああ、他の
地域の関係者とＬＩＮＥ（線）でつながってるんだなということに気づき、相互の町を行
き来するようなツアーがくまれ始めました。 
 もちろん号令掛けは必要ですけれども、構想から 8 年 9 年たって、うちもやりますよと
いう雰囲気にだんだんなっていきましたね。一方で地域住民につきましては、役所、役場
の職員が行って顔を見せて参画してくださいと言わないと、参画したいけど参画するチャ
ンスがわからないというか、二の足を踏むようなところがありました。その働きかけは民
間事業者にも積極的にやってこようと思っていますし、これからもやっていかなきゃいけ
ないところです。みちのく潮風トレイル自体、今のところ行政サイドである程度うまく連
携できているというような状況かと思います。 
 
（木村宏） 国の事業に歩調を合わせたところもあれば、最初は懐疑的であった地域もあ
るでしょうし、私も少なからずみちのく潮風トレイルの事業には関わらせていただきまし
たが、震災復興の最中に、レジャーのための道をつくるというか、観光のための道をつく
ることに反対の意見も多かったと思いますが、その辺はいかがでしたか。 
  
（桜庭佑輔） やはり震災になる前からも、東北でも仙台のような大都市もあれば、被災
地沿岸というのはわりと小さい規模の自治体もありますし、そういったところは地域課題
として、もともと交流人口の拡大というテーマは非常に大きなテーマでした。 
 その中で、復興のための町づくりの方法というのが課題になり、1度津波で流されたとこ
ろについて、都市計画をやり直して、防潮堤を造り、緑地を造り、人が高台に移転してい
る。新たな土地利用が区分けされたが、住民がそのエリアにどうかかわるのかということ
自体が、地域住民もなかなかイメージがわいていなかったと思います。こういったときに
よそから人が訪れるという想像をもって、被災した土地を見ることをワークショップにお
いてやりました。ああ、人がこの地域にまた来てくれるようになるのかなと考える。ワー
クショップは、参加した地域の方が住んでいる町の未来をイメージする作業でもありまし
た。 
 
（木村宏） だんだんと地域の人たちも足元を見るようになってきたということでしょう
ね。 
 
（桜庭佑輔） はい、そうです。 
 
（木村宏） 相澤さんはＮＰＯの立場で同じように前に進めてこられましたが、連携する
こと、広域連携を仕掛けるうえで何か苦労されたりとか、地域の中に入られた際に、地域
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の人たちの思考が変わってきたとか、何か広域連携について思われたことはありますか。 
 
（相澤久美） よくある話ですが、先ほどご説明した通り全市町村へのヒアリングを繰り
返したわけですが、自治体は担当者が替わっていくわけですよね。なので、当初、環境省
の担当官が話をしてくださっていた自治体の担当者がもういなくなっていて、またゼロか
ら「トレイルって何ですか？」というようなことが多くありました。一方で小さな村のや
る気のある担当者さんで、担当がずっと変わらない人もいらして、そこはずっとやる気が
ある。 
 行政機関と広域連携をやっていて難しいと言われるのは、担当者が替わっていくこと。
過去の取組をつなぎ止めることができるのは民間の管理団体の役割だと思います。我々の
人員配置はあまり替わらないです。先ほどお伝えしたサテライトとしてある、ビジターセ
ンター、インフォメーションセンターを運営しているのも地域の民間団体の皆さんなので、
めったに異動や配置換えがないので、過去の経緯をちゃんとお伝えできる。また、みちの
く潮風トレイルは、たまたまアクティブレンジャーと呼ばれる地元採用の女性たちが何人
かいるのですが、彼女たちが替わらずにいてくれたおかげは大きいです。新しく異動して
こられた環境省の保護官にも新しくなった市町村の担当者にも、みちのく潮風トレイル憲
章など、過去の取組や先人の思いを伝えてくれています。 
 それがないと、新しい担当者に対して、何のためにこれをやってきたのかを伝えられな
い。マニュアルだけでは伝えきれないことを、環境省の内部で伝える人たちがいたことは
ありがたいことでした。また、サテライト連絡会と地域連絡会という、会議体を構成して
おり、統括本部は年 14回、会議を巡業していくのですが、そこで直接顔を合わせて、毎回
しっかり議論していくというのは実際とても良い仕組みだと思います。 
 必然的に、担当者はだいたい 3 分の 1 ぐらいずつ替わっていきますので、そのたびにゼ
ロからしっかり説明することを続けていかなくてはならないと思っています。 
 
（木村宏） 広域をつなぐ、みちのく潮風トレイルには憲章があって、何かあったらその
憲章に戻ってみる機会があり、ただ、担当者はどんどん替わっていく。そこにNPOがあっ
て、官民の連携とはよく使われる言葉ですけれど、まさにこれが官民が連携をすることに
よって気持ちが伝わっていくということですよね。 
 
（相澤久美） そうですね。ですから、憲章は紙の上にあるだけではだめで・・・皆さん
読まないのですよね。そこで、思いが通じるような動画の制作も試みました。動画にする
ことで憲章を身近なものにできるようにしました。 
 
（木村宏） 全線開通してから 1年ちょっと、2年目になりますかね。途中で新型コロナウ
イルス感染拡大という予想もしなかった事態に陥りました。コロナ騒ぎの直前までは外国
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人もだいぶ歩き始めていたようですけれども、いろいろなハイカーが歩くことによって、
地域の人がどんなところで、広域連携していると意識していると感じられますか。 
 
（桜庭佑輔） 全線開通してからコロナの前に台風被害もあって、なかなか全線開通の実
績を積む期間が短くて、来年以降また本番を迎えるような感じかなと思っています。 
 
（相澤久美） ずいぶん歩いてくれていました、本当に。5月ぐらいからです。全線開通の
直前から、みちのく潮風トレイルをたくさん報道していただきました。去年台風の直後に
地域の事業者さんにヒアリングに行くという機会があったのですが、驚くほどに協力的で、
道案内してくれる、電源を貸してくださる、水をくませてくれる、ここに浄水を引いてあ
げるとか、様々な協力を、お伺いした事業者さん全員が話して下さいました。 
 それはなぜかと聞くと、「歩いている人をよく見かけるよ、朝職場に行くときに歩いてい
て、家に帰ろうとしたらまだ歩いているんだよね、あの人たち。大きなバックを背負って
いるから目だつよね」など。私が仕事で歩いていたら、畑にいたおじいちゃんたちに、「今
日はバックパックがちっちゃいね」って言われたこともあります。私は仕事なので小さい
バックパックを背負っていたのです。 
 とてもリアルに、ハイカーが歩いていることを地域の人たちが見ています。歩いている
と結構目立ちます。ハイカーには「どこからきたの？」と声をかけてくださるのですが、
遠くから歩いてきたことに皆さん本当に驚いて、頑張ってね、と声をかけてくれたりもし
ています。 
 
（木村宏） ハイカーを介してつながっていることが分かってきたりしているのですね。
あそこから歩いてきたのか、どこへ行くのってね。 
 
（桜庭佑輔） そうですね。この人がすごく遠くから来ているんだ、そことつながってい
るんだという感覚はたぶんトレイルを通してお持ちになっている方が結構いらっしゃるの
ではないでしょうか。 
 

５．新たな挑戦で何が見えたのか 

 
（木村宏） それでは話題を変えて「新たな挑戦で見えてきたもの」について議論したい
と思います。 
これは宮本常一の言葉ですが（スライド 7）、要約すれば、歩いてみると大事なものが見
えてくるよという内容です。歩かなければ分からないよとも読めますね。文字だけでは読
み解けないものも関わった人の分だけ意味があるとも言っています。もう一点、これは私
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の恩師が言ったことですが、恩師がアメリカへ留学しているときに、アメリカ人の教師が
言ったことだそうです（スライド 8）。日本は広い国である。峠を越えるたびに文化や言葉、
風習など国が違う、これほどまでに多様な文化を持つ奥深い国はない、という話ですが、
少し意訳気味ですが、歩いてみなくては分からないことが多分にある。そして歩くことは
愉しいということではないでしょうか。 
 もう一つ、これは、イザベラ・バードの東北紀行の軌跡です。東北の日本海側を主に歩
いていますが、みちのく潮風トレイルのある太平洋岸は船で帰ってきています。イザベラ・
バードが初めて日本を訪れて、東北を歩いて、いろいろなものを感じた。その時の思いが
今もたくさん書物で残っていますが、明治の時代の出来事であるこの軌跡をたどる人たち
が現れ、それを契機にして交流会が生まれり、勉強会や、イベントが催されています。す
なわち、これはイザベラ・バードが道中で見聞し、感動したことが今の時代に語り継がれ
つながっているという例だと思うのですが、私の恩師の教師が言った小さな日本の国のさ
らにその中に存在する国を超えて道を歩くことの価値と宮本常一が言う道を歩くというこ
との意義、という 2点の視点を念頭に新たな挑戦で見えてきたことについてのお話をお願
いいたします。後世に残る道として、今見えてきたことをお話しください。 
 
（相澤久美） 私はもとも観光関係者でもありませんでしたし、トレイルのことも全然知
らなかったので、個人的には気が付かない間に挑戦することになり、すべてのことが新し
いというのが正直なところですかね。ただ、宮本常一は大ファンです。また、地域の方々
の声を聞かせていただくことの大切さについては、震災をきっかけに東北に 10年ほど通う
中、痛感しています。まずは桜庭さんの話を聞いてみます。 
 
（桜庭佑輔） 先ほどのスライドで、路傍の石碑にもいろいろな意味があるという話でし
た。トレイルの路線設定の仕事は 4 年取り組みましたが、私が行ったのは地域の人たちと
直接触れ合って道づくりをしたということです。何がその中で見つかるかというと、道の
その地域での意味とか、歴史といいますか、住んでいる人たちにとっても意味合いがある
道というか、単純に現地調査では分からなかった、ちりばめられたいろいろな価値、いろ
いろな情報が、ワークショップをやるごとにいっぱい出てきたということですね。 
 なので、道は人によって持っている思いが違っていて、すごく多面的な価値を持ってい
て、歩くことによって少し想像するのですが、それが、ただ通常の旅をするとか観光する
とかとは違う次元の体験というか、自分の内面の中を掘り下げるプロセスみたいなのがあ
って、現地調査ですら分からなかったことが地域の人々とともに活動することによってど
んどん自分の中で深まっていきました。例えばワークショップをやった後に、まだ道がつ
ながらない区間があったのですが、そこを 1人で調査したときに、ああ、この道はこうい
うにおいがする、こういう意味合いがあるとか、そういったことがルートを歩くことで自
分の中でどんどん深まっていきました。 



-66-

 道の意味合い、歴史自体を私は知らないけれど、使われてきた道の裏側に深い世界が広
がっているのだなという思いになった。道を歩いて感じるものは、たぶん人それぞれです。
その中で目撃できるというか、感じられるものが全然違うので、そこら辺がやはりこの道
づくりや道を歩くことの魅力であるというふうに思いました。 
 
（木村宏） 私もワークショップでお邪魔しましたが、地域の人たちが回を重ねるごとに
その探究心を深め、学ぶ姿勢が強くなっていく様子を思い出します。それと、私が印象深
かったのは、自分の地域のことを一生懸命調べれば調べるほど、隣のことが気になりはじ
め、隣の町はどうなっているのか、自分の住む町とどんな関係にあったのか、そこを歩い
てみよう、その先はどうなっているのだろうと道に対する想いも、まさにつながっていく、
連携していく、探求がどんどん広がっていく、それが 1 つの価値観として、共感としてつ
ながっていくということを参加者が感じている様子です。この光景に接し、これは道だけ
でなく、人の心がつながっていくのだなと思いました。 
 まさにそういうことはやってみなくては分からなかったことですし、チャレンジするこ
とで人々の気持ちが変化していく、繋がっていくということなのでしょうか。 
 
（相澤久美） 皆さんがおっしゃった通りですけれども、私はこの事業に関わったときは、
ある程度ルートは決まりトレイルができつつある時でした。それをどうやって運営してい
くのかを検討するのが私の仕事でした。まさに喧々諤々とやってきました。しかし、仕組
みをつくっただけではだめだということを、日々感じています。 
 後発ながら調査に参加し、トレイルづくりに参画し、そこに集う様々な人たちの関わり
がどんどん増えていくことで、魂がこもっていくことを実感しています。この数年、人と
物と事が有機的につながっていけるように沿岸を走り回ってきました。今もまだ試行錯誤
の最中です。 
 

6．歩くことで見えてくる地域の姿、歩く文化の醸成 

 
（木村宏） 続いて 3つ目の議論に入ります。ここでは歩く文化の醸成につての議論をし
たいと思います。ま桜庭さんは道なき道をつなげる作業からスタートし、その道筋が何と
なく見えてきた、そしてその道を歩くための仕組みができ、徐々に人が歩き始め、感動し
ている人が現れてきたという経過をたどっています。みちのく潮風トレイルを歩く文化と
いうものができ始めているのでしょうか、この時点でまだ文化という言葉を使っていいの
か分かりませんけれども、歩く文化の醸成についてご意見ありますか。 
 
（桜庭佑輔） みちのく潮風トレイルは現在海外からはなかなか来られない状況ですけど、
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スルーハイクといって一気に歩き通すという方々、1カ月半か 2カ月ぐらいかかるのですが、
そういう方々がいっぱい出てきているということに正直驚いているのが私の感想です。 
 道の設定はしましたが、歩く人、それに繰り返し関わる人たちが交わって魂が宿る道と
してつながっていく。そしてその価値がつくられている。多面的になるということだと思
います。それが交わって何かがつくられる、その仕組み自体が文化をつくっていく、定着
させていくということになっていくのだと思います。ですから、今後、たぶん 100 年たっ
ても 1000 年たってもそこが一番重要で、歩く人とそこに存在する、簡単に言えば住まう人
たちとの接触、もしくは歩く人同士の接触、まさにアパラチアントレイルが何で文化とい
われるかというと、そういう人と人とが交わってつくり上げていく空間が何千キロも連続
しているという素晴らしいものだから、文化として認められている。 
 そして、一番その要素として大事だなと思うのは、アパラチアントレイルは地元の人が
歩く人を尊敬するそうです。そうすると、歩く人は地元の人に感謝してまたそれも尊敬の
念にかわるのです。人と人とが交わるときに、ものすごくポジティブな、もしくは感動的
な感情がお互いにあり、そしてそれを唯一無二のものだとして感じるという。そこまでの
プロセスになっていくことによって、文化として、素晴らしいものとして定着していくと
いう段階に入っていくのではないかなと思います。 
 
（木村宏） 前回の話にあったフットパスの文化。フットパスというのはイギリスを中心
とした、これも歩く文化だと思うのですが、今のアメリカの人と人とが尊敬し合いながら
歩いて、肩を組み、歓喜するという、この文化とまた違いますね。 
 やはり文化はそれぞれにあるということを、私はいまの話を聞きながら感じたところで
すが、相澤さんはいかがですか。トレイル文化が開花したなと思いますか、みちのく潮風
トレイルの場合は。 
 
（相澤久美） 正直まだまだだと思っています。アメリカのハイキングカルチャーについ
て、私はいろいろなハイカーから今教えてもらっています。まだまだ私自身も学んでいる
状況ですし、みちのく潮風トレイルにトレイル文化が開花したのかどうかも判断ができな
いような状況です。木村先生が代表を務められる信越トレイルですとか、北海道だと北根
室ランチウェイの代表の佐伯雅視さんですとか、一般社団法人日本ロングトレイル協会に
参加されているいろいろなトレイルの先輩がたくさんいらして、その取組を学んでいる最
中です。まだ産声を上げたばかりのみちのく潮風トレイルにトレイル文化が育まれたとは
言い難いです。それはこれからではないでしょうか。 
 みんなでちょっとずつつくり上げていくというか、トレイル事業を進める先輩たちの活
動を参考に我々が内外の人々の交流の懸け橋を整備し、少しずつその文化らしいものに近
づけているのかなという気がしています。私が生きている間に、本当に歩く旅の文化とい
うものが日本に根付くのを見届けられるのかどうかも正直分かりません。 
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 ただ、みちのく潮風トレイルでも少しその芽が生えてきていて、それに栄養をたくさん
あげたり、陽当たりをよくしてあげたりして、一緒に育っていきたいなと思います。 
 
（木村宏） みちのく潮風トレイルをつくるときに、環境省が、「歩いて旅をすることを理
念としたロングトレイルの文化を日本に定着させることを目的とする」とうたっています。 
 東日本大震災からの復興に貢献するものとして、また、震災の記憶を引き継ぐための道
である。先ほどからお話が出ている交流だとか、人々の暮らし、生活、生業、その他地域
の文化、これに地域住民と関係者としてハイカーが交わること、交流することによって新
しい文化ができていく。 
 まさにこれが東北、みちのくの歩く文化になっていくのでしょう。みちのく潮風トレイ
ルの文化をつくっていくということについては、これからもお 2 人にはご尽力いただきた
いと思っていますし、さらなる躍進をお祈りいたします。最後に、みちのく潮風トレイル
の文化の醸成についてその抱負を語っていただきましょう。まず、相澤さんからお願いし
ます。 
 
（相澤久美） 本日は皆さま、どうもありがとうございました。引き続き地域の皆さんと
環境省、それからハイカーの皆さんと協働して、みちのく潮風トレイルを育てていきたい
と思います。仲間になってくださる方、ウエルカムですので、どうぞよろしくお願いいた
します。 
 
（木村宏） それから、ナショナルトレイルという、国の管理のもとに開設されたトレイ
ルということで、本日はお話をしていただきましたけれども、このナショナルトレイルが
果たす役割と未来像みたいなものを、最後に桜庭さんにお話しいただきましょう。 
 
（桜庭佑輔） 相澤さんのお考えと一緒で、みちのく潮風トレイルはまだまだと思います
けれど、歩く文化ということであれば日本という国の国土を見たときに、いろいろな、ま
さに景色、風土があって、日本ロングトレイル協会に加盟しているところも含めていろい
ろなトレイルがあると思います。日本で働いている人は、2週間ぐらい休みを取るというの
が限界だとすると、例えば 250 キロぐらいのロングトレイルが各地域に何本か出来上がる
ということによって、各地域の風土、文化、地域住民の生活とか、そういったことが見て
回れる仕組みが日本の国に定着してくるのではないかと思います。そういった取り組みを
まさに官民でやっていくというような状況になれば日本の歩く文化の発展にもつながって
いくのではないかと思います。 
 
（木村宏） まさにナショナルトレイルの今後の在り方をお示しいただきました。 
 歩く文化の醸成についてはその先の効果も期待できそうです。本来ならばこれからさら
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に掘り下げて議論をしたいところですが時間が過ぎてしまいました。また第 2 弾、第 3 弾
をしなくてはならないと思いながらも、ここで本日の議論の場を閉じたいと思います。 
 何かと不手際が多く、桜庭さん、相澤さんには存分に思いの丈をご披露いただけません
でしたことお詫びいたします。また、遠路お運びいただきましてありがとうございました。
これをもちまして本講座を終了させていただきます。視聴いただきました皆さんもありが
とうございました。 
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『観光を通してアイヌ文化の継承を目指す』 
CATS 叢書第 14 号，北海道大学観光学高等研究センター（2021） 

第３回 観光を通してアイヌ文化の継承を目指す 

―阿寒湖アイヌコタンの挑戦 

廣野 洋 
阿寒アイヌコンサルン 理事長

岡田 真弓 
観光学高等研究センター 准教授

１．趣旨説明 

 
（岡田真弓） まず、本日のゲストである廣野洋さんのプロフィールをご紹介します。廣野
さんは、少年時代を北海道観光ブームにわく阿寒湖アイヌコタンで過ごされました。その後、
上京してお仕事をされるかたわら、首都圏に暮らすアイヌの方々とともに伝統文化の継承
に取り組まれました。2008 年、阿寒湖アイヌコタンに戻ってからは、伝統舞踊の踊り子と
して活躍されながら、伝統文化の継承や普及活動に力を注がれました。その後、阿寒アイヌ
工芸協同組合の「営業マン」として、観光を通じた文化伝承と経済的自立の両立に向けた活
動を展開されます。そして 2019 年、アイヌの知的財産保護と多角的なアイヌ文化発信を目
的とした一般社団法人阿寒アイヌコンサルンを設立されました。 
 本日は、阿寒湖アイヌコタンの観光振興の取組や、近年廣野さんが積極的に携わっていら
っしゃるアイヌの知的財産保護に関してご講演いただく予定です。講演に先立ちまして、今
回の公開講座「観光現場の挑戦」というテーマのなかで、なぜ阿寒の取組を取り上げたかに
ついて、少しご説明したいと思います。 
  
 北海道観光とアイヌ民族との関係は、明治時代初期にまでさかのぼると言われ、本日のテ
ーマである阿寒も、すでに明治 30 年代には小中学校の修学旅行地となっていたようです
（齋藤 1999）。旅行が一般化しつつあった大正期には、北海道＝大自然のイメージアイコ
ンとしてアイヌ民族が取り上げられ、白老や旭川のアイヌコタンが観光地として知られる
ようになります。戦後、日本各地で観光振興事業が行われると、北海道の観光ＰＲにアイヌ
文化が紹介される機会が増えました。昭和30年代から40年代の北海道観光ブーム時には、
アイヌ文化が北海道観光における重要なコンテンツとして認識されるようになり、白老や
阿寒などに観光アイヌコタンが誕生します（斉藤 2000）。同時に、民族文化を観光目的で
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「消費する」ことや和人によって「消費される」ことに対する批判が起こり始めたのも、こ
の頃です。その後、アイヌ文化の伝承、記録、後継者育成の場としての観光の役割に目が向
けられるようになり、白老、平取、阿寒などの地域では様々な取組がなされてきました。 
 一方で、ここ数年来、北海道内で検討されているアイヌ文化を核とした観光振興は、先に
お話しした北海道観光とアイヌ民族との関係性とは一線を画す、エポック・メイキングにな
り得ると感じています。エポック・メイキングのきっかけの一つは、国がアイヌ施策の一環
としてアイヌ文化振興に積極的に取り組むようになったことです。2007 年に「先住民族の
権利に関する国連宣言」が採択され、翌 2008 年に「アイヌ民族を先住民族とすることを求
める決議」が衆参両院で可決されました。その後、国には先住民族であるアイヌの文化復興
に配慮すべき強い責任があるという考えのもと、国によるアイヌ政策、とくに文化復興、伝
承活動の推進に関するアイヌ施策が行われました。新たなアイヌ施策を円滑に推進するた
めには国民の正しい理解が不可欠であり、またアイヌ文化復興の拠点となる施設が必要で
あることから、民族共生象徴空間の開設が決定しました。2013 年からは、民間企業、行政
機関、学術機関などの連携により、アイヌ語の挨拶「イランカラプテ（こんにちはの意味）」
を北海道のおもてなしフレーズとして普及させるキャンペーンも行われております。皆様
のなかには、新千歳空港やサッポロビールの缶などで、このキャンペーンのマークを見たこ
とがある方もいるかもしれません。 
 さらに近年、アイヌ民族をテーマとした漫画や小説が注目を浴び、新たな北海道観光のコ
ンテンツとして認識されつつあります。2014 年から連載が始まった『ゴールデンカムイ』
という漫画は、これまであまり光が当てられなかった詳細なアイヌ文化の描写やアイヌ語
のセリフなどが用いられ、メディアにおけるアイヌの表象を大きく変えるきっかけとなり
ました。テレビアニメの放送も後押しし、幅広い年齢層がアイヌ文化に触れる機会となって
います。昨今では、漫画の登場人物たちが訪れた道内各地を、読者やファンが同じく訪れる
という現象が見られたり、『ゴールデンカムイ』の作品とコラボレーションしたツアーも登
場したりするなど、本作品が北海道の観光振興にとっても一定の役割を果たしていること
が分かります。 
 このように、アイヌ民族や彼ら・彼女らの文化に対する社会的な関心が高まるなかで、ア
イヌ文化の復興や継承をアイヌの人々の経済的な収入につなげる有効な手段として、観光
が果たす役割に期待が寄せられています。一方、後継者育成、文化伝承と経済的自立の両立
といった従前からある課題に加え、例えばアイヌ文化の不適切な使用、アイヌの観光事業者
に対する差別といった新たな倫理的課題も顕在化しつつあります。いま大きな画期を迎え
ようとしている北海道観光とアイヌ民族、そして文化を改めて考えなおしてみたいという
思いから、本日の講演テーマの着想に至りました。 
 本日の舞台である阿寒は北海道でも有数の観光地であり、またアイヌ民族と観光との歴
史もその関係性も深い場所であります。現在の阿寒湖アイヌコタンは、昭和 29年に当該地
域の土地を所有していた前田一歩園財団から無償で土地が提供されることとなり、阿寒湖
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畔に暮らしていたアイヌの人々が居を移し、店舗を持つようになったことで形成されまし
た。そもそも阿寒の観光開発の契機は、大正 10年に国立公園候補地となったことです。阿
寒では早くから観光開発が行われていましたが、同時にアイヌの伝統文化の継承活動も早
い時期から取り組まれていました。終戦後間もない昭和 23年、徐々に観光客が戻りつつあ
った阿寒湖畔で木彫お土産品の製作・販売を行っていた山本多助氏は、伝統文化の継承を目
的として、釧路アイヌ古典舞踊保存会を設立しました。この釧路アイヌ古典舞踊保存会の発
足から 2年後、当時観光客によって持ち帰りが多発した阿寒湖のマリモを保護する取組の
一環として、先の山本多助氏を初めとする地元のアイヌの人たちも参画する「まりも祭り」
が始まりました（煎本 2001）。現在では、道内各地のアイヌ関係者も多く参加する阿寒でも
有数のイベントになっています。 
 このようにアイヌ文化伝承を核にしつつ、観光業を主な経済活動に据えてきた阿寒湖ア
イヌコタン。廣野さんからもお話がありますが、イオル再生事業を通じて文化伝承地および
観光地としての整備をさらに進めていきます。また、阿寒町を含む釧路市エリアは、国の観
光立国政策の対象地域の 3 都市のうちの 1 つに選定されており、さらにこれに連動して阿
寒摩周国立公園が国立公園満喫プロジェクトの 8 国立公園のうちの 1 つに選定されている
状況です。地域全体としても観光振興が進むなか、アイヌ文化とのコラボレーションも行わ
れています。例えば、阿寒湖アイヌシアターではアイヌの伝説をベースにし、アイヌ伝統舞
踊、現代舞踊、デジタルアートを融合させた新しい演目『ロストカムイ』が 2019 年から上
演されています。『ロストカムイ』を上演する阿寒アイヌ工芸協同組合によると、ほかの演
目も含めた阿寒アイヌシアターイコロの 2019 年の入場者数は、前年度比 2,200 人増の 5万
9,009 人にのぼっており、今後の集客効果にも期待が寄せられています（2020 年 3 月 28
日北海道新聞道東版）。また、同じ年に開始した「阿寒湖の森ナイトウォーク『カムイルミ
ナ』」も注目される観光コンテンツの 1つです。これは夜の阿寒摩周国立公園の森に、アイ
ヌ民族に伝わる神話を題材とした映像が映し出されるもので、参加者がそのなかを歩きな
がら進むという体験型デジタルアートツアーです。このように阿寒の観光現場では、アイヌ
文化を核とした新しい観光振興の取組も進んでいる状況です。 
 実はこの『カムイルミナ』、今年はコロナの影響で開催が中止となりました。『カムイルミ
ナ』の代替イベントとして企画されたのが、新型コロナウイルスの終息への願いと医療従事
者に感謝を示す催し、「カムイへの祈り カムイコオリパク」です。イベントでは、夜に遊
覧船で阿寒湖に出て、願いをしたためた紙を入れたプラスチック製ボールを湖に投げ入れ
ます。このボールには、医療従事者のシンボルカラーである青色の電球が入っています。下
船後、観光客はたいまつを持って阿寒湖の温泉街を行進、最後に阿寒湖アイヌコタンでカム
イノミという神事に参加し、阿寒湖アイヌコタンのみなさんともにコロナウイルスの終息
を願います。 
 このように先人から受け継いだ伝統文化の継承に努めつつ、常に創造的な文化交流や情
報発信に挑んできた阿寒湖アイヌコタン。文化伝承と経済活動の両立、後継者育成、そして
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アイヌ民族や文化への理解促進といった課題に向き合いながら、アイヌ民族自らが観光活
動をマネジメントすることを目指している地域といえます。 
 

２．観光を通してアイヌ文化の継承を目指す―阿寒湖アイヌコタンの挑戦 

 
２－1．阿寒湖アイヌコタンの概要 
（廣野洋） 今日は「観光を通じたアイヌ文化の継承を目指す」とテーマで、阿寒湖アイヌ
コタンの様々な取組をご紹介したいと思います。写真 1（またはスライド 2）が阿寒湖アイ
ヌコタンの様子です。道を挟んで両側に、個人が経営する商店が並んでいます。多くが 1階
に店舗、2階と 3階に住居スペースという構造になっています。阿寒湖アイヌコタンは、一
応アイヌ民族しか住めないことになっておりまして、前田一歩園から無償で土地を借りて
自分たちで建物を建てて暮らしています。 
 

 
 
 
阿寒湖アイヌコタンにある組織をご紹介したいと思います。私が会長を務めております
阿寒アイヌ協会は、公益社団法人北海道アイヌ協会の第 1 類正会員となっておりまして、
目的も北海道アイヌ協会と同じです。主にアイヌの社会的地位の向上や文化の保存・伝承及
び発展に寄与することを目的に活動しています。 

写真１ 阿寒湖アイヌコタン（撮影：岡田真弓）
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 現在の阿寒アイヌ協会の会員数は 50 歳以上が大半を占めていまして、ちょうど私が 56
歳で一番多い年代となっております。男女ともほぼ同じ数で、課題は若い世代のアイヌが少
ないことです。一度、就職または進学でコタンを出たらなかなか戻ってこないのが現状で、
後からもお話ししますが、ここが担い手問題の根源かと思います。釧路市全体で見ますと、
約 500 世帯、1,100 人ほどのアイヌが暮らしております。その多くが、釧路地区の市街地
に暮らしており（955 人、433 世帯）、阿寒地区には 145 人、62 世帯が、阿寒湖温泉には、
120 人ぐらいのアイヌが暮らしています。 
 次に、阿寒アイヌ民族文化保存会をご紹介します。保存会は、各地域のアイヌ文化、とく
に舞踊やアイヌ語の継承および担い手育成を目的に活動している組織です。阿寒アイヌ民
族文化保存会に特徴的なのが、ユーカラ座の育成です。阿寒湖では昔から、アイヌの神謡集
に基づいた演劇づくりを行い、舞踊として公演してきました。それがユーカラ座です。ユー
カラ座では、これまでにもアイヌの神謡集に基づいた舞踊劇を、パリや東京などで披露して
きました。いまも一応ユーカラ座がありまして、いつでも練習をして演劇の舞台に立てる準
備ができています。 
 阿寒アイヌ工芸協同組合は、阿寒湖コタンでの商売に関する組織です。阿寒アイヌ工芸協
同組合は、例えば阿寒湖アイヌシアターイコロやオンネチセなどの共同施設の維持管理をし
たり、共同で販売する商品をまとめて買って組合員に卸したりします。また、阿寒湖アイヌ
工芸協同組合では、阿寒アイヌシアターイコロでの演目づくりにも携わり、公演によって得
られる収入で組合の運営を行っています。 
 最後に、阿寒湖コタン調整委員会という組織をご紹介します。これは、前田一歩園財団と
の阿寒湖アイヌコタンの土地の賃貸借、およびコタン内の調整全般を行う組織です。例えば、
阿寒湖アイヌコタンからアイヌが出ていった場合、あるいは亡くなった場合、土地が空きま
す。その際、誰にその土地を継いでもらおうか、誰に使ってもらおうか、そういった調整を
行い、前田一歩園財団と交渉をする組織です。 
 
２－２．イオル再生事業と文化伝承活動 
 次に私どもで取り組んでおります、イオル再生事業を紹介します。現在、道内 6地域がイ
オル再生事業に取り組んでおり、白老が中核イオルに設定され、一番初めに着手されました。
次に平取、札幌、静内、十勝、私どもの釧路、阿寒の順です。ここでは、釧路アイヌ協会と
阿寒アイヌ協会が一緒にこの事業に取り組んでおります。スライド 8 の地図には旭川が出
ていますが、旭川はまだスタートしていません。 
 イオル再生事業とは、アイヌの伝統的生活空間の再生を目的としており、アイヌ文化と関
わりの深い有用植物、樹木や草、木の実などを保護し育成するなどの活動を行っています。
こうしたアイヌ文化に不可欠な資源を保護し育成した先には、樹木ですと生活道具を作る、
山菜ですとアイヌ料理を作る、そういったアイヌの伝統的生活を再現させる取組が行われ
ます。アイヌの伝統的生活空間の再生や伝統文化の実践のほかにも、こうした活動を文化交
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流を通じて一般市民に対して普及啓発することも、事業の一環として行われています。 
 

 
 
 
 
阿寒湖周辺には、立派な大自然があり、湖も川もあります。さらに、阿寒摩周国立公園で
あることも考えますと、私たちはいまある森を中核にイオル再生事業を展開していこうと
考えました。基本的には、植樹をしたり、草を植えたりはしない方向でいます。一方、釧路
アイヌ協会が進めている釧路市街地でのイオル再生事業の舞台は海です。アイヌは交易も
していましたから、海を中核としたイオル再生事業です。さらに、釧路ではガマを栽培した
り、ギョウジャニンニクを栽培したり、そういった水辺の植生環境復元にも力を入れていま
す。 
 阿寒に話を戻しますと、私たちのイオルの地域拠点は阿寒湖アイヌシアターイコロです
（スライド 10）。多様な自然環境に囲まれた阿寒で取り組まれる様々な文化伝承活動の舞
台、そしてそれらが文化交流を通じて地域住民や国内外の観光客に向けて発信される舞台
としての阿寒湖アイヌシアターです。阿寒湖アイヌシアターのすぐ近くに、オンネチセとい
う建物があり、阿寒アイヌコンサルンの事務所もそこにあります。現在、アイヌ政策推進交
付金事業の一環で整備を進めており、オンネチセ内にアイヌアートミュージアムをつくり
ました。さらに厨房も併設して、ツアーのお客様にアイヌ料理を楽しんでもらうことができ
る施設にしました。アイヌシアターイコロの左側に森がありますが、ここがイオルの展開地
となっています。ここには、アイヌの有用植物がたくさんあり、各有用植物に関する説明板
を設置したり、散策路を整備したりすることで、観光客がアイヌ文化と植物について学べる
空間をつくりました。この森から阿寒湖にかけてのエリアにも森があり、ここでもイオル再

図１ 阿寒湖アイヌコタンのイオル概念図（スライド 9、出所：「阿寒・釧路地区地
域イオル提案書」6頁）
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生事業が行われています。先ほどの場所と同じく、この森にも散策路を敷設しまして、後ほ
どご紹介しますガイド事業でもこの散策路を活用しています。 
 阿寒湖アイヌシアターイコロの収容人数は、座席数が 332、立ち見を入れますと 450 人
ほどの施設です。劇場はすり鉢状になっており、すり鉢状の下にステージがあります。ここ
では「アイヌ古式舞踊」のほかにも「阿寒湖アイヌが演じる人形劇」、「イオマンテの火まつ
り」、「ユーカラ劇」といった様々な演目が上演されています。 
 先ほどご紹介したオンネチセの隣に、アイヌの伝統家屋を復元したポンチセという建物
があります（スライド 14）。床には囲炉裏が切ってあり、ここで伝統儀式をやっています。
復元された伝統家屋なので、床や壁には断熱材が入っていて、冬でも温かいです。この写真
では、ポンチセの壁沿いに様々な展示物が置いてありますが、これは新しく整備したオンネ
チセの方へ移動しました。したがって、現在は囲炉裏とつり棚だけが残されており、おもに
伝統儀式の時のみ使用しています。 
 阿寒湖アイヌコタンでは、文化体験プランをガイド事業やイオル事業といった様々な事
業のなかで行ってきました。木彫りの体験、刺繍の体験、そしてムックリづくりおよび鳴ら
し方の講座などを文化体験プランで提供しています。 
最近、阿寒湖アイヌコタンで取り組んだプロジェクトに『阿寒ユーカラ ロストカムイ』

の上演があります。アイヌの伝統舞踊と現代舞踊、そしてデジタルアートを融合させた演目
となっておりますi。アイヌ女性はかつて口に入れ墨をしていたものですから、『ロストカム
イ』の宣伝ポスターではそれを再現し、公演のなかでも入れ墨をしてやっております。この
ように伝統文化に現代音楽や映像を入れてみる、という新しい挑戦的取組も阿寒湖アイヌ
コタンの特徴だと思います。 
 
２－３．アイヌの知的財産の保護に向けて 
 阿寒湖アイヌコタンでは、アイヌ文様やアイヌ語といった私たちアイヌ民族の文化を知
的財産と考えています。私たちはいま、先祖から受け継ぎ、育んできた知的財産を適切に使
用することで普及させようという活動を行っています。アイヌ民族以外の人たちにも、アイ
ヌ民族の知的財産を適切に使用してもらい、そして何より広く知られてほしいと、そのよう
に思っております。 
 先ほど『ゴールデンカムイ』の話題が出ましたが、『ゴールデンカムイ』を見たお客様が
網走刑務所に多く来館されるようになったため、受刑者が刑務作業で作る製品にアイヌ文
様を入れたいという相談がありました。そこで、網走刑務所の製品に入れるアイヌ文様を私
たちが監修して、製品化してもらいました（スライド 18）。網走刑務所で販売しているアイ
ヌ文様入りのエプロンは、公益財団法人矯正協会から優れた刑務所作業製品に贈られる賞
を取ったそうで、現在ではこのエプロンは全国の刑務所で販売されているそうです。 
 私たちは、アイヌ文化を知的財産として保護していく取組を始めたわけですが、実はすで
に 20年ほど前からアイヌ知的所有権研究会を立ち上げていました。阿寒湖にある鶴雅グル
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ープさんから、ホテルのなかにアイヌ文化を取り入れたいという要望をいただいたことが
きっかけでした。その際、アイヌ知的財産権の研究会をつくり、鶴雅グループさんとの対応
に当たりました。鶴雅グループさんでは、従業員の制服にもアイヌ文様をプリントではなく
刺繍で入れたいということで、阿寒湖アイヌコタンの女性たちが刺繍を施しました。そして、
阿寒湖アイヌコタンで作成した製品を鶴雅グループさんに買ってもらい、その収益をアイ
ヌ知的所有権研究会の今後の活動経費として積み立てていく、というふうにしました。 
 ただ、鶴雅グループさんとの一連の作業が一段落してからは、アイヌ知的所有権研究会の
活動も止まっていました。その結果、周囲もだんだんとアイヌ知的所有権研究会のことを忘
れてしまい、企業が阿寒湖アイヌコタンの個人に直接仕事を依頼したり、それに伴ってトラ
ブルも起きたりしました。こうした状況のなか、『ゴールデンカムイ』の影響によってアイ
ヌ文化への関心もより高まってきたことから、私たちももう一度、このアイヌ知的所有権研
究会を再構築して体制を整えようということになり、阿寒アイヌコンサルン設立に向けて
動き出しました。阿寒アイヌコンサルンは、2019 年 5月 16 日に設立総会を開き、8月 28
日に正式に一般社団法人として設立されました。 
これまでにも、北海道内外の企業などから、「アイヌ語を商品名に使いたい」、「アイヌ文
様をデザインに取り入れたい」、「アイヌの神話を舞台にしたい」、または「アイヌの古式舞
踊を披露してもらいたい」などの相談がありました。こうした外部からの相談に対し、阿寒
湖アイヌコタンのどの組織（阿寒アイヌ協会、阿寒アイヌ民族文化保存会、阿寒アイヌ工芸
協同組合、コタン調整委員会）が依頼を
引き受けるかという点は、コタン内部で
も議論になっていました。そこで、阿寒
アイヌコンサルンが相談者からの依頼
を受ける窓口となり、その依頼内容に応
じて最も適切な組織に対応してもらえ
るようコーディネートする役目を果た
すようにしています（スライド 20）。冒
頭でご紹介した阿寒湖アイヌコタンの4
組織の会員に、阿寒アイヌコンサルンの
役員になってもらい、阿寒アイヌコンサ
ルンで受けた依頼内容を各組織の代表
で合議するようにしています。阿寒アイ
ヌコンサルンが監修・制作したアイヌ文
様や製品などには、アイヌ文化の適切な
利用であることを認証するマークとコ
ードを発行しています。相談者は、阿寒
アイヌコンサルンにコンサルティング

図 2 認証票（スライド 20より転載）

図２ 認証票（スライド 20より転載）
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料や認証料を支払うことで、この認証マーク付きのアイヌ文様などを使用できるようにな
ります。認証マークには、アイヌ知的財産権の略であるＡＩＰＲ（Ainu Intellectual 
Property Rights）と書いてあり、商標登録もしてあります。これを認証ＩＤと一緒に交付
しています。図 2の認証票は網走刑務所からの依頼の際に発行したもので、認証先、認証コ
ード、発行年月日、商品内容が記載されています。認証票を発行することで、その認証票を
発行したアイヌ文化に対して、私たちが責任を持つことになります。もし、阿寒アイヌコン
サルンが認証したアイヌ文様や製品について、他地域のアイヌなどから質問がきた場合で
も、コンサルンが責任を持って対応しますということで認証票を発行しています。 
 
 阿寒アイヌコンサルンのことを広く知ってもらおうと、新聞に広告も出しました（スライ
ド 21）。この新聞広告を見て相談に来たという方もいて、去年に比べて今年は相談件数が増
え、実際に契約まで進んでいる事業もあります。今年の 9月には、阿寒アイヌコンサルンの
ホームページもつくりii、コンサルンが受ける代表的な相談内容（アイヌ文様、アイヌ語、
アイヌ芸能、アイヌ料理）を掲載し、こういったことに関心のあるお客様に対応しています
（スライド 22-23）。ホームページの「アイヌ文化のクリエーターの紹介」というところで、
阿寒アイヌコンサルンが認定したクリエーターを紹介しています。みんな物づくりをする
人たちで、彫刻家だったり、刺繍家だったり、織物をする人、アイヌ料理が得意な人、講話
が得意な人、いろいろな分野のクリエーターとして登録しています。相談者から依頼が来る
と、コンサルンのなかにある 5 名で構成される認定委員会が、依頼内容に最も適したクリ
エーターを選んで派遣（アイヌ文様のデザイン、あるいは伝統芸能の上演など）する仕組で
す。 
 ここからは、なぜ会社をつくったのかをご説明したいと思います。2019 年の「アイヌ施
策推進法」を契機に、アイヌ政策推進交付金というものが付くようになりました。この交付
金事業を、私たちアイヌ自身が自分たちの意思に基づいて活用していくための受け皿、ウタ
リ（同胞）の手による「法人格」を持つ組織が必要だったため、会社をつくることになりま
した。さらに、コタンには複数の組織がありますので、組織間の調整をする役目を果たす会
社をつくろうということになりました。 
 阿寒アイヌコンサルンが担う事業としては、⑴知的財産の管理、⑵舞踊・工芸・食・ウパ
シクマ（言い伝えや伝説）・儀式などの文化継承と後継者育成、⑶アイヌ文化デザインの商
品開発・販売、その監修、⑷文化情報の発信（舞踊公演や楽器の演奏事業を域外に派遣）、
⑸アイヌ文化ガイドの域内事業等のマネジメントを行っています。こういった事業化ノウ
ハウの確立と、他の地域のアイヌとのノウハウ共有をやっていこうと思っております。 
 現在、コタンには阿寒アイヌ民族保存会、阿寒アイヌ工芸協同組合や観光協会もあります。
しかし既存の組織ではなく、なぜ新しい組織が必要になったのかという点をお話しします。
新しい交付金事業の受け皿となる組織は、観光振興に限らず、舞踊、工芸、儀式、料理など
の文化伝承を推進していく必要があります。また、観光地（阿寒）における収益だけでなく、
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ほかの国や地域においても文化交流や情報発信などを通じて阿寒湖アイヌコタンが経済活
動を行えるようにしたいと考えています。そうすると、文化伝承、文化交流、情報発信、知
的財産の適正管理をアイヌ自身で実践できる既存の組織はなかったため、新しい組織を作
ることにしました。 
次に、なぜ一般社団法人を選択したかですが、知的財産の適正管理を通じて得られた収益
は、阿寒湖アイヌコタンの国内外における文化交流、情報発信、阿寒湖アイヌコタンの文化
伝承促進といった公益目的で用いるからというのが理由です。一般社団法人は、非営利で社
会貢献を目的とする団体なので、知的財産管理などで収入を得る場合、営利目的の株式会社
よりも社会的信用力が高くなるため、円滑に事業をすすめることができると考えました。さ
らに、一般社団法人は発起人が 2 人以上で済むのでコンパクトにスタートできますが、設
立には 30 万円ほど掛かります。また課税対象にもなります。ＮＰＯ法人は、賛同人が 10
名以上必要で、スタート後の意思決定も煩雑になります。ですが、設立に費用はかからず、
非課税ということでした。しかし、何よりそのときは急いでいたこともあって、みんなで検
討した結果、一般社団法人でいこうということになりました。 
 ここで、阿寒アイヌコンサルンの強みをまとめてみました。私たちは、新しい交付金事業
を阿寒湖アイヌコタンの意思に基づいて主体的に活用していくため、私たちアイヌによる
法人組織を設立しました。また、文化伝承や文化交流、情報発信、知的財産の適正管理を私
たち自身で行うため、阿寒湖アイヌコタンの各組織と外部の依頼者とをつなぐ役割も期待
されています。知的財産保護事業からの収益は、コタンの国内外における文化交流、情報発
信、阿寒湖アイヌコタンの文化伝承促進に充て、持続可能な文化伝承や後継者育成を目指し
ていきたいと考えています。 
 
２－４．次の挑戦 
 もう 1 つご紹介させてもらいたいのが、アイヌ文化周遊ルート造成事業についてです。
北海道観光振興機構の周遊ルート造成事業に申請し、3年間助成金が認められたので、アイ
ヌの文化伝承を活発に行っている道内各地域を結ぶ公益周遊ルート造成事業に取り組みま
した。アイヌ文化活用における広域連携にむけたアイヌ文化周遊ルートづくりです。私たち
は、ユーカラ街道プレミアムと呼んでいて、白老を拠点として白老からお客様を各地域に、
また阿寒に来たお客様にほかの地域にも行ってもらうことを目指しています。各地域の特
色ある文化、得意な文化を観光コンテンツづくりに活かそうということで、アイヌ文化周遊
ルートづくり協議会を設立しました。この協議会のメンバーである阿寒、白老、旭川、札幌、
函館、平取は、公益周遊ルート・ユーカラ街道づくりのために、まず地域文化の洗い出し、
そしてその磨き上げ、さらにはユーカラガイド事業の展開に向けたガイド養成も行っていま
す。さらに、ユーカラ街道をプレミアムな旅行にしようということで、阿寒の場合はオンネ
チセを整備しました。 
 各地域で得意な分野を出し合いました（スライド 30）。阿寒の行事ですと、まりも祭りや
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ヒメマス祭り、アイヌアートショーがあります。先ほどお話しした『ロストカムイ』や 『カ
ムイルミナ』といった公演や体験型アクティビティもやっています。札幌は都会ですから、
アイヌミュージックのコンサートをやってはどうですか。旭川には有名な動物園があり、そ
の動物園にはアイヌが神と信じている動物がたくさんいますので、その動物たちを紹介す
るだけでも十分なコンテンツになりますね。平取は伝統工芸品が得意ですから、平取はそこ
を前面に出しましょう、といった話し合いを 3年間続けて、コンテンツに磨きをかけて商
品化を図っています。いまのところ、各地域で単発商品を作っていて、すでに試行している
地域もあります。近い将来、すべての地域をつなげて 1週間のツアーにしたいと思ってい
ます。 
 このユーカラ街道事業でもガイド養成をしていますが、阿寒ではこのたびのアイヌ政策推
進交付金事業のなかでも、ガイド養成およびガイドツアーのコースづくりを行い、すでに 6
月 1 日からガイドツアーの予約を開始しています（スライド 31）。最初の頃は非常に良い
反響をいただき、予約が結構たくさん入っていました。残念ながら、コロナの影響で予約数
が減ったり、ガイドツアーもストップしたり再開したりせねばならず、という状況です。 
 いま、阿寒アイヌコンサルンの事務所が入っているオンネチセも、アイヌ政策推進交付金
で整備しました。ユーカラ街道づくりのなかで、ツアーには食が付き物だというアイデアが
出たので、この建物のなかに厨房も整備しました。オンネチセでカムイノミ儀式をやって、
その儀式の後にアイヌ料理を食べてもらえるように、食事スペースも併設しました。オンネ
チセのなかでは（スライド 33）、アイヌアートを展示しています。ほかの地域には、立派な
博物館がたくさんあります。また、釧路市にも立派な博物館があります。私たちは、アイヌ
アートを重視したミュージアムにすることにし、その点でほかの地域と差別化しようと考
えています。ここ（スライド 34）が儀式をするスペースで、床に囲炉裏を切りました。こ
の囲炉裏は可動式となっていまして、上にある火棚もボタン 1つで上に上がっていくよう
になっていますので、例えばここで古式舞踊のミニライブを開催したいときは、囲炉裏を移
動してステージに変更できるようになりました。 
 

３．阿寒湖アイヌコタンにおける「観光現場の挑戦」 

 
（岡田真弓） ここからは私と廣野さんとの対談形式で、廣野さんのご講演内容をもう少し
掘り下げていきたいと思います。まず私から 1つ質問させてください。アイヌ民族やアイ
ヌ文化に対する関心が高まっている一方で、アイヌ文様が適切に使われていなかったり、ア
イヌ語が間違って使用されていたりすることも多く見られたので、それがアイヌ文化を適
切な形で使用してもらうことで保護していきたいという想いにつながったというお話だっ
たと思います。阿寒アイヌコンサルンの設立、あるいはもうすでに 20年も歴史があるアイ
ヌ知的所有権研究会を立ち上げる際の具体的なきっかけ、あるいはコンサルンという会社
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を立ち上げる際に参考になった国内外の事例などがありましたら教えてください。 
 
（廣野洋） 私は一時期バスの運転手をしていたことがあります。バスを運転していますか
ら、ほかのバスをすごく見るわけですよ。阿寒湖は観光地ですから、いろいろなバスが入っ
てきますが、どう見ても怪しい文様が多い。これはアイヌ文様ということで描いているのか
な？というのが増えてきました。アイヌ文化が注目されるにつれて、どんどんそういった文
様が増え、さらにはアイヌ語を間違えて使っているものもありました。こうした体験がきっ
かけとなり、アイヌ文様もアイヌ語も適切に伝えなければだめだと思うようになりました。 
 その時にちょうど『ゴールデンカムイ』が流行っていまして、網走刑務所からアイヌ文様
のデザインを使いたいという相談がありました。網走刑務所は筋をちゃんと立てて、使って
いいかと相談してくれたんです。デザインも何回も何回も打ち合わせをして、作り上げてい
きました。間違ったものが出回ると、やはり私たちは悲しくなるんですね、自分たちの先祖
から受け継いだものなので。すでにちゃんとした組織（アイヌ知的所有権研究会）があるの
だから、本格的に取り組みましょうとみんなに声を掛けました。 
 そして海外では一度、2017 年にアメリカのワシントンＤ.Ｃ.で開催された先住民アート
ショーを見に行きました。 
 
（岡田真弓） 先住民アートショーですか。 
 
（廣野洋） そうです。先住民族の知的財産権のことで北大の先生に相談したら、先進地を
見に行くのが一番だということだったので、アメリカで開催された先住民アートショーを
見に行きました。ワシントンＤ.Ｃ.にある国立アメリカンインディアン博物館のなかに、ア
メリカ先住民のアーティストがいっぱいお店を出していて、そこでバイヤーが商品を買い
付けるための商談をしていました。こっそり見ていると、高額な値段でやりとりしている。
絵を描いている人、彫刻や彫金や織物をしている人などいろいろなアーティストがいて、お
客様の数も数え切れないほどびっしりいました。海外では、先住民政策のなかでこういった
工芸品のブランド化が進んでいるなと思いました。 
 
（岡田真弓） ビジネス側と先住民族のアーティスト側が、対等に交渉できる機会がある状
況を見られたということですね。 
 
（廣野洋） そうですね。やっぱり文化を大切にしている。海外の博物館はどこへ行っても
いっぱいですね。例えば、先住民族政策が進んでいるニュージーランドに行った際、テ・プ
イア博物館（ロトルアにあるニュージーランドの先住民マオリの文化を紹介する施設）に行
きましたが、やはりここもお客さんがあふれていました。マオリの伝統舞踊公演も私たちの
阿寒どころの比じゃない。あちらこちらでショーをやっていたり、工芸品を売っていたり。
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ニュージーランドでも、マオリの組織が認証した工芸品には認証マークがついていて、アー
ティストの顔写真もついていました。こうした取組をみて、やはりアイヌもやらなければだ
めだと思いました。さらにテ・プイアには、私たちがやろうとしている担い手育成のための
施設もありました。マオリの若者たちは、そこでお給料をもらいながら伝統文化を何年間か
学び、その後、マオリ文化に関連するところに就職する。施設では、就職の斡旋もしてくれ
るそうです。まさにこれこそが私たちのやりたいことで、いまはそれを目標にやっています。 
 
（岡田真弓） なるほど。阿寒アイヌコンサルン設立の背景には、先住民文化に対して高い
関心が寄せられるなかで、まさに先住民族のアイデンティティーにもかかわる文様や言葉
を適切に普及していくためには、先住民自身による文化マネジメントが必要だと感じられ
たのですね。阿寒アイヌコンサルンの設立から約 1 年が経とうとしているところですが、
実際に事業を開始されて新たに見えてきた課題はありますか。 
 
（廣野洋） 認証事業のなかでアイヌ文様のデザインの依頼がきた場合、デザイン作成のた
めのデザイン料がかかります。デザイン料には、認証料が含まれています。また、阿寒アイ
ヌコンサルンの規定では、認証したデザインまたはコンサルンが蓄積・保有するデザインを
使って商品を販売する場合、テクニカル料がかかることを定めていますiii。いわゆるロイヤ
ルティーとよばれるものです。しかし地元の阿寒や釧路ですと、いままで自由にアイヌ文様
を使っていたので、小さな商店や卸問屋さんにはテクニカル料についてなかなか理解して
もらえません。どうしたら分かってもらえるかが、いま一番の課題ですね。 
 
（岡田真弓） 本日のご発表ですと、阿寒アイヌコンサルンで得られた収益は、阿寒湖アイ
ヌコタンの後継者育成や国内外での文化交流や情報発信などの事業に充てたいということ
でした。また、文化伝承と人材育成、そして新たな文化の創造というサイクルを回していく
ためのビジネスという位置付けだからこそ一般社団法人を選択したというお話でしたが、
長期的にはそういう目標があるということですよね。 
 
（廣野洋） そうです。コンサルンの収益でもって次の事業展開の資金にしたいと思ってい
ます。一般社団法人ですので、お金をもうけるための会社ではありません。アイヌの人たち
の収入につながる事業を展開するためのサイクルづくりを目指しています。これは、後でご
意見があればぜひアドバイスをしていただければなと思います。 
 
（岡田真弓） 文化を確実に次世代に継承していくためには、どうしても資金がなければい
けない。それを自分たちの文化力でつくり出していく仕組がいま模索されているというこ
とだと思います。私からの最後の質問です。廣野さんが描く阿寒湖アイヌコタンの将来像、
未来像というものがあれば教えてください。 
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（廣野洋） この知的財産保護事業のほかに、アーティストのブランド化を図る事業や後継
者育成事業をやっています。そのほかにもいろいろな取組をやっていますが、最初にもお話
しした通り、やはり地元に魅力がなければ、伝承を受けて担っていく子供たちが戻ってこな
いと思います。また、田舎ですし交通も不便ですから、ほかの地域から逆に来てもらうとい
うことも地元に何か魅力がないと来てくれないと思います。私たちは、アーティストたちが
アイヌ文化を使って収入を得て生活できるように、販路を拡大して新しいものに挑戦して
つくっていく。阿寒はそういう地域ですから。後継者育成事業では、どんどん工芸家やアー
ティストを増やして、このコタン内で事業を回していけるようにしたいと考えています。ま
た、アイヌシアターでも踊り子が不足しています。阿寒湖アイヌコタンに集まった若者が踊
り子もできる、物づくりもできる、住むところもある、そういったコタンにしていきたいと
思います。 
 
（岡田真弓） はい、ありがとうございます。実はフロアからもいくつか質問がきています
ので、ご紹介しつつ、もしお答えできるものがあればお願いします。 
 まず阿寒アイヌコンサルンが取り組まれている知的財産保護事業は、阿寒のアイヌ文化
にかかわるものをメインにやっているのでしょうか。それとも、アイヌ文化全般なのでしょ
うか。もし阿寒アイヌコンサルン以外でも、似たような保護事業をやっている組織があれば
教えてください、というのが 1つ目の質問です。 
 
（廣野洋） 札幌アイヌ協会は実際に取り組んでいると思いますが、どこまで進んでいるか
は分かりません。いま、平取や白老などのほかの地域とも連携してやりましょうという話を
しているので、今後はほかの地域でも同様の取組が出てくると思います。私たちは独占しよ
うという考えは全然なくて、これをどんどん各地域に広めて、どこの地域でもやるという体
制にできればいいと思っています。私は北海道アイヌ協会の理事でもあるのですが、今度機
会があれば、北海道アイヌ協会の理事会でもぜひ各地域で取り組みましょうという話をし
たいと思っています。 
 
（岡田真弓） 現在は阿寒にゆかりのある文様や言葉がコンサルンのメインになっている
けれども、ゆくゆくはこういった知的財産保護事業を各地域と連携してやっていけるよう
にしたいということですね。ありがとうございます。 
 2 つ目の質問です。『ゴールデンカムイ』などアイヌ文化を題材にしたコンテンツは、海
外でも注目度が高いといわれています。コンサルンもまた海外でのアイヌ文化発信やコン
サルタント業務をしたいということをおっしゃっていましたが、これまでに海外からそう
いった問い合わせは来ていますか。 
 
（廣野洋） いまのところきていません。 
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（岡田真弓） これからということですね。 
 
（廣野洋） ええ、そうなると思います。阿寒湖は観光地なので、窓口を開いていますと様々
な海外の先住民との交流の話をいただきます。これまでも、海外の先住民との交流経験は何
回もあり、例えば 2018 年にはアメリカのセミノール族が来て意見交換をしたりしました。
これはコンサルンでやったわけではありませんが、今後はそういう依頼がくれば進んでや
っていきたいと思います。 
 
（岡田真弓） わかりました。フロアからの最後の質問になります。阿寒は人材育成のビジ
ョンを強く持っている印象を受けましたが、例えばウポポイでの運営においてもそういっ
た人材育成のノウハウについて、何かしら阿寒からアドバイスをしたり、あるいはノウハウ
を共有したりということはありますか、という質問です。いかがでしょうか。 
 
（廣野洋） これはあります。先ほどのユーカラ街道もそうですが、いろいろな面で協力し
ていきたいと思っています。知的財産保護事業についても白老からヒアリングに来てくれ
ました。 
 
（岡田真弓） 阿寒での先駆的な取組のなかで得られたノウハウや知見を、各地域と共有し
ながら課題解決に向かっていくということですね。 
 
（廣野洋） そうですね。 
 
（岡田真弓） ありがとうございました。フロアからもまだ質問をいただいていますが、そ
ろそろ閉会のお時間が近づいてまいりました。廣野さん、もし最後に何か今日聴いてくださ
っている皆様にメッセージがあれば、お願いいたします。 
 
（廣野洋） 先ほど一番の課題としてお話ししたテクニカル料、ロイヤルティーを設定する
ことについて。その辺のアドバイスを聞きたいと思っているので、知恵を貸していただきた
いなと思います。 
 
（岡田真弓） いままさに北海道観光、日本の観光は、アイヌ民族やアイヌ文化とどのよう
な関係性を構築していくかという点で、新たなステージを迎えていると感じています。こう
した状況のなか、文化伝承と経済活動を両立するツールとして観光を積極的に使いたいと
いうアイヌの方々からの要望に対して、観光学に身を置く私たち研究者はどういう貢献が
できるのかということを考えなければいけないと思っております。本日、聴講してくださっ
た皆様のなかで、廣野さんからの問いかけに対するヒントやアイデアをお持ちの方がいら
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っしゃいましたら、ぜひ廣野さんでも私の方でもご連絡いただければ幸いです。 
 それでは、本日の公開講座はこちらで閉会とさせていただきます。阿寒湖アイヌコタンか
らご参加いただきました廣野さん、本日は誠にありがとうございました。ソンノ・イヤイラ
イケレ。 
 
（廣野洋） どうもありがとうございました。イヤイライケレ。 
 

参考文献： 

煎本孝 
 2001 「まりも祭りの創造：アイヌの帰属性と民族的共生」『民族學研究』66(3), 320-343. 
齋藤玲子 
1999 「阿寒観光とアイヌ文化に関する研究ノート：昭和 40年代までの阿寒紹介記事を
中心に」『北海道立北方民族博物館研究紀要』8, 111-124. 
2000 「北海道観光案内のなかのアイヌ文化紹介の変遷：昭和期の旅行案内・北海道紹
介記事の考察をとうして」『昭和女子大学国際文化研究所紀要』6, 29-42. 

i 公開講座では、YouTube で公開されている『ロストカムイ』のプロモーション動画を上
映した。https://www.youtube.com/watch?v=2xmkmRn3w8g&feature=youtu.be
（2020 年 2月 25 日アクセス） 
ii 阿寒アイヌコンサルンのホームページ。https://a-ainucon.com/（2020 年 2月 25日ア
クセス） 
iii 詳細は、阿寒アイヌコンサルンの認証事業参考価格表を参照。 
https://a-ainucon.com/wordpress/wp-
content/themes/%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%8C%E3%82%B3%E3%83%B3%E
3%82%B5%E3%83%AB%E3%83%B3/img/price.pdf（2020 年 2月 26 日アクセス） 
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『ツーリズムを通した心の復興に向けて』 
CATS 叢書第 14 号，北海道大学観光学高等研究センター（2021） 

第４回 ツーリズムを通した心の復興に向けて 

―埼玉県と大槌町の挑戦から 

島田 邦弘 
埼玉県産業労働部観光課 課長

安藤 彰紀 
おおつちバラエティショー実行委員会 企画プロデューサー

山村 高淑 
観光学高等研究センター 教授

１．はじめに 

 
１－１．登壇者紹介 
（山村高淑） 皆さん、こんばんは。本日のホストを務めます観光学高等センターの山村高
淑と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。本日は、埼玉県産業労働部観光課課長
の島田邦弘様、おおつちバラエティショー実行委員会企画プロデューサーの安藤彰紀様を
ゲストに迎え、『ツーリズムを通した心の復興に向けて―埼玉県と大槌町の挑戦から』と
題してお送りして参ります。お越しいただいていると申しましても、実はさいたま市、大槌
町、札幌市の 3地点をオンラインで結んで生配信致します。これから 90分間、お付き合い
の程何卒宜しくお願い申し上げます。さて、本日のゲストお二方を、まずは私の方からご紹
介申し上げます。 
お一人目のゲスト、埼玉県産業労働部観光課課長の島田邦弘様をお招きしております。埼
玉県にお生まれになり、埼玉県庁入庁後、神川町の副町長、県の国際課長などを経て、平成
30 年から現職でいらっしゃいます。地域の活性化や広報業務等を主に担当される中で、マ
ンガ・アニメ作品『らき☆すた』に出会ったことを契機に、現在では公私を問わず県内各地
のマンガ・アニメを活用したまちおこし活動にコミットされていらっしゃいます。マンガ作
品やアニメーション作品と、地域とのコラボレーションを、自治体の現場でコーディネイト
されてきた第一任者でいらっしゃいます。 
続いてお二人目のゲストは、岩手県大槌町でおおつちバラエティショー実行委員会の企
画プロデューサーをなさっていらっしゃる安藤彰紀様です。2014 年に兎塚エイジ氏デザイ
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ンによるオリジナルアニメプロジェクト『曲花村役場（仮）』を開始、2015 年からは、おお
つちバラエティーショーに携わり、アニメや実写映像作品、演劇、音楽、体験移住等を活用
して〈メディアミックス地域おこし〉を実践されています。この〈メディアミックス地域お
こし〉という言葉は、安藤さんの造語なのですが、非常に興味深い概念だと思いますので、
後ほどゆっくりお話をお伺いしたいと思います。 
 
１－２．本日の趣旨 
さて、本日のテーマにつきまして、簡単にご説明申し上げます。本日のテーマは、『ツー
リズムを通した心の復興に向けて』です。〈心の復興〉という言葉、実はこれも大槌町の安
藤さんから頂いた言葉です。皆さんご存知のとおり、岩手県大槌町は 2011 年の東日本大震
災で津波による甚大な被害を受けました。そんな中で、インフラの復興とともに地域の皆さ
んの心の復興も非常に重要だということで、大槌町では、〈おおつちバラエティーショー〉
という、地域の皆さん主体の演劇を中心とした公演活動が始まっていったわけです。この
〈心の復興〉という言葉は、今現在私たちが直面しているコロナ禍を地域がどう乗り越えて
いくことができるのか、その場合にも当てはめることができます。様々な問題・課題を、ツ
ーリズムや交流を通して、地域はどう乗り越えていくことができるのか？ 埼玉県と大槌
町の 2つの事例を通して、皆さんと一緒に考えていきたいと思っております。 
また、その際、〈コンテンツツーリズム〉が本日のキーワードとなります。コンテンツと
は、「ポピュラーカルチャーの形で創造、編集され、それ自体を消費することで楽しさを得
られる、物語、キャラクター、ロケ地、その他創造的要素といった情報内容」（山村 2021: 
12）のことを指します。そして、こうした「コンテンツによって動機付けられた、一連のダ
イナミックなツーリズム実践・経験」（山村 2021: 16）をコンテンツツーリズムと呼びま
す。メディアを横断したコンテンツの消費がどのように場所と結び付き、物語世界を身体化
するのか？ 物語世界がどのようにツーリズム実践を生んでいるのか？ そうしたあたり
がコンテンツツーリズムの研究や実践分野での中心的関心になります。本日ご紹介いただ
く 2つの事例も、まさにコンテンツツーリズムの先駆的な取り組みになります。 
 
１－３．3 つの論点 
さて、お二方のお話をお伺いする前に、あらかじめ私のほうから 3 つの論点を提示して

おきたいと思います。 
まず1つ目の論点は、〈メディアミックス地域おこし〉にはどのような可能性があるのか、
という点です。〈メディアミックス〉というのは、もともとコンテンツ産業において、ひと
つのコンテンツを様々なメディア（テレビ、マンガ、アニメ、舞台等）を通して流通させて
いく戦略を指す語なのですが、そういったメディアミックスとリアルな場所との関係性、メ
ディアミックスにおいて場所の持つ意味、このあたりのことを考えていきたいと思います。 
それから 2点目の論点は、〈リアルな場所〉と〈オンライン〉の効果的な組み合わせとは
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一体どんな形なのだろうか、という点です。近年、特にコロナ禍においては、オンラインの
重要性―まさに今回のウェビナーもオンライン開催なのですが―が喧伝されがちです。
しかし一方で、リアルな場所の重要性も変わらずに存在するわけです。どちらが良い悪いと
いうのではなく、双方の組み合わせ、バランスをどう考え、そして、どう効果的に交流を生
むことができるのか、そうした点を考えることが重要だと思うのです。言い方を変えれば、
地域のサポーターを増やしていくためには、〈リアルな場所〉と〈オンライン〉をどういう
戦略で組み合わせていくことが、地域からの視点においては重要なのか、という論点です。 
そして 3点目の論点は、〈世代〉と〈地域〉を越えたつながりはどのように醸成できるの
か、という点です。地域住民どうしのつながり、地域住民と地域外の人々とのつながり、そ
うした人と人のつながりというのは、地域にとって非常に重要な資産です。地域の資産とし
て、人のつながりをどういうふうに位置づけ、育てていくことができるのか？ そして、次
世代を担う人材をどのように育成し、その地域で培ってきたノウハウを、どのように継承し
ていけるのか？  
 こうした 3点を中心に、これから約 90分、ゲストお二人のお話をお伺いしつつ、ツーリ
ズムの本質とは何なのか、ご視聴頂いている皆様と一緒に考えていければと思います。 
以上、簡単ではございますが、本日の趣旨説明とさせて頂きます。 
 それでは早速、まずはおおつちバラエティショー実行委員会の安藤様からご講演をいた
だきたいと思います。安藤様、よろしくお願いいたします。 
 

2．おおつちバラエティーショーの取り組みについて 

 
（安藤彰紀） 岩手県大槌町に住んでおります安藤と申します。よろしくお願い致します。
私は通常サラリーマンで組織に所属しておりますが、本日の話の内容は安藤個人の見解で
あって、組織の見解では無いということをご了承頂けましたら幸いです。 
 まず〈おおつちバラエティーショー〉とは一体何かと申しますと、大槌町において、エン
ターテインメントを活用して地域振興をしよう、という活動です。では、ここで言う〈エン
ターテインメント〉とは何かと言いますと、演劇、音楽、舞踊、アニメ、そして短期移住（バ
ラエティー移住、バラエティーの頭文字を取って V ターン）を指します。こうした取り組
みについて本日大きく 2 つの点からお話させて頂ければと思います。まず 1 点目に大槌町
の紹介。2 点目に、おおつちバラエティーショーについて、その取り組みの具体的な紹介、
です。 
 
２－１．大槌町の紹介 
 皆さん、これから大槌町に関するある数字をご提示します。〈1286〉です。おわかりにな
りますでしょうか？ 
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この数字は東日本大震災による大槌町の人的被害の数です。東日本大震災によって、大槌
町でお亡くなりになられた方、行方不明の方、あるいは関連死の方を含めると、1,286 人に
なります。当時の大槌町の人口約 1 万 5 千人のうち、1,286 人の方が犠牲になられたわけ
です。なお現在の大槌町の人口は 1万 1千人弱というところです。 
地理的な場所ですけれども、大槌町は岩手県沿海部のちょうど真ん中あたりに位置しま
す。岩手県は三陸（陸前・陸中・陸奥）の陸中と言われる部分で、観測衛星から見ると広大
で急峻な山林が広がる場所であることがわかります。岩手県の広さは、四国がすっぽり入る
くらい大きな県で、内陸には工業地帯もありますが、沿岸は例えば鮭など、漁業、水産業が
非常に盛んな県です。 
こちらのスライドは、大槌町の被災前の状況を示す航空写真です。北と南に大きい川があ
って、その周辺部に都市が形成されています。同じ範囲の被災後の航空写真がこちらです。
この赤い区域全てが津波によって被害を受けた範囲になります。住宅地の50%以上、商業用
地の90%以上が津波の被害を受けました。震災前と震災後でこれだけ街の姿が変わってし
まいました。 
 震災後には、家を失われた皆さんのために、応急仮設住宅が町内の 48か所に造られまし
た。仮設住宅にどのくらい入居状況があったかと言いますと、平成 24 年 7 月から平成 26
年 6月までのグラフを見ますと、世帯数で 2千世帯前後、入居人数で約 4,600 人から 3,900
人と、高水準が続きました。被災の詳しい状況は大槌町のホームページの復興レポートiと
いうところで公表しております。当時の仮設住宅入居状況等のデータも最新のものが公表
されておりますので、是非大槌町のホームページをご覧下さい。 
 
２－２．おおつちバラエティーショーについて 
 それでは次に、2点目の〈おおつちバラエティーショー〉についてご紹介したいと思いま
す。ここではおおつちバラエティーショーについて、3点に分けてご説明したいと思います。
まずは〈成果〉、そしてなぜやったかという〈企画意図〉、最後に、バラエティーショーにど
ういった方々が関わったのか、〈スタッフ・キャスト〉についてです。 
 
① 成果について 
まず成果についてですが、一言で言うと、関わった方々に価値観の変化があった、という
ことです。バラエティーショーによって、新しい絆が生まれました。そして県外公演なども
行いましたので町のＰＲにもなりました。例えば今回、このように公開講座にお招き頂き、
町の PRをさせていただく機会を頂ける、これも成果の１つです。 
1 つずつ具体的な成果を挙げて参ります。まず公演をこれまで 7回行いまして、総計 3千
人以上のお客様にご観覧いただいたところです。おおつちバラエティーショーは演劇を中
心にした出し物なのですが、完全にアマチュアが行う公演です。そうしたアマチュア公演を
これだけの方にご覧頂けたことは大きな成果だと感じています。 
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次に短期移住。何をやったかと言いますと、演劇を通じた短期移住、バラエティーのVか
ら〈Vターン〉と銘打ちまして、首都圏在住のお二人の女優の方に、一定期間大槌町に住ん
で頂き、大槌町で公演をしたり、長野県軽井沢町で公演をしたりして頂きました。その後、
お二人は東京に戻られて俳優活動をされていらっしゃいますが、2019 年の大槌公演の際、
再度、大槌にお越し頂き、お一方にはゲスト出演を頂き、お一方には公演を観覧頂きました。
このお二人との絆はいまだに続いております。また、その他、俳優、劇団の皆さん、高校演
劇の皆さん、学術・研究機関の皆さん等と、演劇を通じて関係を構築することが出来ました。 
その他に、バラエティーショーの大きな柱として、音楽（オリジナル楽曲）を作りました。
ただ作った、というのではなく、プロの皆様にボランティアの形でご参画頂くとともに、バ
ラエティーショーのメンバーや町への派遣職員の方々がボランティアのコーラスとして参
加することで、オリジナル楽曲の収録を行いました。このスライドは収録をしている様子な
のですが、本日ご登壇いただく島田様にもゲストとして、コーラス部分でご協力頂きました。
またタレント・歌手のはなわさんの楽曲にコーラス部分で参画させて頂きまして、それを契
機に、はなわさんに、大槌町の観光大使である〈三陸 おおつち PR大使〉を委嘱させて頂
くことに繋がりました。こちらは、埼玉県川越市の尚美学園大学様に無償のボランティアと
いうかたちでお力添えを頂き、音楽の制作・編集をして頂いているところです。 
次は、〈アニメとマンガについての成果〉についてです。『ゼロの使い魔』や『異世界はス

マートフォンとともに。』といったライトノベルでイラストを担当していらっしゃる、イラ
ストレーターの兎塚エイジ先生に、オリジナルのキャラクターとポスターを作っていただ
いております。おおつちバラエティーショーを始める前に、〈Ｏ（オー）町フィルムコミッ
ション〉というグループで、大槌の友人と共に、『曲花村役場（仮）』という完全オリジナル
キャラクターによる企画を立ち上げ（図 1）、2015 年末には同企画でコミケにも参加致しま
した。その際、キャラクターデザインを兎塚先生にお願いしたことがきっかけになって、そ
の後、『バラエティーファミリーズ』というバラエティーショーのアニメ・マンガ企画に発
展していったという経緯がございます（図 2, 3, 4）。こうした中、兎塚エイジ先生にも〈三
陸 おおつち PR大使〉として、町のＰＲにご協力頂いております。いずれにしても、こう
いったオリジナルキャラクターとオリジナルストーリー、それに基づくイラスト・ポスター、
こういったものを目下準備している段階です。これからアニメ・マンガについては、より力
を入れていきたいなと思っております。 
この写真は、東京都営地下鉄の各路線に 2週間、『バラエティーファミリーズ』のイラス
トの中吊りポスターと駅貼りポスターを、東京都様の復興支援というかたちで、無償で掲出
して頂いた際のものです。駅貼りでは、B0判という大きいサイズのポスターを掲出して頂
きました。 
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図 1 兎塚エイジ先生画による『曲花村役場（仮）』 
（ⓒ 兎塚エイジ／中村彬良・安藤彰紀） 

図 2 兎塚エイジ先生画による『バラエティーファミリーズ』（その 1） 
（ⓒ 兎塚エイジ／おおつちバラエティショー実行委員会） 
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図 3 兎塚エイジ先生画による『バラエティーファミリーズ』（その 2：クロスオーバー回） 
（ⓒ 兎塚エイジ／おおつちバラエティショー実行委員会） 

図 4 兎塚エイジ先生画による『バラエティーファミリーズ』（その 3：クロスオーバー回） 
（ⓒ 兎塚エイジ／おおつちバラエティショー実行委員会） 
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② 企画意図について 
次が〈企画意図〉です。おおつちバラエティーショーは、具体的に次の 3つの項目を達成
することを意図して企画されました。すなわち、第一に〈東日本大震災で被災した町におけ
る町民の心の復興〉、第二に〈エンターテインメントにより個人の価値観を改革（意識改革）
すること〉、第三に〈エンターテインメントを通して相互の違い（人種、国家、言語等）を
超えて、町内外の人々の連携を促進すること〉、の三点です。端的にまとめてしまえば、エ
ンターテイメントというものが、相互理解のツールになるのではないかと。そして世界平和
につながっていけばいいなと、そうした願いが根底にございます。エンターテイメントが
〈文化的安全保障〉になるのではないかと思うのです。というのも、例えば音楽やアニメ、
映像等は、良いものであれば言語は不要で国境を超えていく。コンテンツにはそうした側面
があるのではないか、そう考えています。 
 
③ スタッフ・キャストについて 
最後に、スタッフとキャストについてです。事務局を含めて常時 10 から 15 名程度、さ
まざまな経歴と個性を持つ老若男女、10歳から81歳までのメンバーで活動しております。
演劇を 1 本作るのに概ね半年かかりますので、その中で疑似家族といった関係性がメンバ
ー内に生まれてきます。事務局は私を含め4名が中心となってこの企画を運営しています。
バラエティーショーの企画当時、事務局の 4名は、全員震災後に町役場に入った民間企業
出身者で、〈役場内ベンチャーの企画〉であると言うこともできると思います。スライドに、
〈異才×出会い〉と書きましたけれども、例えば、本来出会わなかったであろう人々を交差
させて化学反応を起こす、そういうところが、この企画の特徴だと考えています。例えば、
先程紹介しましたように、プロの歌手や俳優の方々と、全く音楽や演劇に携わったことのな
いアマチュアの方々が、一緒にコーラスをしてアルバムを制作したり、舞台上で共演したり、
そういったことで参加した皆さんの価値観が変わっていきました。 
 そして、ここに、「来る者は拒まず、去る者追わず」という言葉を挙げてあります。ただ
し、いつでも戻れる場所にしよう、と心がけてもいます。例えば、皆さんアマチュアですか
ら、本業のお仕事の都合で、活動に参加できなくなることもよくあるんですね。第 1回目公
演に出演した方が、第 2回・第 3回と参加できずに、第 4回目に戻ってくるとか。第 2回
目出て第 5 回目に戻ってくるとか。そういったふうに、いつでも戻れる場所としての機能
も重視しています。 
 
２－３．まとめ―今後のエンターテイメントと地域振興のあり方 
 最後にまとめとして、「今後のエンターテインメントと地域振興のあり方」についてです。
これは、言葉でお話しするよりも、これらの写真をご覧頂ければと思います（図 5）。アマ
チュアの方も、プロの方も、入り混じって、こうした素晴らしい関係性を築くことが出来ま
した。この写真の皆さんの笑顔が、今後の地域振興のあり方全てを物語ってくれているよう
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に思います。まずは私からは以上でございます。 
 

 

 

３．観光施策としてのアニメ聖地埼玉―アニ玉祭オンライン開催で分かった
こと 

 
（島田邦弘） 皆さん、こんばんは。埼玉県観光課で課長をしております島田と申します。
どうぞよろしくお願い致します。先ほどの安藤さんの発表を伺いながら、何度も頷いてしま
いました。演劇という〈コンテンツ〉を活用して少しでも地域に元気を取り戻そう、復興を
図ろう、そういったことで頑張っていらっしゃる方の話を拝聴することができて、とても幸
せですし、心からおおつちバラエティーショーのお取組みを応援したいと思います。 
さて、安藤さんの場合は演劇というコンテンツのお話でしたが、私の場合はアニメという

コンテンツについて、『観光施策としてのアニメ聖地埼玉―アニ玉祭オンライン開催で分
かったこと』というタイトルでお話したいと思います。 
 

図 5 〈おおつちバラエティーショー〉の面々 
（出所：おおつちバラエティショー実行委員会提供） 
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３－１．埼玉県観光課―はじまりのとき 
皆さん、〈埼玉県〉と聞いて、何を思い浮かべますか？これはコロナ以前からの傾向なん

ですけれども、ここ数年、新聞やテレビ等様々なメディアで本県が取り上げられることが多
くなっています。少し前には、タイトルに〈埼玉〉という文字が入った、とある映画が大ヒ
ットしまして、埼玉県の知名度向上に大きくつながりました。ただその一方で、〈観光〉目
的地としてはどうなのだろう、と考えた場合、埼玉県の観光県としての認知度はまだまだな
のではないか。私ども観光課としても、もう一手、必要なのではないか。そんな思いを常に
持っております。 
 埼玉県観光課は課としての設立が 2009 年（平成 21 年）4 月で、実はまだそんなに古い
歴史を持っておりません。観光課の前身は、ちょうど今の半分くらいの規模の、〈観光振興
室〉という組織でした。その〈観光振興室〉が母体となって、例えば映画やドラマの誘致を
したり撮影支援をしたりするフィルムコミッション事業や、B級グルメに関する事業等、新
しい分野に着手することを契機として、2009 年に埼玉県観光課がスタートしたわけです。 
実は私もその初期メンバーなんです。観光課立ち上げの際には、県の内部でいくつかの政

策的な議論が活発になされました。そもそも埼玉県は観光振興に取り組む必要があるのだ
ろうか？ 取り組む必要があるとすればなぜ取り組むのか？ これにはいろいろな理由が
あると思うんですよね。観光は人の流れを生み、人の流れが生じればそこに経済効果も生ま
れますし、まち自体の活気も生まれる。そもそも〈観光〉という言葉自体が、〈国の光を観
る〉、要は地域のいろいろな資源に光を当てて、その価値をもう一度見直そう、という意味
を持つ言葉ですから、観光は地域自体にもう一度目を向ける大きなきっかけになる。だから
埼玉としても観光振興にもっともっと力を入れるべきだ。そういった議論がありました。 
では、埼玉で観光振興を考える場合、埼玉観光の強みというものがそもそもあるのだろう
か？ これも実は挙げていくと際限なくあるんですけど、例えば、抜群の交通アクセスがあ
る。新幹線だけでも 6路線あります。同様に、高速道路もかなり走っています。なんといっ
ても埼玉県は首都圏という人口 4千万人もの巨大なマーケットの中に位置する。その首都
圏の中だけでも、人が動けば相当大きなインパクトがある。でも、残念ながらこういった観
光振興にとって恵まれた条件を持ちながらも、埼玉の場合は、東京に近すぎるが故に、どち
らかというと観光地としての発展ではなく、東京のベッドタウン的な発展を遂げてきまし
た。政策的にも、良好な住環境のための基本的な生活インフラの整備、その結果としての居
住人口増、といった分野に、かなり多くの予算が振り向けられているのが実態です。 
 ここでとあるデータを紹介したいと思います。コロナウイルス流行前、昨年度（2019 年
度）における各自治体の観光関連当初予算ですが、例えば東京都が 204 億 4 千万円。200
億円超えで、これが全国第 1位。沖縄県では 50億円以上の予算、北海道の場合は道として
10億 7千万円の予算が、それぞれ計上されています。それに対して、埼玉県は 3億 2千万
円。他のいわゆる〈観光県〉と比べると、残念ながら桁が少ない状況です。 
でも、埼玉には素敵な場所がいっぱいあるんです。その魅力を少しでも伝えたい！ そん
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な思いがありまして、観光課を立ち上げる際、ある〈テーゼ〉＝〈命題〉が職員の間で合言
葉になりました。それは、『とにかく尖っていこう！』、というものです。意味するところは、
埼玉らしいアプローチで埼玉の観光を売り込んでいこう。予算が少ないんだったら、ちょっ
と面白い仕掛けをすることでマスコミに注目してもらい、マスコミでどんどん取り上げて
いただくことによって、埼玉の良さをもっと発信できないだろうか。そんな虫のいいことを
考えての観光課のスタートでしたが、実はいまだにちょっと考えております（笑）。 
こうした経緯で埼玉県観光課が立ち上がったわけですが、実は当時、本県の観光施策の方
向性を変える、大きな出来事がありました。 
 
３－２．アニメとの出会い 
 それは観光課が誕生する 2年前の 2007 年（平成 19年）のことでした。埼玉県内の片隅
にとある動きがありました。それは人によっては一見、ユニークで、「んっ？」と疑問を持
つような奇妙な出来事に映るかも知れないのですが、よくよく眺めていくと、すごく心が温
まる、全く新しい観光の形が生まれた出来事でした。この出来事は観光関係者以外にも大き
な衝撃を与えました 
 
①アニメ「らき☆すた」の登場 
 アニメ好きの人だったらもはや説明不要だと思いますが、この出来事のきっかけは、本県
を舞台に設定したアニメ『らき☆すた』という作品のテレビ放送開始です。『らき☆すた』
は『コンプティーク』という雑誌連載の 4 コママンガが原作で、アニメ版が 2007 年 4 月
から 3 ヶ月間テレビ放送されました。同作品では主人公の姉妹が神社の巫女さんという設
定でして、埼玉県久喜市鷲宮地区（当時の鷲宮町）にある鷲宮神社をモデルにその神社が描
かれました。 
このアニメは本当に素晴らしい作品で、テレビ放送開始後まもなく非常に人気が出まし
て、舞台モデルの鷲宮神社をはじめ、鷲宮地区に大勢のアニメファンが訪れました。昨今ア
ニメの舞台地を訪れるファンの行動を〈聖地巡礼〉と呼ぶのが一般化しましたが、まさにそ
の〈聖地巡礼〉の走りとして非常に有名な作品でもあります。この時に地元の商工会が中心
となって、地域の方々とファンの方々をつなぐいくつもの取り組みが行われました。 
そうした取り組みの結果―私自身、公務員でありながら実はあまり数字を言うのが好

きじゃないんですけれども（笑）―鷲宮神社の初詣客が 13 万人から 47 万人に増えまし
た。アニメ放送がきっかけとなってこれだけ大きく増えたのです。さらに地域への経済効果
も大きく、シンクタンク等からも『らき☆すた』が与えた地域の経済効果を試算したような
調査結果が発表されています。 
でも、私が本日特に言いたいことは、こうした経済効果以上に大きなものを、同作品は地
域に生み出してくれた、という点についてです。 
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②２次元インパクト―まちを訪れ回遊してもらえる仕掛けの数々 
 先ほど、当時の鷲宮町商工会がまちおこしの仕掛けをいろいろ展開されたとご紹介しま
したが、それをここで少々ご紹介できればと思います。商工会の皆様が、情熱と、何よりも
遊び心とファンへの感謝の気持ちを持って、いろいろな取り組みをなさいました。 
例えば、こちらは、昨今いろいろな自治体で見かけるようになりましたが―まさにその

走りといっても良いと思います―キャラクターに対して特別住民票を発行するというも
の。この特別住民票はファンの方に大変歓迎されまして、何万枚と売れました。 
それから特にご紹介したいものがこれですね、キャラクターの顔が刻印された絵馬型の
ストラップです（図 6）。キャラクターは 10種類以上あります。そして単にキャラクターを
10 種類以上作ったというだけではなく、販売方法にもこだわったんですね。通常こういっ
たキャラクターグッズを販売する場合、数をいっぱい売ろうと思ったら通信販売等を利用
して、とにかくアニメの人気が高いうちにどんどん売る、というのがマーケティング的には
正しいのだと思います。ただ、鷲宮町商工会では、敢えてそういった方法をとりませんでし
た。地域を訪れてくれた記念として、地域の人と触れ合いながら買ってほしいということで、
商工会に加盟されているお店で販売する。そして、1つのお店につきキャラクターを 2つま
でしか置くことができない。もし宜しければ、他のお店も回って、ぜひ全キャラクターをコ
ンプリートしてみてください、そんな仕掛けをしたのです。 
こちらは、〈飲食店スタンプラリー〉といった、まちを訪れて回遊してもらう仕掛けです。
地域の飲食店で食事をするとスタンプがもらえる。スタンプを集めることで、地域ならでは
のいろいろな記念品がもらえたりする。 
また、これは〈ツンダレソース〉。まさにキャラクターの性格を表現する〈ツンデレ〉に

かぶせた、完全な言葉遊びのソースを販売したんですね。これもキャラクターの性格に合わ
せて 2種類の味が作られました。すごく人気のあった商品です。 
……というふうに、本当にいくつもある仕掛けうち一部分だけをご紹介したんですけれ
ども、どれもファンの気持ちを深く考えて、なおかつ地域とのつながりを意識して、そして
遊び心というスパイスをふりかけて展開されていることがご理解いただけたのではないか
と思います。 
 



-153-

島田・安藤・山村 ｜ ツーリズムを通した心の復興に向けて ｜ 

 
③２次元インパクト―土師祭と〈らき☆すた神輿〉 
 さて、ここでどうしても皆さんにご紹介したいのが、土師祭というお祭りです。鷲宮神社
にはもともと千貫神輿という有名な神輿がありまして、この神輿の渡御が行われる土師祭
という夏祭りがあります。この夏まつりに、2008 年から『らき☆すた』のキャラクターを
デザインした神輿、〈らき☆すた神輿〉が登場するようになりました（図 7）。まさにファン
の方が主役の神輿が地域の祭り〈土師祭〉に登場したんですね。このことはすごく大切な意
味を持つと思います。地域住民が地域の人同士をつなぐために長い年月、バトンを手渡し続
けて現代に繋がってきたのが祭りであり、神輿です。そうした、地域の人たちの祭り中に、
全く新しくアニメの神輿が入ったわけですから、なかなか地域の理解を得るのは大変なこ
とだったと思います。 
でも、この〈らき☆すた神輿〉が土師祭に登場するきっかけになったのは、お祭りを仕切
る地元の代表者の方の、アニメファンに対する呼びかけだったんですね。「アニメファンの
君たちもアニメが好きでうちの町に来てくれたんだろ？ どう、アニメの神輿で一緒に楽
しむかい？」、という。まさにこの呼びかけに、異なる価値観を地域が受け入れた証を見て
取ることができるように思います。そして、地元代表者が音頭を取りつつ、アニメファンた

図 6 まち回遊のきっかけとなった絵馬型ストラップ 
（出所：久喜市商工会鷲宮支所提供） 
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ちの手によって神輿が作られ、全国のアニメファンに呼びかけて担ぎ手を募集し、さらに祭
り当日の〈らき☆すた神輿〉の運行もファン自身が管理・実施する。そうやって誕生したの
が〈らき☆すた神輿〉でした。 
今では土師祭の目玉の 1つに成長しまして、その後何年もこの祭に登場しました。今事

情があって、この土師祭は休止になっておりますが、いつの日か必ず復活してくれると思い
ます。ちなみに、土師祭は、日本の伝統とポップカルチャーの融合例として上海万博にも登
場しました。 
 

 

 
３－３．観光資源・絆としてのアニメ 
 これまで述べてきましたように、『らき☆すた』という作品が、本県に、〈アニメと観光〉、
〈アニメと地域〉といったテーマに目を向けるきっかけを与えてくれたのですが、その後、
調べてみると、埼玉県はアニメやマンガ、ゲーム等、様々なポップカルチャー作品の舞台に
なっている場所が非常に多いんですね。有名どころで言うと、多分一番皆さんに分かりやす
いのが、春日部市が舞台になっている『クレヨンしんちゃん』でしょうか。その他、飯能市
の『ヤマノススメ』、秩父市の『あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。』（略称『あの
花』）等々、本当に多くの作品があります。ちなみに埼玉県観光課が調べたところでは、現
在、130 近い作品で埼玉県が舞台となっています。 

図 7 地域とアニメファンをつなぐ〈らき☆すた神輿〉 
（出所：久喜市商工会鷲宮支所提供） 
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①秩父市におけるアニメファンの動向 
先ほど「秩父市の『あの花』」と申し上げましたが、秩父市は〈秩父三部作〉という有名
なアニメ 3作品の舞台になりました。略称で言うと『あの花』『ここさけ』『そらあお』の 3
作。アニメファンだったら、あーあれね、とすぐお分かりいただけると思います。正式タイ
トルは、『あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。』『心が叫びたがってるんだ。』『空の
青さを知る人よ』です。 
1 つの舞台地で三部作が制作されるのは、なかなか珍しいことなのですが、それ以上に私
が皆さんにご紹介したいのは、秩父市における〈新しい聖地巡礼の形〉です。実は、心無い
人が、秩父市にある、アニメ作品の舞台にもなった橋の橋脚、橋を支える台の部分に、落書
きをしてしまったんですね。これは『あの花』がテレビ放送される前からあった落書きなの
ですが、アニメファンの皆さんが「自分たちの大好きなアニメの舞台が汚れていると、どう
しても悲しい気持ちになる」ということで、ある時、ホームページ等で告知をされました。
すると、何と一週間後に―真夏 8 月の本当に暑い時期だったのですが―落書きを消し
たり、草むしりやゴミ拾い等の清掃活動をしたりというファンの皆さんによる活動がスタ
ートしたのです。この活動は 2017 年（平成 29年）に始まったのですが、今では夏の定番
イベントになっています。まさにアニメファンの地域を大事にする気持ちが、地域を守ると
いう具体的な行動に結実した素晴らしい例だと思います。 
 
②県としてのアニメ施策 
 こうした動きのある中で、県としてはどんなことをしてきたのか、そのあたりについて簡
単にご紹介できればと思います。せっかくアニメファンが埼玉県に目を向けてくれたので
すから、県としても、ファンの皆さんが参加できるイベントをいくつも展開しております。
例えば、このあと詳しく説明致しますが、〈アニ玉祭〉（アニメ・マンガまつり in 埼玉）と
いう、アニメ等をテーマとした複合イベントを 2013 年からさいたま市大宮地区を会場に毎
年開催しています。また、それとあわせて〈埼玉聖地横断ラリー〉―こちらは鉄道会社さ
んにご協力いただきながら、埼玉の舞台地を巡ってもらうスタンプラリー―といったよ
うなものも行っています。アニ玉祭ですと、例年 3 万人ぐらいの方にお越し頂いています
し、アニメ横断ラリーにつきましては昨年度約 1万 9千人の方にご参加頂きました。 
 こちらは第 7回アニ玉祭、昨年開催したアニ玉祭のステージイベントの様子です（図 8）。
本当に多くの方で賑わっているのがお分かりいただけると思います。ただ、残念ながら今年
度はこうしたイベントが新型コロナウイルス流行のせいで開催できませんでした。では、ス
テージイベントは開催できなくても、何かできることは無いだろうか？ コロナ禍の中で
どのようにアニ玉祭を展開できるのか？ いよいよ本題に入りたいと思います。 
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３－４．コロナ禍とアニメ施策の新たな展開 
 ご存知の方もいらっしゃると思いますが、埼玉県は全国でも感染者数が、残念ながら非常
に多く、最後の最後まで緊急事態宣言の対象地域となっておりました。当然、今年度当初か
らアニ玉祭をどうするのかという議論は行っておりましたが、そこでの関係者共通の見解
は、積極的に人の移動を促す状況になく、イベントの開催は困難である、というものでした。
しかし一方で、ＳＮＳやホームページを通してのオンラインの声、実際の現場の声、いずれ
も、「是非何らかの形で今年もアニ玉祭を開催してほしい」という期待の声が非常に多かっ
たのです。こうした中、直前ギリギリまで、開催の可否について、そして実施方法等につい
て、関係者協議を継続しました。 
6 月には、バーチャル観光ホームページを県独自で立ち上げました。これは、今は観光地
に行くことはできないけれど、例えば、バーチャルリアリティの映像や、その場の雰囲気が
伝わるような動画等を通して、まずは行った気持ちになって、実際の旅の予告編としてバー
チャル観光を楽しんでほしい、そんなホームページです。このホームページの経験も踏まえ
まして、ファンの皆さんの気持ちに応えたい、今だからこそ出来る事が何かないか、と検討
した結論、初の〈バーチャルアニ玉祭〉の開催となったのです。 
 
 

図 8 第 7回アニ玉祭におけるステージイベントの様子 
（出所：埼玉県産業労働部観光課提供） 
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①バーチャルアニ玉祭の状況 
 せっかくバーチャルでやる以上、やり方もこだわりたい。バーチャル感もうまく演出した
い。さらに宣伝効果も出せれば……ということで、メインＭＣの二人に、埼玉県の観光大使
をしていただいているアイドルグループ〈でんぱ組.inc〉の藤咲彩音さんと、VTuber（バ
ーチャル・ユーチューバー）の煌星ヴィヴィさんを起用しました。リアルとバーチャルの二
人のメインＭＣを置いて、いろいろなコンテンツを盛り込みました。さらに、観光地にいる
ようなVR動画（バーチャルリアリティ）とVTuber のコラボをしたり、このところ市場規
模が急拡大しているｅスポーツの特集コーナーを設けたり、とコンテンツをたくさん用意
しました（図 9）。その結果、お陰様で、当日で約 1 万 8 千件の視聴を頂いただけでなく、
視聴者がＳＮＳで「バーチャルアニ玉祭やってるよ」というように投稿を 2 万件ほどして
頂き、結果として強力な広報になりました。まさにVTuber の持つウェブ上での拡散力、宣
伝効果を再認識したような出来事でした。また、当日ご覧になれなかった方のために 2 日
ほど空けて見逃し配信も開始いたしました。そちらと合わせますと約 5 万件の視聴をして
頂いております。 
 
②アニメの聖地サミット オンライン ver. 
 こちらの写真には私と山村先生が映っていますが、これは、〈アニメの聖地サミット〉と
いう、アニ玉祭名物コーナーの今年の様子です。こちらもオンラインで、まさに今日と同じ
ような形で Zoom を使って実施しました。このサミットのコンセプトとしては、アニメや
マンガのクリエイター、地域のキーマン、そういった方々をお招きしまして、作品に対する
想いだったり、取り組みの舞台裏だったりを、熱くゆるく伺うというものです。おかげさま
ですっかりアニ玉祭の恒例企画になっております。山村先生ありがとうございます（笑）。
今回は、2021 年 1月にアニメ化が予定されている『弱キャラ友崎くん』というライトノベ
ルの原作者である屋久ユウキ先生をゲストとしてお招き致しまして、たっぷりお話を伺い
ました。Zoom を活用した事前登録制で、延べ 150 人の方にご視聴いただきました。当日
ご視聴頂いた皆様に心からお礼を申し上げます。 
普段はアニメファンでもクリエイターの生の声はなかなか聞けませんし、ましてや、クリ
エイターがなぜ舞台地として埼玉を取り上げ、埼玉にこだわってくれたのか、そういった話
を直接聞く機会は希少です。〈アニメの聖地サミット〉では、そういったところのお話を直
接伺うことで、まさにコンテンツツーリズムの新しいきっかけが生まれたり、もう一度地域
の良さを見つめ直すことができたり、そうしたことにつながっていくのではないか。そんな
思いでこの企画を続けています。 
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図 9 初のバーチャル開催となった第 8回アニ玉祭のチラシ 
（出所：埼玉県産業労働部観光課提供） 
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③バーチャルアニ玉祭の振り返り―良かった点 
 ここで、改めて今回のバーチャルアニ玉祭を振り返ってみたいと思います。 
まず、良かった点。これは当然バーチャルですので時間も場所も問わず、本県におけるア
ニメの取り組み、「こんなことやってますよ」ということを、全国に周知することができた
点です。本当にコロナウイルスの流行がすぐにでも収束に向かってほしいのですが、まだま
だ先は読めない状況です。そういった状況においても、こうした形でアニ玉祭が開催可能だ
ということが分かったことは、非常に大きなメリットでした。本当は実際に会場である大宮
に来て頂いた方が、会場の熱気も伝わるので、主催者としてはありがたいというのが正直な
ところなのですが、でも物理的にもなかなか特定の日に大宮までお越しいただくことが難
しい方もいらっしゃいます。こうした遠方の方にも、今回、アニ玉祭の魅力の一端に触れて
いただけたのは良いことだったと感じています。また、先ほどVTuber のところでちらっと
お話し致しましたが、今回はＳＮＳでいろいろと情報を拡散して頂いた方が本当に多かっ
たです。ＳＮＳを通じて、アニメファンの皆さんが積極的に〈バーチャルアニ玉祭〉の広報
をして下さった。これは大きな成果でした。加えて、VTuber だったり eスポーツだったり、
そういった多様なポップカルチャーコンテンツの可能性を改めて確認できた点は良かった
です。 
それから、どうしても触れておきたいのが、今回バーチャルアニ玉祭が成立する前提とし
て、いろいろな企業さんやマスコミの方々にもご協力を頂いた点です。企業さんとのコラボ
も多く実現できました。実はアニ玉祭と並行して、ＮＨＫさんと、「できればアニメを活用
して県をもっと盛り上げたいですね」というようなお話をしていたのですが、アニ玉祭が終
わった翌月、ＮＨＫさんの首都圏ネットワークの夕方のニュース番組で、埼玉のアニメの取
り組みをほぼ一週間ぶっ続けの特集として取り上げて下さいました。実はＮＨＫさんの場
合、テレビ放送だけでなく、ＦＭでも関連放送をしてくれましたし、リアルなイベントも人
数を限定したうえで開催して下いました。こうした非常に良いコラボができたということ
も、今回のバーチャルアニ玉祭をやって良かったことのひとつです。 
 
④バーチャルアニ玉祭の振り返り―今後の課題 
 一方で、当然のことながら課題もあります。そもそもイベントを開催する大きな狙いは、
地域でにぎわいを作りたい、人に来ていただくことによって経済効果を生み出したい、とい
うところにあります。しかし残念ながらバーチャルですと、この点はうまくいかない。また、
アニメファンと地域、あるいはアニメファン同士の交流機会の創出もバーチャルではなか
なか難しい。もともとアニ玉祭自体がこの二点を実現したいという思いで開催されてきた
背景がある。やはり今後は、バーチャルと、例えば人数を限定したリアルイベントとの併用、
そういったような手法が必要なのかなと感じています。 
もう一点は、バーチャルでのイベントを開催した後にも、その効果が継続するような仕掛
けを作ることが必要だという点です。この点に関して申し上げれば、先ほどアニメの聖地サ
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ミットの話題の中で、『弱キャラ友崎くん』という作品をご紹介致しましたよね。同作品は
埼玉県の大宮地区が非常に重要な舞台地になっているのですが―来月プレスリリースす
る予定なのであまり細かい部分は申し上げられないのですが―まさに大宮を会場として、
アニメとコラボしつつ、実際にファンの皆さんが大宮に来て、『弱キャラ友崎くん』の魅力
にちょっとだけ触れていただけるような、そんな仕掛けを実は手がけているところです。こ
れも、今回のバーチャルアニ玉祭がきっかけとなって、地域の商業施設さんが企画に乗って
下さったことで実現しました。これが成功すれば、今後のバーチャルとリアルをつなぐ大き
な成果になるのかな、そんな思いでいます。 
来年に向けて何かできる面白い仕掛けはないかなと、早くも考えはじめておりますので、
ぜひ来年度もアニ玉祭を楽しみにしてください。 
以上です。ありがとうございました。 
 

４．総合討論 

 
（山村高淑） 安藤様、島田様、素晴らしいご講演をありがとうございました。 
まず安藤さんのご講演。安藤さんには、大変分かりやすくおおつちバラエティーショーの
お取り組みをご紹介頂きました。私もおおつちバラエティーショーを拝見しに何度か大槌
町にお邪魔させて頂き、舞台裏も拝見させて頂いたのですが、まさに安藤さんがおっしゃる
とおり、メンバーの皆さんがまるで家族のようだな―安藤さんは〈疑似家族〉という言葉
を使われていましたが―と感じました。中学生からおばあちゃんまで 1つの舞台に上が
って、そこで演劇をやられていて。毎年見に行くうちに、私自身もいつの間にか〈疑似家族〉
の一員のように仲間に入れて下さって。バラエティーショー立ち上げ当時中学生だった男
の子が、先日高校を卒業することになった時などは、食事をご一緒させて頂いて感慨無量で
した。 
私だけでなく、私のゼミ生も何人か大槌にお邪魔致しまして、バラエティーショーのメン
バーの皆さんと仲良くして頂きました。それがきっかけになって、バラエティーショーのメ
ンバーの方が、今度は北海道の洞爺湖のイベントにお越しいただき、私たちとご一緒して頂
いたり。そういう交流の広がりが生まれていったことは、私やゼミ生にとっても非常に楽し
く、貴重な経験になりました。安藤さんがおっしゃるとおり、本来出会わなかったであろう
人たちが出会っていくことで、化学反応と言うか、面白い事が連鎖反応的に起こって行くん
だなということを、身をもって体験させて頂きました。まさに「エンターテイメントは価値
観を変える」のだと思います。年々舞台を繰り返していく中で、いろいろな人たちが関わり
合いながら、とても大切なものが生まれてきているな、と感動致しました。ありがとうござ
います。 
おおつちバラエティーショーのご活動、本当に心から応援したいと思っております。益々
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のご発展をお祈り致します。貴重なお話を本当にありがとうございました。 
 そして続いての島田さんのご講演。埼玉県さんのお取組みのキーワード通りの、「熱くゆ
るく」「尖った」お話をありがとうございました（笑）。私と島田さんが最初にお会いしたの
が、確か 2008 年だったかと思います。島田さんがおっしゃるところの〈２次元インパクト〉
があった翌年の春ですね。観光課の前身の観光振興室にお邪魔して、当時、室の皆さんが手
掛けられていた〈埼玉ちょ～でぃーぷな観光協会〉という、これもウェブ上のバーチャル観
光協会について、お話を伺ったのが初めての出会いでしたよね。 
 
（島田邦弘） はい、そうでしたね。〈埼玉ちょ～でぃーぷな観光協会〉が立ち上がったの
は、私が観光振興室に来る前の年だったのですが、その様子を見ていて、別の課にいながら
も「こんなことやっちゃっていいんだ」と感じてました。「あそこ行ったら面白そうだな」
と思っていましたら、奇跡的に呼んでいただけまして。以降こんなふうになってしまいまし
た（笑）。 
 
（山村高淑） 良い意味でこんなふうに（笑）。でも振り返ってみれば、当時、早くもバー
チャル観光協会を立ち上げていたわけで、そのノウハウが、今回コロナ禍という環境で新た
に立ち上げられたバーチャル観光ホームページにも大いに活きているのではないでしょう
か。「尖っていこう」というテーゼのもと、やられていることは本当にぶれていないな、と
あらためて感銘を受けました。 
 
（島田邦弘） ありがとうございます。 
 
（山村高淑） アニ玉祭も毎年サミットに参加させて頂き、本当にありがたく思っています。
先程のご講演の中で、「遊び心というスパイス」という表現がありましたが、すごくいい言
葉だなと思いました。実際にアニ玉祭に毎年参加させて頂き、お仕事とはいえ私自身本当に
楽しいんですよね。イベントに込められた遊び心がすごい。だからこそ安藤さんがおっしゃ
るところの〈疑似家族〉のような、埼玉の皆さんに関わりたいな、という気持ちが自分の中
で毎年毎年大きくなっていく。そんな経験をさせて頂いています。本当にありがとうござい
ます。 
 
（島田邦弘） ありがとうございます。 
 
（山村高淑） さて、ここで、本日聴講して頂いている方から、ひとつ質問が届いておりま
す。安藤さん宛の質問です。「現状、大槌町に外国人の住民の方や観光客は、どれくらいい
らっしゃるのでしょうか？ また宜しければどの国の方が多いのかも教えてください」と
いうご質問です。安藤さん、如何でしょう？ 
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（安藤彰紀） 手元に数字が無いので、私の感覚的なお答えになりますが、まず外国人の方
で大槌町にお住まいの方は、技能実習生の方が多く、おそらく数十人程度ではないかと思い
ます。東南アジア出身の方が多い印象ですね。大槌町にお住まいの外国人の方で欧米出身の
方は、私が知る限りでは、おそらくお一人。学校のＡＬＴの先生です。 
観光客の方については、具体的には台湾の方が多く、震災前には年間 2 千人の方にお越
しいただいたこともありました。また、大槌町は震災の時に台湾赤十字さんから 16億円以
上の御支援金をいただきまして、これを活用し、幼稚園の再建や災害公営住宅を整備してお
ります。加えて、今、オリンピックの復興ありがとうホストタウンでは、台湾が大槌町のパ
ートナーとなっています。コロナ禍の前には、例えば音楽大学のコーラスグループの方々が
いらっしゃったり、あるいは台湾の高校生の方が大槌町に研修旅行にいらっしゃったりし
ています。 
 
（山村高淑） 安藤さん、ありがとうございました。 
 それでは島田さん、安藤さんとお話を進めて参りたいと思います。まず島田さんに 1点、
先ほどのご講演に関連して私からお伺いしたい点がございます。アニ玉祭に毎回参加させ
て頂く中で、いつもすごいなと感心するのがタイムテーブルです。複数のイベントを同時進
行で実施されていますよね。このあたり、どのように上手くマネジメントされていたのでし
ょうか。そのあたり、お聞かせいただけますでしょうか。 
 
（島田邦弘） そうですね。確かに、プログラムの組み立てについては悩むところですよね。
これまで実際のリアルな会場で開催してきた際も、結構な苦情を頂きました。「どうしてあ
っちとこっちを一緒にやるんだ」、「両方見たいのに」、と。 
 
（山村高淑） あれだけ面白いコンテンツが並ぶのですから、それはありますよね。 
 
（島田邦弘） そうなんですよ。でも今回は、オンラインということもあり、同時進行はで
きませんでした。ですので―部下の職員の考えを尊重したのですが―、とにかく見てい
て飽きないように、いろいろ変化をつけようと、コーナーとコーナーの間に地域のＰＲを入
れたり、ゆるキャラコーナー的なものを入れたりしました。本当にずっと通しで見てくれる
人もいるかもしれないので、とにかくメリハリがつく形にしよう、それだけを心掛けました。
メリハリです。 
 
（山村高淑） そうだったのですね。違う角度から言えば、それだけコンテンツが充実した
からこそ、先程おっしゃっていたように見逃し配信の視聴者の伸びがあった、とも言えます
よね。 
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（島田邦弘） そうですね。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。さてここで、聴講されている方から、島田さんにご
質問を１件頂きました。「お祭りは土着性のある地域の核となる伝統だと思います。〈らき☆
すた神輿〉の際、伝統が損なわれるのでは等の反対意見はあったのでしょうか？ もしあっ
たとすれば、その反対意見に対してどのように対話を重ねたのでしょうか？」というご質問
です。いかがでしょう、島田さん。 
 
（島田邦弘） そうですね。それに関しては、山村先生もよくご存知だと思うのですが、残
念ながらお亡くなりになられてしまったのですが、鷲宮に成田さんという、人望もあって、
地域で祭りを仕切っていた方がいらっしゃったんですね。その成田さんが、本当にアニメフ
ァンのことをよく見つめて下さっていて、ファンの気持ちをしっかり汲み取ったというと
ころがまず大きかったと思います。そしてさらに言えば、そこにつながるまでに、先程いく
つか紹介しましたように、商工会さんが、地域のいろいろな場所をアニメファンに巡っても
らえるような仕掛けをうまく組み立てたということがありました。当時はまだまだ、いわゆ
る〈オタク〉というものに対して、マスコミの論調も決して温かいものじゃなかったです。    
また、地域住民の皆さんにとっても、「アニメファンってどんな人達なのだろう？」とい
う思いがあったと思います。それが、例えば飲食店のスタンプラリーでは、スタンプを手に
入れるためにファンの皆さんが実際にお店の人と会話をしながら「美味しかったです、スタ
ンプお願いします」と。ストラップを買う時にも「ストラップ買いに来ました、売ってくだ
さい」と。そうこうするうちにだんだんと、お店の方々も住民の方々も、「アニメファンっ
て心優しくて真面目だね」、「そんな真面目な人達が縁もゆかりもないうちのまちにまでわ
ざわざ来てくれるんだから歓迎しようよ」、そんな空気が広がっていったように思います。   
そういった空気を活かしながら、アニメファンに対し、地域の重要なポジションにある成
田さんがしっかりと手を差し伸べてくれた。町自体が仕掛けをつくって、結果としてそうい
った空気が出来、そしてキーマンが手を差し伸べる、どの要素が欠けても成立しなかったの
ではないかなと思います。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。私もまさに島田さんがおっしゃるとおりだと思いま
す。私も現場で、地元の方々が温かくアニメファンの皆さんを迎え入れ、交流が進んでいく
様子を目の当たりにして、感銘を受けたことを今でも鮮明に覚えています。先ほど見せて頂
いたように、ストラップを町内で販売された時なども、いろいろなお店で売るのですが、1
店舗には 2 種類しか置かないというルールを商工会さんが作られましたよね。全種類揃え
たい人は複数店舗をかなりの距離歩かないと揃えられない。そういう中で、いろいろな商店
主さん、事業主さんとアニメファンの方が顔見知りになっていく。そんなプロセスを目の当
たりにて、私も「何かいいなぁ、こういうの」としみじみ思いました。経済効果とか入込客
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数とか、そういった指標とはまた違った、〈温かさの指標〉みたいな部分。観光ってこうい
うところでも計らなきゃいけないんだということを、私は埼玉で教えて頂きました。 
 
（島田邦弘） 本当におっしゃるとおりですよね。私も今回自分のプロフィールに、「公私
を問わず県内各地のアニメのまちおこし活動にコミット」と書きましたが、アニメなどコン
テンツ関連の事業には公私を問わず関わりたくなるんですよね。数字だけじゃなくて、アニ
メがつないでくれた人のご縁や気持ちというのが確実にあるんです。きっと安藤さんもそ
んな思いでお取組みをされていると思うのですが、やっぱりコンテンツには力があります
よね。そうしたことに携わることができた我々は、ある意味すごいラッキーなんだろうなと。 
 
（山村高淑） 安藤さん、如何でしょうか。安藤さんからお話しいただいた事例も、老若男
女問わず人と人がつながっていきながら、バラエティーショーという舞台、大きなうねりに
なっていった例ですよね。バラエティーショーも私は現場で何度も拝見して、まさに胸を打
たれました。そんなバラエティーショーのお取組みの中で、今までつながっていなかった人
をつなげるうえでは、いろいろとご苦労等もあったかと思うのですが、そのあたりは如何で
したか？ 
 
（安藤彰紀） 逆に言うと、そういった普通の人生では交わらない方々が交わることで化学
変化を起こそう、というところがバラエティーショーでの私の狙いでもあったので、実はそ
うした点については、あまり苦労はありませんでした。携わって下さった皆さんが、自発的
にそれぞれの関係性を築いていって下さったんですね。この点は非常に良かったと思いま
す。今年（2020 年）の 2月に、コロナのこともあって、一応演劇の方は一区切りしたので
すが、その打ち上げの際に、何年もバラエティーショーに携わってきたメンバーの中の二人
が、「結婚します！」と公表して大団円で終わったということがありました。何だか『ドラ
クエ』みたいな話なんですが（笑）。いずれにしても、皆さんそれぞれが楽しんで活動に参
画頂くこと、これはバラエティーショーの立ち上げ当初から大事にしてきた点ですね。皆さ
んが活動の仲間に入って下さる時に、私からお願いしたことは、「義務感では続かないので、
皆さんがワクワクする状況でこの活動に携わっていただきたい。携わり方の濃淡というの
は、それぞれの自由ですよ」ということでした。このことをずっと言い続けてきたことが功
を奏したのかなと（笑）。 
 
（山村高淑） 〈ワクワクする状況〉、重要なキーワードですよね。島田さんのご講演には
〈遊び心〉というキーワードがありましたし、安藤さんのご講演でも〈エンターテイメント〉
の重要性についての指摘がありました。今安藤さんがおっしゃったとおり、各々が好きな形
で、楽しく関わることが出来る仕組みをどう作っていくのか、という点。このあたりが実は
本日のお二方のご講演に共通する論点だったのではないかと思いました。 
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おおつちバラエティーショー、私が初めて拝見しに大槌町に伺った時に衝撃を受けたの
は、演劇部分だけではなくて、例えば、マドロス舞踏とか、主婦の皆さんのフラダンスとか、
とにかくいろいろな方々が〈我こそは！〉という感じで舞台の上で堂々とパフォーマンスを
されて、聴衆の皆さんが大きな拍手を送られている。それがすごくアットホームな空気なん
ですよね。その時、その感動を安藤さんにお伝えしたんですね。「古き良き昭和のバラエテ
ィーテレビ番組みたいな演出ですね。『欽ちゃんのドンとやってみよう！』みたいな」と（笑）。
そうしたら安藤さんも、「まさにそういう演出方法なんです」と。本当にすごく良い舞台を
見せて頂きました。ありがとうございました。 
 

５．まとめ 

 
（山村高淑） それでは、まとめのパワーポイントを投影しながら、まとめに向けて 3人で
議論をしていきたいと思います。 
 
５－１．『メディアミックス地域おこし』の可能性―『リアル』な場所と『オンライン』
の効果的な組み合わせ 
 まず、冒頭でお示ししました 3 つの論点についてです（図 10）。まず 1 点目として挙げ
たのが、「『メディアミックス地域おこし』の可能性」という点です。安藤さんのご講演の中
で、まさにいろいろなメディアでコンテンツを展開していく、しかも地域がプロデュースす
るかたちで展開していく、という事例、モデルを示していただきました。都営地下鉄さんで
中吊り広告を掲出する等、地域プロモーションの効果も大きかったと思います。それから
〈Vターン〉。VはバラエティーショーのV。そういう仕掛けもすごく良いなと思いました。
俳優の皆さんとも、その後も交流が続いているということで、とても心温まるお話でした。
こうしたメディアミックス地域おこしの可能性と課題について、安藤さんは如何お考えに
なりますか？ 
 
（安藤彰紀） まず可能性についてですが、メディアミックスによって、それ自体が掛け算
になる、と言う点ですね。つまり、掛け算は化学変化を起こし、関わる方々のドキドキワク
ワクにつながったり、あるいは成長につながったりします。 
課題はというと、今後はメディアミックスしている項目間の優先順位を付けたほうが良
いのかなという点です。今までの 5 年間の活動ですと、どこまで射程距離としてリーチで
きるのかなと、いろいろなことを、ある程度実験的に行ってきたという側面がありました。
これからは優先順位を付けて、取捨選択してやっていくことが課題になるのかなと思って
います。 
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（山村高淑） ありがとうございます。同じ質問になってしまうのですが、島田さん、埼玉
県の取り組みの中では、まさに安藤さんがおっしゃるところの〈メディアミックス型の地域
振興・観光振興〉といったあたり、どのように可能性をお考えになりますか？ 
 
（島田邦弘） すごく難しいテーマだと思うのですが、例えば、先程ご紹介したＮＨＫさん、
実はテレビだけではなく、今回本当にいろいろな仕掛けをしてくれました。首都圏のニュー
ス番組で、一週間ずっと本県のアニメの取り組みに関わる特集をしてくれましたし、ラジオ
でも紹介番組を放送してくれました。ホームページでも紹介頂きました。加えて、リアルイ
ベントもやっていただいたんですよ。おそらくそれぞれについて、少しずつ視聴者・参加者
層も違うと思うんですね。実際、ＮＨＫのプロデューサーの方に伺うと、例えば、ラジオで
すとリスナーの年齢層はぐっと上がるそうで、「今回ラジオを聴いて初めて埼玉がアニメで
頑張っていることを知りました。応援したいです」といったお便りもあったとのことです。
やはりいろいろなメディアを効率よく組み合わせることで、新たなかたちの観光振興、地域
おこし、地域活性化につながる可能性を高めていけるのでは、と今回の取り組みの中で思い
ました。さらに今回、実際にＮＨＫの番組を拝見していてすごく良いなと感じたのは、単に
「埼玉でこれをやってますよ」というだけではなく、実際にアニメを活用して地域を元気に
しようと頑張っている人だったり、アニメが好きで地域を訪れたファンの人の活動だった
りと、〈人〉にフォーカスしてうまく番組を作ってくれていた点ですね。こうした形で、単

図 10 ツーリズムを通した心の復興に向けた 3つの論点 
（出所：山村高淑作成） 
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に作品に絡んだ取り組みの紹介だけでなく、作品をキーにしつつ、頑張っている人達が大勢
いるんだ、ということが広く伝わっていけば良いな、そんな感想を持ちました。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。まさに、いろいろなメディアを通して、それぞれ異
なるマーケットにうまくリーチしていく、そしてそうしたことを、顔が見えるかたちで展開
していく。そういう非常に重要な示唆を頂いたように思います。埼玉県さんも大槌町さんも、
それを丁寧に実践されているように感じました。 
 ちょうど今、聴講されている方から１点、島田さん宛に質問が届きました。「観光につい
ての説明のところで、地域にとっての光というお話がありました。そのあたりもう一度お聞
かせ頂けませんでしょうか。素晴らしい認識だと思います」というご質問です。島田さん、
如何でしょう。 
 
（島田邦弘） ありがとうございます。観光という言葉は、もともと中国の古典である『易
経』という書、易、まさに占いを扱った本なのですが、その中にある「国の光を観る」とい
うくだりから生まれた言葉なんですね。光というのはまさに地域の魅力だったり、資源だっ
たり。それをしっかりと見つめて光を当てて、どんどん人目に付くようにする。「うちの地
域ってすごくいいでしょ」、そんなようなことを表した言葉が観光だというふうに私は教え
てもらいました。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。埼玉県さんのお取り組みの中で、「地域の光」とい
う言葉を示していただくと、やっぱり説得力を持つなとあらためて感じますね。 
加えて、3つの論点の 2点目、「『リアル』な場所と『オンライン』の効果的な組み合わせ」

という点についても、まさに先程、安藤さん、島田さんがお答えになられたような、いろい
ろなメディア、いろいろなアクセスチャンネルというものを通して、さまざまなマーケット
にリーチできるような仕組みを作っていく。このあたりが 1 つの答えになるのかなと思い
ます。 
 
５－２．『世代』と『地域』を越えたつながりの醸成 
（山村高淑） さて、3 点目の「『世代』と『地域』を越えたつながりの醸成」というとこ
ろ、ここがやはり今日のお二方のご発表の肝の部分かと思います。 
安藤さんの大槌町の事例では、地域内での世代を超えたつながり、そして地域の中と外と

のつながり―社会関係資本と言ってしまうとちょっと硬くなってしまいますが―、そ
ういった多様なつながりが地域をサポートするかたちで形成されていました。 
島田さんの埼玉県の例で言うと、まさにアニ玉祭という 1つのイベントを通して、ノウ

ハウがどんどん蓄積されていき、若い世代、例えば県庁の若手職員の皆さんが本当に成長さ
れている。私も毎年現場を拝見していて、皆さんの成長に本当に感銘を受けています。 
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このあたり、次世代の地域を担う人材の育成ですとか、ノウハウの継承といった点につい
て、現場でどのように取り組まれているのか、あるいは心がけられているのか、お伺いでき
ればと思います。まずは島田さんの方から如何でしょうか。 
 
（島田邦弘） ありがとうございます。実は、観光課に配属になった職員が、仕事でアニメ
に少しでも絡むことになった場合は、本人が好むと好まざるにかかわらず、いきなり私のミ
ニセミナーを 1時間ほど聞かせます。 
 
（山村高淑） 
 
（島田邦弘） はい、強制です（笑）。その際、「アニメが好き」と答えた職員には、ちょっ
とプラスで特別講義があるんですけど。「アニメ嫌い」と答えても、「うん分かった、じゃ聞
いて」と無理やり教え込みます（笑）。その時に言うのが、「アニメは単に娯楽じゃないんだ
よ。アニメは人をつなぐ絆なんだから」。先ほど冒頭で言ったような話から、なぜ埼玉県が
アニメに関わるようになったのか、そこのところをまずじっくり教えます。その上で、もし
もアニメが好きな職員だったら、どうすればファンの皆さんが喜んでくれるのか、アニメの
舞台地を訪れてくれるのか、それを考えようよ、と。そして、それを考えてくれるんだった
ら基本は何をやってもいいよ、と。僕の仕事は君たちが暴走した時に謝りに行くことだから
と、ある程度は若手に任せます。それが必要最低限の人材育成ですかね……アニメに関して
言えば。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。本当に若手の皆さんが嬉々として、もちろんお仕事
ですから大変なご苦労も十分存じ上げているのですが、本当に生き生きと現場で動かれて
るな、と拝見していて私も感じます。まさにそういう裏があったんですね（笑）。ありがと
うございます。 
 安藤さん、いかがでしょうか。いろいろな世代の方々とのつながりですとか、次の世代を
担う方々の育成、このあたり、どのようなお考えをお持ちでしょうか。 
 
（安藤彰紀） 私は演劇の実例の方で申し上げますね。バラエティショーを 5 年間やった
のですが、私も関わった皆さんにいろいろな経験をしていただくように心がけました。例え
ば、大槌町だけでなく、盛岡市や長野県軽井沢で公演をしたり。あるいは、タレントのはな
わさんをはじめ、著名人、プロの俳優さん、そういった方々とアマチュアの方々にコラボレ
ーションをしていただく。アマチュアの方々―要するに大槌町の若い世代が中心なんで
すけれども―にいろいろと経験をしていただくわけです。そうした中で、自分たちでもこ
ういったイベントを開催するには、例えば演劇を公演するには、どうすれば良いか、といっ
たあたりを考えるようになっていってもらう。具体的には、最初はセリフもなかった人が主
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役をやる、あるいは最初は小道具を作る人が準主役級を演劇としてやれるようになる。ある
いは舞台監督になる。そういったものをこの 5 年間である程度やれたかなと思います。次
世代の皆さんが次は自分たちでやれるように、いろいろな視野を持っていただく機会を提
供するよう、事務局としては注意してきました。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。バラエティーショーに関わる皆さんが、それぞれ責
任を持って携わることのできる役割を、事務局としてしっかり用意されたということです
よね。そういう舞台裏での努力があったということですね。ありがとうございます。 
 最後にもう 1つ、聴講されている方から今、質問がありました。これはお二方に対するご
質問かと思います。簡単にお答えいただければ幸いです。「オンラインツーリズムの面白さ
を高める方法は何でしょうか？」如何でしょう。安藤さんからお答えいただいてもよろしい
ですか。 
 
（安藤彰紀） そうですね。我々としてはこれからです。これまでリアルな現場でやって参
りましたので、今年からオンラインにも挑戦して、リアルな現場とオンラインの併用を行っ
ていくことを目標にしたいです。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。島田さん、如何でしょうか。 
 
（島田邦弘） 今年初めてオンラインのイベントを手探りで行ったのですが、なるべく面白
いコンテンツを入れたいと考えました。例えば、今年だったら e スポーツと VTuber はど
うしても入れたかったんです。それから、旬のネタで、なおかつオンラインに親和性が高い
ものを取り上げることを心掛けました。例えば、所沢市に〈ところざわサクラタウン〉とい
うポップカルチャーの発信拠点が新しくできたのですが、そういったところを取り上げま
した。今後は、できれば、オンラインで情報を得ておくと、その分、リアルイベントでもち
ょっと楽しみがプラスになるよ、といった、お得な感じの仕掛けをオンライン上に取り入れ
ていったら、リアルもオンラインも双方が魅力的になっていくんじゃないかなと考えてい
ます。 
 
（山村高淑） ありがとうございます。オンラインとオフラインのうまい補完関係をデザイ
ンする、という意味ですよね。 
 
（島田邦弘） そうですね。まさに〈補完計画〉ですね（笑）。 
 
（山村高淑） 〈オンライン・オフライン補完計画〉。見事な言葉で締めていただきました。
一部の人にしか分からない表現かもしれませんけども（笑）、ありがとうございます。 
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５－３．「聖地のトライアングルモデル」の再考 
（山村高淑） それでは最後に、本日のまとめを図にしてみましたのでこちらをご覧下さい
（図 11）。この図は、島田さん、安藤さん、私が理事としてご一緒している〈間野山研究学
会〉で 2020 年の春から、コロナ後のコンテンツツーリズムはどうあるべきか、という点に
ついて議論を続ける中で生まれてきたモデルです。コンテンツを介して、地域の皆さん、そ
れからクリエイターの皆さん（プロの皆さんのみならず、新しい価値だとか物語を生み出す
人達）、それから地域外のファンですとかサポーターの皆さん、この三者がつながっていく。
これが〈コンテンツツーリズム〉です。その際、三者はどういうふうに良好な関係を相互に
作っていけるのか。そしてコロナ禍、コロナ後においては、地域のシステム、地域の暮らし
や産業を、こうした関係者がどのようにサポートしていけるのかが、今まで以上に重要な論
点になるのではないか。そういう仕組みを作っていくことが、これからの日本のツーリズム
の重要な論点になるのではないか。このモデルには、そういう思いが込められています。 
 

 

 
 今日のお二方のお話にもありましたけれども、交流人口や関係人口を増やすという点も
非常に重要ですし、観光収入を上げるという点もとても重要な課題です。ですが、決してそ
れだけではない。どういう交流のあり方が望ましいのか？ どういう関係性が望ましいの
か？ 今日の例では、〈心が温まるつながり方〉の例をいくつもお示し頂きました。そうい
った関係性、交流のあり方というものを、地域を核にどういうふうに関係者で考えていった
らいいんだろうか？ これから地域は、このあたりの課題をしっかり考えていく必要があ

図 11 「聖地のトライアングルモデル」の再考 
（出所：山村（2020）を基に山村高淑作成） 
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るのではないか。 
いわゆる〈コンテンツツーリズム〉（物語やコンテンツが誘発するツーリズム）には、1つ

の大きな可能性がある。それは、関係者間で物語世界を共有できる点。そしてそうした物語
世界を共通言語として、世代と地域を越えてコミュニケーションが促進される点。コンテン
ツツーリズムは他のツーリズム様式と比して、こうしたポテンシャルが高い。まさに、アニ
玉祭も、おおつちバラエティーショーも、そうして多様なつながりが広がっていったわけで
す。コンテンツを共通言語としつつ、コミュニケーションを促進し、場所と人の結びつきを
どう深めていくことが出来るのか。先程、島田さんがおっしゃられたオンラインとオフライ
ンの補完計画ですね。このあたりが今後の課題として浮かび上がってきたように思います。 
 それでは最後になりましたが、島田さん、安藤さんから一言ずつ、聴講されている皆さん
にお言葉をいただけませんでしょうか。 
 
（島田邦弘） まずは最後までご視聴いただいた皆さん、本当にありがとうございました。
この場で皆さんにお話をさせて頂きながら、また新しいアイデアが浮かんで参りました。ま
た、これまでの取り組みに関しては、「ああすれば良かったな」という反省の念もあったり
するのですが、今日議論をさせて頂く中で、「でも、とにかく頑張ってみようかな」とそん
な気持ちになりました。本当に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 
（山村高淑） ありがとうございました。安藤さん、如何でしょうか。 
 
（安藤彰紀） 本日は本当にありがとうございました。大槌町のこと、おおつちバラエティ
ーショーのことを皆さんに知って頂き、本当に嬉しく思います。 
 実は、大槌町を舞台にしたアニメーション映画『岬のマヨイガ』が 2021 年に公開となり
ますii。同作品には私も、仕事として協力させて頂いております。また、大槌町としても来
年に向けてオリジナルコンテンツの制作に一層力を入れていきたいと思っております。も
しバラエティーショーのことに関心をお持ちいただけたようでしたら、是非、ご質問ご意見
等をお寄せいただければ幸いです。今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。 
 
（山村高淑） 『岬のマヨイガ』、皆様ぜひご覧頂ければと思います。島田さん、安藤さん、
ありがとうございました。 
 それでは最後に、本日ご登壇頂きました島田様、安藤様に改めて感謝の拍手をお送りでき
ればと思います。オンラインですので皆様は心の中で拍手していただければと思います。ど
うもありがとうございました。 
 今日は国内外からアクセスをいただいております。多くの皆様、ご視聴いただきましてあ
りがとうございました。それではこれにて本日終了したいと思います。島田様、安藤様、あ
りがとうございました。ご聴講頂きました皆様、ありがとうございました。失礼致します。 
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引用文献： 

山村高淑 
 2020 「趣旨説明資料」，間野山研究学会第 4回研究会「新型コロナ問題と『聖地』の現
状：各地からの報告」，2020 年 5月 2日，オンライン開催． 

 2021 「序章―アニメツーリズムからコンテンツツーリズムへ」，山村高淑・フィリッ
プシートン編『コンテンツツーリズム―メディアを横断するコンテンツと越境するフ
ァンダム』北海道大学出版会，1-28． 

 

i 大槌町ホームページ「復興レポート」：
https://www.town.otsuchi.iwate.jp/gyosei/docs/374250.html（2021 年 2月 4日取得） 
ii 『岬のマヨイガ』公式ホームページ：https://misakinomayoiga.com/（2021 年 2月 4
日取得） 
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『ボールパークで実現する新たなコミュニティの創造』 
CATS 叢書第 14 号，北海道大学観光学高等研究センター（2021） 

第５回 ボールパークで実現する新たなコミュニティの創造 

―ファイターズの挑戦 

佐藤 拓 
㈱ファイターズ スポーツ&エンターテイメント 事業統括本部コーポレート・ビジネス部 

部長 

石黒 侑介 
観光学高等研究センター 准教授

１．はじめに 

 
（石黒侑介） 本日は北海道日本ハムファイターズがボールパークの事業会社として設立
したファイターズ スポーツ&エンターテイメントから、佐藤様をお招きしました。今日は
見ていただくと分かる通り、よく記者会見で登場するファイターズの本社の会議室をお借
りしています。 
今日は、「観光の現場」をテーマとする公開講座の最終回として、佐藤様からプロ野球、

そしてエンターテイメントの現場、さらには北海道日本ハムファイターズが取り組んでい
るスポーツ・コミュニティという構想をご紹介いただきながら、2023 年に開業を控えたボ
ールパークの可能性について議論を進めていきたいと思います。 
では、まずは自己紹介をお願い申し上げます。 
 
（佐藤拓） ファイターズの佐藤です。私は北海道の出身でして、空知郡の奈井江町に生ま
れました。札幌と旭川のちょうど中間ぐらいにある、人口が 5,000 人台の町です。 
現在、41 歳です。高校は隣町の砂川市にある砂川北高校に進学しました。現在は砂川北
高校と砂川南高校が合併して砂川高校となっています。学生時代は野球部に所属していま
した。甲子園には出ていませんが、卒業後、東京の中央大学に野球で進学することになりま
した。今年は、母校の中央大学からファイターズにドラフト 2位で選手が入団しますが、私
はプロ野球選手になるような実力はありませんでした。そこで、大学を卒業後、北海道に戻
ろうか、それとも東京に残ろうかと考えた中で、やはり自分のやってきた野球に携わる仕事
をしてみたいという思いがあり、2002 年に日本ハム球団株式会社という、今のファイター
ズの前身にあたる会社に入社しました。 
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 実は 2002 年というのは、球団であるファイターズにとっても、親会社の日本ハムにとっ
ても非常に大変な年でした。当時、社会を大きく揺るがす牛肉偽装事件という事件が起こっ
たのです。その結果、親会社が大変な状況に陥り、子会社であるファイターズを維持できる
のかというような議論が出ました。幸い、何とかそこを持ちこたえて、立ち直って、2004
年に北海道に来ることになりました。 
 球団の移転は 2004 年ですが、実際は 2003 年のオフから私自身は北海道に戻ってきまし
た。そして 2004 年、北海道日本ハムファイターズという会社名とともに、北海道初のプロ
野球チームが誕生しました。丁度、元ファイターズの新庄剛志さんが今、プロ野球への復帰
を目指してトライアウトを受けるという話題でテレビを盛り上げてくれていますが、ちょ
うど球団が北海道に移転した 2004 年シーズンは、新庄選手を中心に個性的な選手が活躍し
て盛り上げてくれました。そして移転の 3年後の 2006 年にリーグ優勝、日本一まで上り詰
めました。現在まで、リーグ優勝 5回、日本一 2回を達成しています。 
個人的には、これまでいわゆるスポーツ・ビジネスといわれるような分野に携わってきま

した。スポンサーシップのセールスやグッズの企画、製作、販売などのマーチャンダイジン
グ、さらにはイベントのプロデュース、選手のマネジメントなど、球団のビジネスに関する
ことは一通り経験をしてきました。また、2012 年と 2013 年の 2年間、小樽商科大学の大
学院でビジネススクールにも通いました。 
私が入社してから実は 3回ほど会社名が変わっています。現在は株式会社ファイターズ

スポーツ&エンターテイメントという事業会社に所属をしています。 
 
（石黒侑介） 佐藤様とはここ数年、共同研究などでいろいろとお話をさせていただきまし
たが、個人的には、まさに今のファイターズにいなければならない人材だと思いますし、佐
藤様がいるから今の球団の取り組みが成り立つのだと感じる場面が数多くあります。 
例えば、スポーツ・ビジネスに関わる上でも野球のプレーヤーとしての経験があるのと無

いのとでは大きく違うと思います。六大学リーグの中央大学に進学されたのに、プロ野球選
手になるという選択はされなかったのですか。 
 
（佐藤拓） 高校時代も北海道大会には何回か出ましたけれども、なかなか甲子園には行け
ませんでした。大学にも野球で進みましたが、プロ野球選手になるということは 1回も考
えたことがありませんでした。大学の 1 年先輩には、現在、読売ジャイアンツの 2 軍監督
をしている阿部慎之助さんがいましたし、周囲にすごい選手が数多くいたので、自分が選手
になるということは考えませんでした。 
 
（石黒侑介） 北海道のご出身で、東京の大学を卒業して意を決して東京の企業に務めたに
もかかわらず、現在は、北海道で仕事をされています。当時からいずれは北海道に戻りたい
と考えていたのでしょうか。あるいは北海道への移転という話があって日本ハム球団に入
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られたのでしょうか。 
 
（佐藤拓） 実際は 2002 年の 3月末ぐらいに、最初に北海道への移転という報道が新聞に
出ました。入社する直前で私自身、びっくりした記憶があります。ですので、本当に偶然で
す。 
先ほど申し上げたとおり、入社した 2002 年という年は、非常に大変な 1年でしたので、
北海道への移転自体が難しいのではないかと言われたこともありました。何とかそこを乗
り越えて北海道に来られたというのが正直な感想です。 
 

２．新型コロナウィルス感染症の影響 

 
（石黒侑介） 2002 年は親会社による問題に直面してそれを乗り越えて北海道移転を実現
されました。問題の性格が大きく異なりますが、球団、あるいは企業の危機という意味では、
今年の新型コロナウィルス感染症の影響も甚大だったと考えています。2020 年シーズンを
振り返ってみて、どのように感じられていますか。 
 
（佐藤拓） 初めてのことでしたので私自身も苦労しましたが、私よりも現場のスタッフが
本当に大変だったと感じています。チームという意味では、スタッフはもちろんのこと、選
手、監督、コーチが感染するとプロ野球界全体に影響を与えます。その意味では非常に緊張
感がありましたし、シーズンが始まってからは、移動が多い北海道の球団として、他の球団
以上の難しさがありました。 
特に選手は遠征先に行っても外出ができないというルールを作っていましたので、スト
レスが大きかったと思います。 
 
（石黒侑介） いろいろな困難を乗り越えて無観客で開幕を迎えました。具体的にはどのよ
うな影響があったでしょうか。 
 
（佐藤拓） やはり、グッズを買っていただく、スポンサーになっていただいて広告を出し
ていただくことで収益をあげていますので、観客、ファンの存在がこのビジネスには欠かせ
ません。さらに、テレビ局やラジオ局に放映権を売るというビジネスもありますが、その中
でもチケットを買って球場に足を運んでいただくというのがこのビジネスの根幹です。そ
の根幹、前提が揺らぐというのが今年のプロ野球でした。その意味では、私自身もこのビジ
ネスの本質のようなものを改めて実感しました。 
 
（石黒侑介） 観光というこの公開講座のキーワードとプロ野球が直接結びつかないとい
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う方も多いかも知れませんが、ファンが球場に足を運ぶという行為は観光の一形態として
とらえることができます。また近年、日本の観光を支えてきたインバウンド観光という点で
は、ファイターズの試合には訪日台湾人旅行者が数多く観戦に訪れます。 
 
（佐藤拓） 北海道大学観光学高等研究センターとの連携協定とそれに基づく共同研究で、
少しずつ札幌を訪れる台湾人旅行者のドームへの誘客についてノウハウを蓄積しつつある
矢先の出来事でした。共同研究を始めた当初は陽岱鋼という選手がファイターズに在籍し
ており、その後、読売ジャイアンツに移籍しましたが、現在は、王柏融という新しい台湾人
選手が在籍しています。球団としても台湾へのプロモーションを強化していたところでし
た。 
これまでの蓄積が無になるわけではありませんし、台湾は新型コロナウィルス感染症の

押さえ込みに成功している数少ない国の 1つですので、球団として台湾からの誘客に力を
入れたいという方針は変わりません。ボールパークにも台湾からの旅行者を含め、多くの訪
日外国人旅行者に足を運んでいただきたいと思っています。 
 
（石黒侑介） 新型コロナウィルス感染症の影響が私たちの生活に影響を及ぼし始めてそ
ろそろ 1年が経ちます。2021 年はワクチンなどによって事態が好転するという見方もあり
ますが、2021 年シーズンの展望はいかがでしょうか。 
 
（佐藤拓） 残念ながら 2021 年シーズンに関してもやはり新型コロナウィルス感染症の影
響を受けるだろうと考えています。我々としては 2020 年シーズンの経験を踏まえて、無観
客での開幕というシナリオと状況が好転するシナリオの 2つを想定して昨秋から準備をし
ています。年明けからの数週間を見る限り前者がより現実的かなという思いが増してきて
おり、個人的にはもう 1年、我慢のシーズンを過ごしながら、2022 年シーズンについては、
2019 年の形に戻すべく準備を進めたいと考えています。 
 
（石黒侑介） そういった中期的な計画の中で、2023 年にはいよいよボールパークのオー
プンを迎えます。企業としてもかなり大きな設備投資だと思いますので、この時期に新型コ
ロナウィルス感染症の影響を受けるというのは、痛手だったのではないでしょうか。 
 

（佐藤拓） スタジアムについては、札幌ドームが 4万席強なのに対してボールパークは 3
万 5,000席と約1万席減らしていますので、1人ひとりのスペースがかなり広くなります。
その点は感染対策として有効だと考えています。細かい感染対策など、ソフトの面では今後
検討するべきことはあると思いますが、幸い、計画自体は 2023 年の話ですので、現時点で
大きな計画変更はありません。 
また、北広島市の建設地では昨年の 5 月から工事が始まっています。現場では新型コロ
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ナウィルス感染症の影響がないとは思いませんが、大変な状況下にもかかわらず現場の作
業員の方のご尽力で工事は予定どおり進んでいます。 
 

３．プロ野球チームにとっての地域とは 

 
（石黒侑介） ファイターズは北海道に移転するにあたって、本拠地、地域との関係性を大
きく見直されたと思います。佐藤様が北海道出身ということもあり、まさに球団と地域の関
係を構築する役割、あるいはその結節点そのものを佐藤様が担っていると思います。 
 
（佐藤拓） 2004 年に北海道に来たとき、北海道は私にとって故郷ではありましたが、も
ちろん他の社員にとっては異なりました。地域に対する考え、北海道の位置づけも三者三様
だったと思います。 
 
（石黒侑介） 北海道出身の社員の方は他にもいたのでしょうか。 
 
（佐藤拓） 今は北海道出身の社員もかなり増えましたが、東京から北海道に移転した際は
私を含め 2 人しかいませんでした。当時のトレイ・ヒルマン監督の通訳をやっていた社員
が北海道の出身で、当時、「北海道に移転したらこれをやろう」と 2人で盛り上がったのを
覚えています。ただ、中には北海道に行けない、あるいは行きたくないという社員もいまし
た。 
 
（石黒侑介） やはり、共用とは言え首都・東京の中心にある東京ドームのような都市型の
球場を本拠地としていた時とは、地域との関係性を変える必要があったのだと思います。 
 
（佐藤拓） 北海道に我々が来たときは、現ソフトバンク・ホークスの大阪から福岡への移
転についてかなり研究しました。今では球界を代表する常勝チームになりましたが、福岡に
移転してから優勝するまでに 11 年かかりました。こうした点を踏まえて、我々も 10 年ぐ
らいは覚悟して取り組まないと、北海道の球団として認識されないだろうと話していた記
憶があります。 
 
（石黒侑介） 2004 年に文字どおり北海道の球団として「北海道日本ハムファイターズ」
が誕生します。当時、札幌駅前で蒼々たる顔ぶれの監督・選手が市民と握手しているシーン
がテレビなどでも放送されました。チーム移転の象徴であり、地域との新しい関係性を創造
していく起点だったと思います。 
 



-178-

（佐藤拓） 当初から順風満帆ではありませんでした。実はあの札幌駅での企画は、私と北
海道出身の通訳にもう 1 人を加えた 3 人の社員で対応しており、最初は市民のみなさんが
押し掛けてパニックになったらどうしようと心配していました。ところがイベントが始ま
ってもファンは 10人くらいしか並んでいませんでした。そこで「これはまずい」と言って
JRの社員の方にも並んでいただき、何とか80人くらいの列に仕立てた思い出があります。
今だから言えるエピソードですが、今でもヒルマン監督には言えません。 
 
（石黒侑介） 監督個人の知名度という訳ではなくてやはり地域との関係性を 1 から構築
することの難しさだと思います。今、栗山英樹監督が札幌駅で同じ企画をやったら大変なパ
ニックになると思います。 
 
（佐藤拓） 今でこそ北海道出身の選手も増えましたが、当時は 1人もいませんでした。球
団の移転が決まった後も北海道に自宅を構えた選手は少なかったです。選手の多くは、長い
遠征に来ているような感覚だったと思います。 
 
（石黒侑介） 選手編成や地域との関係性が球団の経営的側面に与える影響は極めて大き
いと思います。一般の企業は今でこそ地域貢献事業に取り組むことが一般的になってきま
したが、プロスポーツ・チームの場合、そもそも地域貢献なのかマーケティング事業なのか
境界が曖昧です。選手の能力が同じであっても、マーケティングという点では北海道出身の
選手とそうではない選手で価値や意味が異なってきますし、それが地域密着、地域貢献とし
て受け止められることもあります。また、北海道外の出身でも田中賢介さんのように地域に
根付いた活動をされる方もいます。 
 
（佐藤拓） 球団の移転と言うよりは、その後に、家族が移り住んだり、北海道内に家を持
ち始める選手が増えてきたことが大きかったと思います。当時在籍していた稲葉篤紀さん
や建山義紀さんが北海道に生活の拠点を移し始めた 2009 年、2010 年あたりから、選手の
間にも北海道の球団としての自覚、自負みたいなものが出てきたと思います。 
 またチームの編成という意味では、ドラフト指名でも北海道出身の選手を指名するとい
うことが増えていきましたし、ファームのある千葉県鎌ケ谷市の合宿所に住んでいる若手
の選手も「1軍にあがると北海道に住む」ということを意識するようになります。 
 
（石黒侑介） やや冷めた見方をすると、地域貢献がビジネスを営む上で最低限の要件とな
っている今日において、ある種、パフォーマンスとして「地域密着」を掲げることもできた
と思います。ところが、私もファイターズの監督や選手の方にお会いする機会が増えました
が、栗山監督がカブトムシを探しに栗山町の山に行ったとか、稲葉篤紀さんの行きつけのレ
ストランが芦別にあったりなど、本当に地域に根付いているというエピソードには事欠き
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ません。 
 
（佐藤拓） 今でこそ「地域密着」という言葉も市民権を得ていますが、我々が北海道に移
転してきた当初は馴染みがありませんでした。 
 
（石黒侑介） スポーツと地域密着と言えば、どちらかと言うとプロ野球よりも Jリーグが
思い浮かびます。日本のプロスポーツという点では野球の方が圧倒的に歴史が長く、規模も
大きい訳ですが、北海道日本ハムファイターズとしての地域との関係性を考える上で、1993
年に開幕した Jリーグの影響もあったでしょうか。 
 
（佐藤拓） もちろん参考にした部分はあります。そもそも Jリーグは企業スポーツとして
発展してきたプロ野球をある主の反面教師として地域との関係性を再考してきた部分があ
ると思います。その意味では、Jリーグの取り組みを謙虚に学んだ部分があります。 
 東京に本拠地を置いていた時代は、競合が非常に多くありました。関東圏にはセ・リーグ、
パ・リーグで複数のチームがありますし、Jリーグの人気チームも総じて関東圏に集中して
います。また、東京ディズニーリゾートや動物園など、エンターテイメント施設にも事欠き
ません。その中でファイターズとしての独自性を発揮するのは簡単ではありませんでした。
舞台を変える、地域を変えるという環境変化を通じて、地域との関係性を再考できたことが
大きかったと社員としても考えています。 
 
（石黒侑介） 佐藤様は、「エンターテイメント」という言葉を使いましたが、一般的には
プロ野球というのはプロスポーツではあってもエンターテイメントとしてとらえられるこ
とはまだまだ多くないと思います。つまり競合は、プロ野球の他球団や、あるいは近隣を含
めた「地元」を拠点とするサッカーやバスケットボールなどであって、なかなか東京ディズ
ニーリゾートを競合とは想定しないのではないでしょうか。その点、エンターテイメントだ
と言い切ってしまう部分に、北海道日本ハムファイターズとしての「地域観」のようなもの
が凝縮されていると感じます。 
 さらに、現在の所属先である㈱ファイターズ スポーツ&エンターテイメントという事業
会社の社名にもやはり「エンターテイメント」が入っています。 
 
（佐藤拓） 定義は簡単ではありませんが、スポーツも広義のエンターテインメントの中に
入っていると感じています。日本では、スポーツは「体育」として教育の一部としてとらえ
られてきた歴史がありますので、娯楽としてのエンターテイメントというイメージはどち
らかと言えば希薄だったと思います。ただ、地域と球団の関係性を整理する中で、私はその
娯楽性こそ鍵だと考えるようになりました。 
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４．ボールパーク構想に至るまで 

 
（石黒侑介） ファイターズのスポーツや地域に対する独自の考え方を体現したのが、2023
年に完成するボールパークだと思います。私も共同研究の中で少し議論に参加させていた
だきましたが、札幌ドームに代わる新球場という構想は、いつ頃から出ていたのでしょうか。 
 
（佐藤拓） メディアでは様々報道されていますが、実は北海道に 2004 年に来てから比較
的早い段階で、球団経営におけるハードとソフトの一体化については議論が出ていました。
プロ野球の他の球団に目を向けても、福岡、仙台、広島、千葉など、直接保有か指定管理制
度かといった制度上の差はありますが、球団がスタジアムの経営を行うというのが珍しい
ことではなくなりつつありました。 
また、アメリカのメジャー・リーグを研究する中で、プロスポーツはハードとソフトを一
体的に運営する方が、ビジネスとしてもチャンスが大きいという結論を得ました。そもそも、
東京ドームを本拠地としていた時代の思い、反省というのを踏まえた考え方という側面も
あります。 
 
（石黒侑介） メジャー・リーグを見ていたという点が、ファイターズの特徴だと思います。
先ほどのエンターテイメントの定義を巡る議論にもつながりますが、従来の日本のプロス
ポーツという枠を超えて新しいスポーツを創造しようという意思、ビジョンがあると感じ
ます。ただし、アメリカから学ぶと言っても、今でこそファイターズ含め有望な選手が海を
渡ることも珍しくなくなってきましたが、球団運営、球場運営となると中々難しいと思いま
す。 
 
（佐藤拓） 実は、学生時代にアメリカに留学していた社員を含めて、アメリカと縁のある
社員が多く在籍しています。またヒルマン監督がアメリカのマイナーリーグの地方球団で
の経験が豊富だったことも、私たちにとっては幸運でした。監督でありながら、我々もプロ
スポーツと地域密着のあり方について、ヒルマン監督にいろいろと教えてもらいました。そ
ういう意味では、ヒルマン監督がキーパーソンだったかもしれません。ヒルマン監督は今で
も球団と親交がありますし、一昨年も札幌に来てくれました。 
サイン会での失敗談を先ほどお話ししましたが、北海道移転に伴って、良い事も悪いこと

もヒルマン監督と一緒に経験できたことが、我々にとっては非常に大きかったと思います。 
 
（石黒侑介） ビジネス上のメリットに加えて、野球をする環境という点ではどうでしょう
か。ボールパーク構想が浮上した際、選手がどのような反応だったか覚えていますか。 
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（佐藤拓） それまでもプレー環境をよくしたいというのは、毎年、選手会の役員からも要
望が出ていました。ただし、球団としても直ぐに対応できる部分と出来ない部分があります。
選手は入れ替わっていきますが、その要望だけは継続的に申し入れがあった部分ですので、
我々としても中期的に取り組まなければならない課題として認識が高まっていきました。 
 
（石黒侑介） ドラフトや選手の入団交渉の場で「将来はボールパークができるんだし、こ
こでプレーしたくないですか」というような話も出るのでしょうか。 
 
（佐藤拓） もちろん入ってくる選手たちもそれを分かっていますし、去年は北広島市にご
協力をいただき、北広島市役所で入団発表のセレモニーをやりましたので「自分もそこに立
ちたい」と思っているのではないでしょうか。また、選手と一緒に建設地を視察に行きまし
たし、選手の中でも感情が盛り上がっていることは事実だと思います。 
 

５．ボールパークの新規性 

 
（石黒侑介） 報道にも出ていますし、今日も動画を見ていただきましたが、具体的にボー
ルパークの何が新しいのでしょうか。どのようなところに魅力があるのかについてももう
一度ご紹介ください。 
 
（佐藤拓） 私は現在、道内や東京のスポンサーを回っています。その際に今日、お見せし
た動画を使うことで、改めて北海道の魅力を知っていただき、ボールパークの可能性につい
て話を始めます。 
 ボールパークはいわゆる「球場」としてとらえられがちですが、実は球場ではなくて、球
場、スタジアムを核に、公園、商業施設、ホテルなどを含めた空間です。この複合空間をボ
ールパークと定義しています。 
 ボールパークには「共同創造空間」と「北海道のシンボルとなる空間」という 2つのコン
セプトがあります。前者は、ファイターズ単独でこのボールパークを創り上げるというもの
ではなく、自治体、企業、その他の団体、さらには一般の市民のみなさんを含めて、みんな
でこの空間を創り上げていくという思いを言語化したものです。また、後者は、北海道に住
んでいる方はもちろん、道外、国外から観光で北海道に来る人にとって、北海道のランドマ
ークとしてとらえてもらえるような空間を目指すということを意味しています。 
 そしてこのコンセプトを実現するために、「次世代ライブエンターテインメント」、「最先
端ウェルネスライフ」、「未来型リビングコミュニティー」という 3 つの重点分野が設定さ
れています。さらに、この重点分野におけるボールパークの具体的な機能が「ショーケース
機能」と「観光ハブ機能」です。 
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「ショーケース機能」とは、文字どおり、北海道の自然、食といった多様な魅力を凝縮し
て発信する機能をボールパークが担うということを意味します。またいわゆる観光資源だ
けでなく、道内の企業にとっては社会実験の場、自社の商品を展示したり、販路拡大や商品
開発の場として位置づけられる空間にしたいと考えています。 
 また、「観光ハブ機能」はまさに北海道観光の拠点になるという決意の表れでもあります。
札幌駅と新千歳空港の間に位置するという立地性を最大限にいかし、様々なモビリティで
ボールパークを訪れていただくこと、さらには宿泊や滞在の拠点を目指したいと考えてい
ます。ボールパークから北海道観光を始めて、またここに戻ってくるというイメージです。 
 
（石黒侑介） 確かに野球のスタジアムという域を完全に超えている印象です。一方で、人
口減少が進み、自治体の財政の展望も決して明るくない中で、地域に投資していく上では効
率性も重要かも知れません。 
 
（佐藤拓） もちろん、単に機能を併せ持つだけでなく、異なる機能を組み合わせて最適化、
効率化するという視点も入っています。 
ボールパークは、一般的なスタジアムとスマートシティのハイブリットと言えると考え
ています。まず、スタジアムというのはもちろん非日常空間であり、ファイターズというプ
ロ野球チームの試合を観戦することを目的に人が集う場所です。札幌ドームという現行の
スタジアムですとこれが 200 万人程度の規模になります。この 200 万人がスタジアムの周
辺で飲食をしたり、場合によっては宿泊することで街を盛り上げます。ただし、この 200 万
人は一過性の人の動きであって居住人口ではありません。 
他方で、スマートシティと呼ばれているものは、居住人口、定住人口こそ想定されている
ものの、交流人口についてはあまり施策の対象に入ってきませんでした。したがって街の外
からの人口の流入やそれによる街の盛り上がりというのも一般的には考慮されていません。
我々がボールパークで実現したいのは、このハイブリッド型です。 
これを「ハブ・サードプレイス」と定義しています。 
 
（石黒侑介） ボールパークのイメージ図を見ても、そうした挑戦的な取り組みが読み取れ
ます。いわゆる野球観戦を目的としたファンだけでなく、周辺住民の日常的な憩い、近隣自
治体からの日帰り利用、そして道外、国外からの観光客の訪問・滞在という重層的な利用が
想定されています。 
 
（佐藤拓） ボールパーク全体としては、2023 年に開業する「フェーズ I」、2027 年以降
に開業する「フェーズⅡ～Ⅳ」があります。「フェーズ I」はスタジアムと同じ 2023 年に開
業させる予定です。ホテル、マンション、キャンプ施設のほか、自然公園、親水公園の機能
も盛り込む予定です。 
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 スタジアムは約 5 ヘクタールから 6 ヘクタールぐらいありますが、客席数は 1 万席ほど
減る予定です（図 1）。それによって一席あたりのスペースに余裕が生まれます。またコン
コースやそのほかのエリアもかなり広くとっており、一方でフィールドまでの距離は近く
なります。快適性と臨場感が非常に高いスタジアムだと思います。 
「フェーズⅡ～Ⅳ」については、主に駐車場を中心としたエリアです。現状では、3,000
台から 4,000 台規模の駐車場を整備する予定です。さらに、上部に見えるのが JR の線路
で、右が新千歳空港方面、左が札幌方面です。「フェーズ II～V」には、新駅を設置するとい
う話も進めています。2027 年というとボールパーク開業から数年が経過したタイミングで
す。このタイミングでボールパークへのアクセスが劇的に変わるということは、一体の開発
が次の段階に進むということだとも思っています。 
さらに、北海道全体を見ますと、2030 年にかけて新幹線の沿線や冬季オリンピックの開
催なども控えていますので、おそらく 2030 年にはもう 1 つステップを進めることになり
ます。重要なことは 2023 年に全てを同時にオープンするのではなく、まずは 60点、70 点
の開業を着実に行い、段階的に 100 点を目指していくという戦略を採用したことです。成
長し続けるボールパークという考え方です。 
 

 
 
 
 

図 1 フィールドイメージ 
（出所：㈱ファイターズ スポーツ&エンターテイメント） 

Copy Right © Fighters Sports & Entertainment Co., Ltd. All Rights Reserved
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（石黒侑介） 当初はボールパークを都市の中心に持ってくるという構想、アイデアもあっ
たと思います。それと比べると、いわゆる郊外型のボールパークへとどこかで方針、戦略の
転換があったのかなと感じました。 
 
（佐藤拓） もちろん集客という点では、都心に建設するに越したことはないと思いますが、
結果的に我々としてはそれ以上に、ボールパークとしてのサイズを重視しました。そのサイ
ズが、機能としての拡張性、新規性を生むだろうと考えたからです。「どこにつくるのか」
ということについて社会の関心が高いことは分かっていましたが、我々としては当初から
「どこに」ではなく「何をつくるか」で勝負していくつもりでした。その意味では都心型の
施設に比べればアクセスなどは劣るかもしれませんが、それを上回る魅力があると思って
います。 
 
（石黒侑介） 北海道のシンボルという点では自然との融合も大きなテーマであるように
感じます。 
 
（佐藤拓） 図 2は球場のセンター側から見た画です。手前が「フェーズ I」に当たるエリ
アで、ここは自然豊かな空間になっていることが分かります。右側に見えるのがレジデンス
棟です。自然と滞在空間、エンターテイメント空間が融合した構造にしたいと考えています。 
 また図 3 は、最終的なイメージ図です。夢物語のように受け止められるかもしれません
が、開発が進んだその先には、こうした賑わいの空間、人々が行き交い、滞在し、そこにエ
ンターテイメントや観光、交流、そしてビジネスが生まれる空間になると考えています。同
時に、周囲には貴重な原生林が広がっていますので、ボールパークも高層にせず、周囲の自
然環境に馴染むように設計されています。 
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図 2 スタジアムイメージ 
（出所：㈱ファイターズ スポーツ&エンターテイメント） 
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（石黒侑介） 水面があるというのも特徴だと思います。公園という意味ではアウトドアや
子供連れの利用を想定しているのでしょうか。 
 
（佐藤拓） 我々は通称「沢エリア」と呼んでいます。水辺があり、親水公園のようなイメ
ージで開発する予定です。水量や水深をどうするか、子供が入れるようにするか、ボートを
こげるようにするのかといった細部はこれから詰めていきますが、水辺を設けることは決
まっています。また、宿泊機能についても、ホテルだけでなくコンドミニアムやゲストハウ
ス、キャンプなど様々な様態を想定しています。 
 
（石黒侑介） ファイターズの試合がない日も利用してもらう、まさに日常的な利用を指向
するという発想だと思います。 
 
（佐藤拓） 試合がない日はもちろん、通年での利用を考えると冬季が課題になります。例
えば、全天候型の子供向け遊具のある施設を整備するか、あるいは屋外で雪遊びをしてもら
うかなど、様々な可能性を検討しています。 
 

図 3 ボールパーク全体イメージ 
（出所：㈱ファイターズ スポーツ&エンターテイメント） 
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６．ボールパークで実現するスポーツ・コミュニティ構想とは 

 
（石黒侑介） では、このボールパークでファイターズが挑戦する「スポーツ・コミュニテ
ィ」の創造とは具体的にどのようなものでしょうか。 
 
（佐藤拓） 「スポーツ・コミュニティ」はファイターズが企業理念の 1つとして掲げてい
るもので、2003 年に北海道への移転が決まった時に始まりました。ただ、正直に言えば北
海道に来たばかりの段階では、この理念は「上から降ってきた」ものであって、内部から創
り上げたものではありませんでした。 
 
（石黒侑介） 先ほど出た「地域密着」はプロスポーツ・ビジネスでもキーワードとして認
識されていると思いますが、「コミュニティ」というのは珍しいですし、取り組む上でも難
しかったと思います。 
 
（佐藤拓） 我々としても「コミュニティ」という言葉を消化して、その意味を考えるよう
になるには、それなりに時間が必要でした。17 年前に掲げた時に「スポーツと生活が近く
にある、心と体の健康をはぐくむコミュニティを実現するために、地域社会の一員として地
域社会との共生をはかる」と定義したのですが、古さを感じさせないばかりか、むしろボー
ルパークの建設に取り組む現在の我々に当てはまる、寄り添う理念になったとさえ感じま
す。 
 1 つ加えるとすれば、これからはスポーツだけでなく、スポーツを通じてその他のコミュ
ニティを創造していかなければならない、我々はコミュニティを広げていく存在でなけれ
ばならないと思っています。 
 
（石黒侑介） まさにスポーツ・ビジネスから「まちづくり」への展開と呼べると思います
し、ボールパークがこの核になるのではないでしょうか。 
ところで、ボールパークは「HOKKAIDO BALLPARK F VILLAGE」という正式名称を持っ
ていますが、「タウン」や「シティ」、あるいは「コミュニティ」ではなく、「ビレッジ」に
した理由は何でしょうか。 
 
（佐藤拓） 実は 20 代、30 代の若手社員だけが数十人集まって議論して最終的に決めた
名称です。私も議論に参加していましたが、確かに「タウン」や「シティ」も候補になって
いました。ただ、北広島市という「シティ」の中にある 1 つの地域になるので、「シティ」
や「タウン」というのはスケール感に違和感がありました。そこで最終的に「ビレッジ」に
なりました。また「F」にも思いが込められています。ファイターズの Fだけでなく、ファ
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ン、ファミリーの Fでもあります。 
 
（石黒侑介） ファイターズのこれからの挑戦、創造性、新規性と、プロ野球チームという
本質的なコーポレート・アイデンティティを兼ね備えた絶妙な名称だと思います。ボールパ
ークと名乗ってはいますが、ビレッジというスケール感が、野球だけではなくスポーツ全体
を扱う、あるいはスポーツに留まらず、まちづくり、エンターテイメント、それを通じたコ
ミュニティの創造までやる、という可能性を感じさせます。 
 
（佐藤拓） 我々として経験の無いまちづくりにまで踏み込むからこそ、新しいコミュニテ
ィを創造できるのだと思っています。その意味では、ボールパークは壮大なまちづくりの社
会実験の場とも言えるかもしれません。 
 
（石黒侑介） ボールパークが開業すると、具体的には地域との関係性はどのように変わる
と期待していますか。コミュニティを理解するためには、「地元」あるいは「本拠地」がど
こを指すのかについて考える必要があると思います。北広島市なのか、札幌都市圏なのか、
北海道全体なのかという点が気になります。 
 
（佐藤拓） 球団としては、コミュニティとは、ファンクラブ会員、あるいは株主やスポン
サー企業であったり、北海道の 179 自治体全部という考え方もできると思います。ただ、
これからはより多角的、多層的なものになっていくと解釈しています。プロ・スポーツとい
うのは特殊な業界だと思っています。ターゲット層が子供からお年寄りまで様々で、いわゆ
る本拠地以外にもターゲットがいるために商圏が広いので、そもそもコミュニティを統一
的、画一的につくることができません。ただボールパークを核にということになると、北広
島市、札幌都市圏を中心に、まずは日帰りでボールパークを訪れていただけるエリアという
ことになると思います。 
 
（石黒侑介） その意味では、「サードプレイス」というのも面白い言葉の使い方だと感じ
ます。もちろん、社会学で言うところの「サードプレイス」とは厳密には異なるかも知れま
せんが、着眼点や発想自体に興味が沸きました。 
 
（佐藤拓） 日常と非日常が共存するという点が、サードプレイスという言い方につながっ
たと思っています。例えば日常で言いますと、ガーデニングを趣味とする地元の方にボール
パーク内でガーデニングを楽しんでいただくとか、ウォーキングやランニング、犬の散歩で
ボールパークを訪れていただくことも、プロ野球の観戦を目的に訪れていただくことと同
じくらい重要だと考えています。 
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（石黒侑介） 同時に、そういった様々なコミュニティは地理的な広がりだけでなく、分野
としての広がりも想定できます。 
 
（佐藤拓） まちづくりという意味では、教育や医療、食なども重要だと思っています。 
もちろん、観光も同様です。新型コロナウィルス感染症の状況を見ますと現実的に期待でき
る部分とそうでない部分がありますが、今まで取り組んできた台湾に加えて、韓国、さらに
は香港、タイ、マレーシア、シンガポールなども力を入れたいと考えています。 
 また、まちづくりの社会実験の場という点では、防災拠点、広域の避難所というのも重要
なボールパークの機能です。これは世界的でも初めての試みだと思います。自然災害等が発
生した際は、ボールパークで過ごしていただくことを想定しています。我々としても東日本
大震災、そして胆振東部地震を経験して、まちづくりの核としてこれを位置づけるという結
論になりました。おそらく今後日本国内で整備されるスタジアムやスポーツ施設のコンセ
プトに影響を与えるのではないでしょうか。 
 

７．開業まで３年 

 
（石黒侑介） 実際に着工して、理念や画だったものが具現化してきました。 
 
（佐藤拓） 冬になって大変な条件下で現場の工事を進めていただいています。我々も建設
地に行くと、「こんなに寒いんだ」とか、「雪はこれくらい降るんだ」とか、現場のリアルな
状況を目の当たりにして考えることが増えます。 
 
（石黒侑介） 北広島市としても数十年に一度と言っても過言ではない規模の開発です。 
 
（佐藤拓） 北広島市とは、このプロジェクトが決定してからずっと一体となって進めさせ
ていただいています。行政組織ですので、我々とは異なる難しさもあったと思うのですが、
北広島市が先導してそれらを突破していってくださっていますので非常に感謝しています。
その他にも北海道庁、北海道開発局、ＪＲ北海道など、様々な関係者がみな、前向きに議論
を進めてくれています。 
北広島市では、先日、北広島駅西口の再開発についても構想が出ました。その再開発とボ
ールパークの開発は一体的に進めていくべきものと認識しています。 
 
（石黒侑介） 最後に 2021 年シーズン、そして今後への展望、抱負をお聞かせ下さい。 
 
（佐藤拓） 毎年、優勝を目指してやっていますが残念ながらここ数年は優勝から遠ざかっ
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ています。有原航平選手がメジャーに挑戦するということで抜けてしまいましたが、打線は
充実していると思いますし、2021 年シーズンこそは優勝をしたいと思っています。また、
若い選手が非常に多いので、一日も早く 1 軍に定着して活躍して、ボールパーク開業を主
力として迎えてもらいたいと思っています。北海道出身の選手が活躍することで、道民のみ
なさんがより一層盛り上がってくださるというのも期待したいです。 
 ボールパークについては、様々な準備を加速度的に進めつつ、今まで出せなかった情報を
順次発信することで、盛り上がりを醸成していきたいと思っています。我々も結構先の話だ
と思っていたのですが気がつけばあと 2 年というところまで来ています。開業をどう迎え
るか、そして開業した後にどのように展開していくのか、今後もいろいろと考えていきたい
と思っています。 
 
（石黒侑介） ボールパークというのはスタジアムではなく新しいまちづくり、コミュニテ
ィ創造であるという話がありましたが、その意味では北海道の観光にとっても大きな契機
と言えると思います。現時点ではプロスポーツ・チームである北海道日本ハムファイターズ
の挑戦としてとらえられていますが、ともすれば北海道という大きなコミュニティの挑戦、
地域や観光との関係性の再構築、再定義のための挑戦と言えるかもしれません。 
佐藤様、本日は本当にどうもありがとうございました。 
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登壇者一覧（発表順） 

第１回 
小川 巌（おがわ いわお） 
エコ・ネットワーク 代表。北海道松前町生まれ。信州大学農学部を経て、北海道大学大学院農
学研究科在籍中に、ヒグマ研究グループを創設。1978 年から 84年まで北海道庁職員。退職後、
野生生物情報センターを設立し、1992 年から市民環境団体「エコ・ネットワーク」を主宰。市
民の立場から野生生物の保全活動、環境保全ボランティア、「フットパス」の実践による歩く文
化の普及啓発に取り組む。 
 
下休場 千秋（しもやすば ちあき） 
北海道大学観光学高等研究センター 特任教授。1956 年大阪府生まれ。筑波大学大学院環境科
学研究科修了（学術修士）、博士（芸術文化学, 大阪芸術大学）。専門は社会運動論、地域生態計
画論、エコツーリズム研究、アフリカ民族文化研究。 
 
第２回 
桜庭 佑輔（さくらば ゆうすけ） 
環境省東北地方環境事務所十和田八幡平国立公園管理事務所 みちのく潮風トレイル担当。北
海道函館市出身。平成 17 年度環境省入省。平成 23 年 4 月に本省国立公園課配属。みちのく潮
風トレイル全線を踏査。その後、現地東北にて震災復興事業に従事。現在は、十和田八幡平国立
公園にて廃屋撤去による景観回復事業を担う。 
 
相澤 久美（あいざわ くみ） 
ＮＰＯ法人みちのくトレイルクラブ 常務理事兼事務局長。東京生まれ。16歳で渡米、26歳で
独立し設計事務所主宰。雑誌編集、映画製作等を手がける。2011 年～東北沿岸で取材と中間支
援を継続し、2015 年～みちのく潮風トレイルの運営計画策定、2017 年ＮＰＯ法人みちのくト
レイルクラブ設立。トレイル全線の運営を担う。 
 
木村 宏（きむら ひろし） 
北海道大学観光学高等研究センター 教授。1961年東京都生まれ、日本大学文理学部独文科卒。
地域マネジメント論演習担当。ロングトレイル開設による地域振興の実践的研究を推進。国内の
ロングトレイル普及を目的としたＮＰＯ法人日本ロングトレイル協会常務理事を務める。札幌
市街地を結ぶ周遊歩道「さっぽろラウンドウォーク」の開設を計画中。 
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第３回 
廣野 洋（ひろの ひろし） 
（一社）阿寒アイヌコンサルン 理事長。釧路市生まれ。阿寒湖アイヌコタンで少年時代を過ご
す。後に上京し、アイヌ料理店の運営や首都圏に暮らすアイヌとともに伝統文化の伝承に取り組
む。阿寒湖に戻ってからも、伝統文化の伝承と普及に力を注ぐ一方、観光を通じた文化伝承と経
済的自立の両立に向けた活動を展開。2019 年、アイヌ文化専門のコンサルティング会社「（一
社）阿寒アイヌコンサルン」を設立。 
 
岡田 真弓（おかだ まゆみ） 
北海道大学観光学高等研究センター 准教授。1982 年東京都生まれ。慶應義塾大学大学院文学
研究科修了、博士（史学）。北海道大学アイヌ先住民研究センター博士研究員、同大学創成研究
機構特任助教を経て、2020 年より現職。専門は、文化遺産論、先住民族観光、パブリック考古
学。 
 
第４回 
島田 邦弘（しまだ くにひろ） 
埼玉県産業労働部観光課 課長。埼玉県生まれ。埼玉県入庁後、神川町副町長、国際課長などを
経て平成３０年から観光課長に着任。これまで、地域の活性化や広報業務等を主に担当。業務を
通じ「らき☆すた」と出会ったことを契機に、現在では公私を問わず県内各地のアニメのまちお
こし活動にコミット。 
 
安藤 彰紀（あんどう あきのり） 
おおつちバラエティショー実行委員会 企画プロデューサー。福島県生まれ。岩手県在住。2014
年に兎塚エイジ氏デザインによるオリジナルアニメ「曲花村役場(仮)」を開始、2015 年から「お
おつちバラエティーショー」を開始し、アニメ、実写、演劇、音楽、体験移住等を活用したメデ
ィアミックス地域おこしを実施中。 
 
山村 高淑（やまむら たかよし） 
北海道大学観光学高等研究センター 教授。静岡県生まれ。2008 年より国内外をフィールドに
コンテンツ・ツーリズムの実践的研究に携わる。「埼玉県アニメツーリズム検討委員会」座長
（2009-2014）、「埼玉県アニメの聖地化プロジェクト会議」座長（2014-2016）、おおつちバラ
エティーショー特別顧問（2017－）などを務める。 
 
 
 
 



-193-

第５回 
佐藤 拓（さとう たく） 
㈱ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント 事業統括本部コーポレート・ビジネス部 部
長。北海道出身。2002 年中央大学卒業後、日本ハム球団㈱（現㈱北海道日本ハムファイター 
ズ）に入社。2004 年北海道に球団が誕生後、イベントプロデュース、選手マネジメント、地域
コミュニティ活動等、プロスポーツビジネス全般に従事。2019 年より㈱ファイターズ スポー
ツ＆エンターテイメントに所属し、主にスポンサーシップおよび事業パートナー誘致を担当。 
 
石黒 侑介（いしぐろ ゆうすけ） 
北海道大学観光学高等研究センター 准教授。1982 年東京都生まれ。横浜国立大学国際社会科
学研究科国際関係法専攻修了。修士（国際経済法学）。財団法人日本交通公社（現公益財団法人
日本交通公社）を経て、2014 年、北海道大学観光学高等研究センター特任准教授。2016 年よ
り現職。2017 年より、スペイン・バルセロナ大学ホテル観光学院連携客員教授を兼任。専門は
観光政策、観光組織、観光地経営論。 
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北海道大学
観光学高等研究センター

2020 年度公開講座

観光現場の挑戦

今日、観光は娯楽の他、地域振興、文化交流、平和外交、外貨獲得などの多様な役割を担
うようになりました。社会情勢との密接なつながりを強めていった観光は、同時に、地域
課題、経済状況、自然災害、歴史問題、治安などの諸問題とも向き合うことになります。
困難に立ち向かい、悩みながらも「人と人との交流」を守り続ける観光現場。今も現場で
挑み続けているゲストとの対談を通じて、観光の未来について考えます。

2020 年 12月 1日火～2021 年 1月 12 日火
毎週火曜日／全 5回　18：30～20：00（各回 1時間 30 分）

開講
期間

オンライン開催／ 申込期限 11 月 29 日（日） 
※個別回のみの受講も可
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開催日時

開催方法
オンライン開催
（ウェビナー）
受講料無料

主催・お問い合わせ先
北海道大学観光学高等研究センター　info(at)cats.hokudai.ac.jp
＊（at）部分を＠に置き換えてご送信ください。
＊タイトルに「公開講座について」と記載してください。

「環境と観光 ─ 市民活動としての環境保全とフットパス」
ゲ ス ト：小川　　巌 氏（エコ・ネットワーク　代表）
担当教員：下休場千秋（観光学高等研究センター 　特任教授）

小川　巌氏　略歴

北海道松前町生まれ。信州大学農学部を経て、北海道大学大学院農学研究科在籍中に、ヒグマ研究グループを創設。1978 年から 84 年
まで北海道庁職員。退職後、野生生物情報センターを設立し、1992 年から市民環境団体「エコ・ネットワーク」を主宰。市民の立場か
ら野生生物の保全活動、環境保全ボランティア、「フットパス」の実践による歩く文化の普及啓発に取り組む。

第一回目

12月1日火
［18：30-20：00］

「観光を通してアイヌ文化の継承を目指す ─ 阿寒アイヌコタンの挑戦」
ゲ ス ト：廣野　　洋 氏（阿寒アイヌコンサルン　理事長）
担当教員：岡田　真弓（観光学高等研究センター　准教授）

廣野　洋氏　略歴

北海道釧路市生まれ。阿寒アイヌコタンで少年時代を過ごす。後に上京し、アイヌ料理店の運営や首都圏に暮らすアイヌとともに伝統
文化の伝承に取り組む。阿寒湖に戻ってからも、伝統文化の伝承と普及に力を注ぐ一方、観光を通じた文化伝承と経済的自立の両立に
向けた活動を展開。2019 年、アイヌ文化専門のコンサルティング会社「（一社）阿寒アイヌコンサルン」を設立。

第三回目

12月15日火
［18：30-20：00］

「ボールパークで実現する新たなコミュニティの創造─ファイターズの挑戦」
ゲ ス ト：佐藤　　拓 氏（㈱ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント 事業統轄本部コーポレート・ビジネス部　部長）
担当教員：石黒　侑介（観光学高等研究センター　准教授）

佐藤　拓氏 略歴

北海道出身。2002 年中央大学卒業後、日本ハム球団㈱（現㈱北海道日本ハムファイターズ）に入社。2004 年北海道に球団が誕生後、イ
ベントプロデュース、選手マネジメント、地域コミュニティ活動等、プロスポーツビジネス全般に従事。2019 年より㈱ファイターズ　
スポーツ＆エンターテイメントに所属し、主にスポンサーシップおよび事業パートナー誘致を担当。

第五回目　　
2021
年 1月12日火
［18：30-20：00］

「町をつなぎ人をつなぐ、1,025kmのみちづくりへの挑戦」
ゲ ス ト：桜庭　佑輔 氏（環境省東北地方環境事務所十和田八幡平国立公園管理事務所　みちのく潮風トレイル担当）
　　　　　相澤　久美 氏（NPO法人みちのくトレイルクラブ　常務理事兼事務局長）
担当教員：木村　　宏（観光学高等研究センター　教授）

第二回目

12月8日火
［18：30-20：00］

桜庭佑輔氏　略歴

北海道函館市出身。十和田八幡平国立公園管理事務
所　国立公園保護管理企画官。
平成 17 年度環境省入省。平成 23 年 4 月に本省国立
公園課配属。みちのく潮風トレイル全線を踏査。そ
の後、現地東北にて震災復興事業に従事。現在は、
十和田八幡平国立公園にて廃屋撤去による景観回復
事業を担う。

相澤久美氏　略歴

東京生まれ。16 歳で渡米、26 歳で独立し設計事務所
主宰。雑誌編集、映画製作等手がける。2011 年～東
北沿岸で取材と中間支援を継続し、’15 年～みちのく
潮風トレイルの運営計画策定、’17 年 NPO法人みち
のくトレイルクラブ設立。トレイル全線の運営を担
う。

島田邦弘氏　略歴

埼玉県生まれ。埼玉県入庁後、神川町副町長、国際課
長などを経て平成 30年から観光課長に着任。これま
で、地域の活性化や広報業務等を主に担当。業務を通
じ「らき☆すた」と出会ったことを契機に、現在では
公私を問わず県内各地のアニメのまちおこし活動にコ
ミット。

安藤彰紀氏　略歴

福島県生まれ。岩手県在住。2014 年に兎塚エイジ氏
デザインによるオリジナルアニメ「曲花村役場
（仮）」を開始、2015 年から「おおつちバラエティー
ショー」を開始し、アニメ、実写、演劇、音楽、体
験移住等を活用したメディアミックス地域おこしを
実施中。

「ツーリズムを通した心の復興に向けて ─ 埼玉県と大槌町の挑戦から」
ゲ ス ト：島田　邦弘 氏（埼玉県産業労働部観光課　課長）
　　　　　安藤　彰紀 氏（おおつちバラエティーショー実行委員会　企画プロデューサー）
担当教員：山村　高淑（観光学高等研究センター　教授）

第四回目

12月22日火
［18：30-20：00］

申込方法
右のQRコード、または以下のURLにアクセス
し、11月29日（日）までにお申し込みください。
URL ⇒ https://forms.gle/tng6KpochF91pJAM7



編者一覧 

岡田 真弓（おかだ まゆみ） 
前出。
山村 高淑（やまむら たかよし） 
前出。
木村 宏（きむら ひろし） 
前出。 
下休場 千秋（しもやすば ちあき） 
前出。
石黒 侑介（いしぐろ ゆうすけ） 
前出。

 岡田真弓，山村高淑，木村宏，下休場千秋，石黒侑介 編 
『2020 年度公開講座講演・対談録 観光現場の挑戦』 
CATS 叢書第 14号，北海道大学観光学高等研究センター 
 
 
 
2021 年 3月 31 日 発行 
 
発行：北海道大学観光学高等研究センター 
   〒060-0817 
   北海道札幌市北区北 17条西 8丁目 
      TEL 011-706-5382 
印刷：柏楊印刷株式会社 
装丁：前田弘志（バナナムーン・ステュディオ） 
表紙写真：岡田真弓，山村高淑，木村宏，下休場千秋，石黒侑介 




	CATS14_hyoshi
	CATS14_color
	〈現場の声〉から学ぶ観光の本質

―巻頭言に代えて
	目 次
	第1 回 環境と観光

―市民活動としての環境保全とフットパス
	第2 回 町をつなぎ人をつなぐ、1,025km のみちづくりへの挑戦
	第３回 観光を通してアイヌ文化の継承を目指す

―阿寒湖アイヌコタンの挑戦
	第４回 ツーリズムを通した心の復興に向けて

―埼玉県と大槌町の挑戦から
	第５回 ボールパークで実現する新たなコミュニティの創造

―ファイターズの挑戦
	登壇者一覧（発表順）
	編者一覧


